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　　プロローグ　──いまだ天てん魔まは歌うたわれない




　それはたぶん、遠い昔の記き憶おくだ。




　あのとき確たしか、

「血を吸すうの？」

　と、僕ぼくは聞いた。

　すると少女は答えた。

「吸わないわよ。あんたの血なんて」

　ひどく。

　ひどく美しい少女だった。

　薄ラベ桃ンダー色の長い髪かみに、真っ白い肌はだ。

　吊つり気味の、悪いた戯ずらっぽい真しん紅くの瞳ひとみ。

　まるで幻げん想そうの中に出てくる妖よう精せいのような、そんな雰ふん囲い気きを持った少女だった。

「じゃあどうするの？」

　僕が聞くと、彼女は答える。

「入れるのよ、毒を」

「毒？」

「そう。毒」

　そう言って、彼女は子こ供どもとは思えない、妖よう艶えんな、ちょっとどきどきするような笑えみを浮うかべて、うなずいた。

「私の毒を、あなたに入れる。あなたが決して、私から離はなれられなくなるようにね」

　そして彼女は艶つややかな、ピンク色の唇くちびるを開いた。

　悪戯っぽい瞳のまま、その唇をそっと、僕の首くび筋すじにあてようとする。

「大だい丈じよう夫ぶ。痛いたくしないから」

　と、彼女は言ったが、それは嘘うそだった。首筋に、なにかが突つき刺ささる感かん触しよくがして、

「痛っ」

　と、僕が言う。

　すると彼女は僕の首筋に噛かみ付いたまま、嬉うれしそうにふふふと笑う。笑ったときの吐と息いきが首にかかって、僕は体を強こわ張ばらせる。

「いくよ？」

　と、彼女が言うと、毒が首筋に入ってくる。

　それがわかる。

　毒が。




《毒まじゆつ》が僕に、かけられる。




　そしてそのすべては、すぐに終わった。

　彼女は離れ、やはり楽しげな、嬉しそうな顔でこちらを見つめる。

「はい、終わり～。これであなたは私から離れられない。生きるときも、死ぬときも、ずっと一いつ緒しよ。その覚かく悟ごはできてる？」

　そう問いかけられて、僕は答えた。

「……覚悟なんて、できてないよ」

「あは。でももう、呪のろいかけちゃった～。だからあなたは私の僕しもべ。私の護ご衛えい。私の、愛いとしい人よ。愛してるわ、大たい兎と」

　なんてことを突とつ然ぜん言われて。

　それに僕はどぎまぎしながら、

「いきなりそんなこと言われ……」

「あなたに選せん択たく権けんはないの」

「そんな」

「いいから、愛してるって言ってよ。そしたらそれで、《毒まじゆつ》が完成するから。それとも……私のこと、嫌きらい？」

　彼女はそう言うと、少しだけ不安そうな顔になる。寂さびしそうに眉まゆ根ねを寄よせて、こちらを見つめてくる。

　それに僕は、

「…………」

　僕は、答えてしまう。

　彼女の、そんな顔を見たくなかったから。

　いつも自信たっぷりで、いじわるで、わがままな彼女の、そんな顔を見たくなかったから。

　だから僕は、答えてしまう。

「……嫌いじゃ、ないよ」

「好き？」

「うん」

「じゃあ言って」

「…………」

「言ってよ、大兎」

　それに僕はうなずいて、

「……うん。僕も……僕も君を、愛してるよ、ヒメア」

　そう、言った。

　彼女の名前を、呼よんだ。

　その瞬しゆん間かん。

　なにもかもが変わったのがわかった。

　世界と、そして自分の体内を構こう築ちくしている、なにもかもが変わったのがわかった。

　かかったのだ。

　呪いが。

　かかったのだ。

《毒まじゆつ》が。

　それに彼女は嬉しそうに笑う。

　綺き麗れいなピンク色の唇が開き、少しだけ、小さな牙きばが見える。

　その笑顔を見るのが、僕は好きだった。

　彼女の笑顔を見るのが、僕は好きだった。

　だから僕も微ほほ笑えむ。

　彼女を見つめて、微笑む。

　そしてもう一度、

「好きだよ、ヒメア」

　そう、言おうとして。










　僕の物語は、始まった。








　　第一章　邂かい逅こう




「ねぇ。ねぇってば！　そろそろ起きてよ大たい兎と。もうホームルーム、とっくに終わっちゃったよ？」

　突とつ然ぜん、そんな声をかけられて。

「う～ん？」

　鉄くろがね大兎は、小さくうめいた。それから薄うすく、目を開く。

　すると彼の顔を、一人の女の子がのぞきこんできているのが見える。

　綺き麗れいな黒髪のミディアムに、困こまったような、それでいて優やさしげな笑顔。チェック柄がらのプリーツスカートにセーラー服を着た女の子。

　時し雨ぐれ遥はるかだ。

　彼女は小学六年からずっと家がお隣となりさんで、おまけにこの春から入学した宮みや阪さか高校では、同じクラスの隣の席という、隣隣隣で繋つながっている腐くされ縁えんの幼おさな馴な染じみなのだが。

　大兎はその、遥を見あげて、

「……どした？」

　そう聞くと、彼女はかわいらしい細い眉まゆ根ねを少しだけひそめ、ちょっと怒おこったように両手を腰こしにあてる。

「もぉ～、どしたじゃないでしょ～。大兎ってば、五時間目からずっと寝ねてるんだよ？　先生が起こしても起きないし」

「……へ？　五時間目から？　って、いま何時？」

「三時二十分」

「うお？　もうホームルーム終わってんじゃん」

「だからそう言ってるじゃん」

　と、遥が益ます々ますあきれたような顔で言う。それに大兎は、

「嘘うそだろ？」

　驚おどろいて、体を起こす。それから周囲を見回す。ちなみに彼が寝たのは、五時間目の家庭科の授じゆ業ぎよう中のはずだった。昼休みに購こう買ばいでコロッケパン三個こ買って、牛ぎゆう乳にゆうでそれを押おしこんだら胸むねやけしてきて、おまけに家庭科では先生が、

「はいはいじゃあ今日はまつり縫ぬいを覚えましょうね～」

　ってまつり縫いなんて俺おれの人生には一生出てこねーだろとか思ってたら眠ねむくなって机つくえに突つっ伏ぷしたのまでは覚えているのだが。

　でも、だからって、まさか六時間目の国語飛ばしてホームルームが終わってるなんてことが。

「…………」

　まさかもう、いまが放課後なんてことが。

「…………」

　が、しかし、大兎が顔を上げると、すでに教室には、クラスの半分ぐらいの生徒しかいなかった。おまけに数人の生徒たちが箒ほうきを片かた手てに掃そう除じを始めていて、さらにその中の数人の女子が、机を後ろに下げずにだらだらと眠り続けていた大兎を、ひどく迷めい惑わくそうな顔で見ている。

　それに大兎は、

「……あ～、え～、そのぉ、俺、机下げたほうがいいよね？」

　すると女子たちが、当然でしょうがという顔で、うなずく。それに大兎は慌あわてて立ち上がり、机を持ちあげながら、言った。

「……ちょっと遥、おまえ、なんで起こしてくんないのよ？」

　するとそれに遥が、少しだけ頬ほおを膨ふくらませて、

「何度も起こしました～」

「嘘つけ」

「嘘じゃないもん」

「じゃあなんで俺、起きてないのよ？」

「そんなの知らないわよ。だいたい大兎ってば、国語の山やま田だ先生が頭殴なぐって怒ど鳴なっても起きなかったんだよ？　そんな寝ぼすけ私がどうにかできるわけないじゃない」

　なんてことを遥が言って。

　それに大兎は、目を、大きく見開いた。

　国語教きよう師しの山田。

　生活指し導どうの山田！

　凶きよう悪あく鉄てつ拳けん制せい裁さいの山田!!

　その山田の授業を一度も目を覚さまさずに過すごしたという驚きよう愕がくの事実に、大兎は、震ふるえながら聞いた。

「……や、山田怒おこってた？」

　すると遥は神しん妙みような顔でうなずく。

「あとで殺すって」

「まじかよ！」

　と、大兎が頭を抱かかえると、それになぜか、遥が笑った。

「なんてね～ん。うそうそ。今日は山田先生体調不良でお休みでした～。だから六時間目は自習だったんだよ？」

「……おっまえ、まじ殺すぞ？」

　と、大兎が拳こぶしをにぎると、遥はそれに対たい抗こうするように、両手を前に突つきだし、嘘くさい空から手てのポーズをとって、言う。

「はっはっは。やってみなさい大兎くん」

「って誰だれだよおまえ？」

「私の名前はジェッキーさんだ！」

「いやだからそれ誰？」

　すると遥は首をかしげて、

「あれ、そんな名前のカンフーの人いなかったっけ？」

「カンフーの人って……それジャッキー・チェンだろう？　もしくはジェット・リーとか？」

「わかんない」

「わかんないならやるなよなぁ」

　と、大兎はあきれてため息をついてから、もう一度周りを見回した。掃除はもう終わったようで、机を元の位置に戻もどし始めている。窓まどから見える陽ひの光はだいぶ傾かたむき、もうしばらくしたら、空を赤く染そめ始めるだろう。

　時じ刻こくはすでに、三時四十分。本当に大兎は、五時間目の頭から、二時間以上居い眠ねむりしていたようだった。それに、

「やべ～、俺寝すぎ」

　と、大兎が呟つぶやいたところで、突とつ然ぜん、遥がひょいっと、大兎の唇の横を指でこすってきて、

「うお？　は？　おまえ、なにすんの？」

　彼が聞くと、彼女はなんでそんなに驚くの？　と言わんばかりの顔でこちらを見て、

「え？　あ、よだれついてたから」

　なんてことを言う。そしてまた、彼の、居眠りしてるときに垂たれたのであろうよだれを彼女は指でぬぐおうとしてきて、

「……いやいや待てって。えーと、いや、そりゃ、ちょっとまずくないか？」

　と、大兎は周囲を見回す。するともう、ほとんど生徒は教室には残っていないといっても、やはり何人かはこちらを見ていて。

　仲良し三人組の女の子が、ええええええ？　という顔でこちらを見ている。

　いつもアニメの話ばっかりしてる気のいいメガネ君二人組が、ええええええ？　という顔でこちらを見ている。

　あとその他もろもろが、えええええ？　という顔でこちらの、なんかもう、ちょっと高校一年でいきなりおまえら夫ふう婦ふかよ？　と言わんばかりの仲の良さの大兎と遥を、ありえないとばかりの顔で見つめてきていて。

　それに大兎は必死に、いや違ちがうのよ？　これはそういうんじゃなくて、こいつとはずっとお隣さんで兄きよう妹だいみたいに育ったからこんな感じなだけで決してそういうことじゃないんだよほんとだよ？

　と、言おうと思ったが、しかし、そんなことを言ったところで、はいはい仲がおよろしいことで～とかいう反はん応のうのもと、翌よく日じつには二人はもう結けつ婚こんしてるらしいとか、すでに隠かくし子がいるらしいとか、もうとにかく毎日がエロエロらしいとか、あることないことあることないこと広まって、はい職しよく員いん室しつにきなさーいってな具合になったカップルをもう四組くらい見ていた大兎は、とりあえず言った。

「え、ええと、遥、あのさ、俺らそういうんじゃないじゃん？　だからその、そういうのやめろって」

　するとそれに、遥がわけがわからないという顔で、

「うん？　そういうのじゃないって、どういうこと？」

「いやわかれよ」

「うん？」

「んぁ～、もぉ、いや、まあ、それでもいいけどさぁ……」
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　と、遥の、昔からまるで変わらない、あまりの察しの悪さに大兎は小さくため息をついてから、彼女の顔を見た。ずっと一いつ緒しよに育ってきたからあまり意い識しきしたことはないのだが、実は昔からけっこうかわいいと評ひよう判ばんの、彼女の顔を見る。黒目がちな大きい瞳ひとみに、手入れが行き届とどいている──というか頑がん張ばっているのを知っている、艶つややかな黒くろ髪かみ。

　それを見て、大兎は、

「…………」

　たまたまこんなかわいくて性せい格かくのいい子が自分の側そばにいてくれてるなんて、実は結けつ構こうラッキーなことなんじゃないの？　とか、ちょっとだけ思う。おまけにかなり仲もよくて、気心も知れてる。そんな健けん全ぜんな普ふ通つうの、十六歳さいの、高校一年の、そういうことに興きよう味みがないなんていったら舌したを抜ぬかれまくっちゃうであろう男女二人なら。

　もしかしたら。

　というかもしかしなくても、普通なら、付き合っちゃったりするのかもしれない。

「…………」

　と、大兎は、ちょっとだけそんなことを考えながら、彼女を見た。

　するとそれに、遥がきょとんとした顔で、こちらを見返してくる。

「どしたの大兎。そんな真しん剣けんな顔して」

　なんてことを言う。それに大兎は。

「…………」

　彼は、言った。

「……おっかしいなぁ……な～ぜかそんな気持ちにならないんだよなぁ」

「だからなんの話よ？」

「いや、なんでもないんだけど……なんだろなぁ、これ」

　と、彼は小さく呟つぶやく。そしてそれが、昔からそうだったことを、思いだす。

　中学のとき、学年一かわいいと評判だった女の子に、なんの奇き蹟せきか告白されたときも、そうだったのだ。その、千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスに、なぜか彼女の気持ちを受け入れる気になれなくて、彼は断ことわった。

　その理由が、もしかしたら自分は、そのときは別の中学にいっていた、幼おさな馴な染じみの遥のことが好きだから、学年一な女の子と付き合えなかったのかなぁとか思っていたのだが。

「…………」

　しかし、いま、目の前にいる遥を見て。自分に優やさしくしてくれる遥を見て。優しくて、かわいくて、けっこう頭がよくて、一番仲のいい、彼女の顔を見て。

　頭の中に浮かぶ言葉は──




《こら！　あなたは私のものでしょう？　浮うわ気きは絶ぜつ対たい許ゆるさないわよ》




　と、そこで突然、そんな声が頭の中に響ひびいた。おまけにちょっとだけ頭ず痛つうまでしてくる。

　それに大兎は、

「…………」

　彼は、呆ぼう然ぜんとしてしまった。

　なぜならその、突然頭の中に響いた声を、彼は知っていたから。

　それはたまに見る、夢ゆめの中にでてくる少女の声。

　たまに見る、なんかちょっとファンタジー入ってる、高校生にもなってさすがにそんな夢は見ないだろーと突っこみが各所から入りそうな、恥はずかしい夢に出てくる少女の声。

　さっき居眠りしていたときも見ていた、ちょっと奇き妙みような夢に出てくる美少女の声だった。

　それに、

「…………」

　って、あれ、ちょっと待てよ？　と、大兎は思う。

　え？　は？　ってことはつまり、そういうことなの？　俺ってば、夢に見てる幻げん想そうの女の子に惚ほれてて、そのせいで現げん実じつの女の子を受け入れられない超ちよう痛いたい奴やつってこと？

　えええええ？　ちょ、冗じよう談だんだろ？　いやいや、そんなはずないって。俺はもっと健全なはずだって。いまだって遥のことをちょっとだけ好き──

「…………」

　が、そんなあほなことを考えている途と中ちゆうで突然、教室の中で、きゃあああああああああああああ！　なんていう、女の子たちの悲鳴があがった。

　それに大兎は、

「んぁ？　なんだ？」

　悲鳴のほうを向く。

　遥も、

「うん？」

　そちらを向いた、瞬しゆん間かん。

　教室の、入口の扉とびらが吹ふっ飛んだ。同時に、一人の男が倒たおれこむように入ってくる。

「なに？　なに？」

　と慌あわてる遥を、守るように一歩、前に出てから、大兎は入ってきた男を見る。

「…………」

　するとそいつを大兎は知っていた。にきび面づらの、大おお柄がらな男。そいつは三年の、素そ行こうがあまりよろしくない輩やからたちをたばねている、酒さか巻まきという男だった。最近、四月に入ってきたばかりの一年生から、カツアゲを繰くり返してると噂うわさされてる奴だ。

　そいつがいま、この一年三組の教室の扉を破やぶって、吹っ飛んできていた。いつも偉えらそうに肩かたで風を切って歩いている酒巻の顔が、いまは恐きよう怖ふに歪ゆがんでいる。誰かに殴なぐられたのか、口から少し血を流し、ぶるぶる震ふるえながら、教室の外をにらみつけている。

　それを見て大兎が、

「……いったい、なにが起きてんだ？」

　と呟いたのと、

「……ちょっと失礼」

　と、さらにもう一人の男が、教室に入ってきたのとが、同時だった。

　刹せつ那な、教室の中に残っていた、女子たちの表ひよう情じようが変わる。そしてまた、

「きゃああああああああああ[image: はーと]」

　という、恐きよう怖ふに怯おびえているのではなく、あきらかに黄色い悲鳴を女子たちがあげる。

　それに大兎は、

「……ああ、あいつか……」

　と言った。

　そして教室に入ってきた、もう一人の男を見る。

　漆しつ黒こくの髪に、やはり漆黒の宮阪高校の詰つめ襟えりの学生服を規き律りつ正しく首まで締しめている。子こ供どもらしい感情をまるで感じさせない冷たい瞳に、整った顔だち。女の子にきゃーきゃー言われながら登場するという、もう、マンガのキャラのような登場をしたそいつは、この宮阪高校きっての有名人だった。

　歳としは大兎と同じ十六歳さい。つい先月──この四月にこの学校に入学してきたばかりなのに、どういうわけかいきなり生徒会長に選ばれてしまった、よくわからない男。

　紅くれない月げつ光こう──という名のその男は、

「げ、月光様、三組になにかご用ですか!?」

　と、女の子の一人が叫さけんだ。

「わ、わ、私、私、私、わたわたわた……」

　と、女の子の一人が、あまりの緊きん張ちようにわけのわからないことを叫んだ。

「好きです！　私月光様のことが大好きです！」

　と、さらに女の子の一人が叫んで。

　もう、とにかく彼は、女の子にモテモテだった。あまりにモテすぎて、同じ男として、嫉しつ妬とするどころかもう、あきれてしまうほどの勢いきおいだった。

　まあ、確たしかに見た目はかっこいいし、おまけに噂では、勉強もスポーツも抜ばつ群ぐんにできるスーパーマンらしいのだが。

「…………」

　とそこで。

　大兎は、ちょっとだけ。

「…………」

　ちらっとだけ、振ふり返る。斜ななめ後ろにいる、遥のほうを見る。

　遥が。

　彼女が、月光のことを、どんな目で見ているのかがちょっとだけ気になって、ちらっと彼女のほうを見る。

　すると。

「…………」

　すると彼女は、なぜか月光のほうを見ていなかった。それどころか、大兎のほうを、ちょっと嬉うれしそうに見つめてきていて。

　その、彼女と、目が合う。

　すると彼女はなぜか、ちょっとだけいじわるな表情になって、

「あ～、大兎ってば、紅君くんがモテモテだから、うらやましいんでしょー？」

　なんて言ってきて。

　それに大兎は、肩をすくめた。

「え？　ああ～、まぁなぁ。うらやましくないって言ったら、嘘うそになるなぁ」

「あら、ほんとにモテたいの？」

　それに大兎は素す直なおにうなずく。

「そりゃモテたいだろぉ。でもま、俺はあんなスーパーマンじゃないからモテるのは無理だけどねぇ。遥だって付き合うならあいつのほうがいいだろ？」

　と、彼が言うと、彼女はそれに、なぜかにっこり笑う。

「さてさてそれはどうでしょう？」

「なによそれ？」

　するとそれに、彼女はさらにふふふ～と不ふ敵てきな笑い声を上げてから、こちらを見つめる。

「そんなことよりさっきさ、さっきさ、酒巻先輩が部屋に入ってきたとき、大兎ってば私のこと、守ろうとしてくれたでしょ？」

「んぁ？　そうだっけ？」

「あ、とぼけるんだぁ。ま、いいけどね～ん」

　と、なぜか彼女は、ずいぶんと嬉しそうな顔をしている。それに大兎はわけがわからないという顔で彼女を見つめるが、彼女がわけわからないのはいつものことだった。

　だからとりあえず前を向く。

　月光と、倒れている酒巻のほうを見る。

　すると月光が、きゃーきゃー騒さわいでいる女子たちをまるで興きよう味みなさそうな、冷たい瞳で一いち瞥べつしてから、言った。

「やぁ、三年の酒巻君。いったい俺に、なんの用かな？」

　やわらかい口調のわりには、表情は冷たい。

　それに酒巻が、月光をにらみつけて、

「一年坊ぼうがいきがってんじゃねぇよ!!」

　と、横で聞いてる大兎がびびるぐらいの大おお声ごえで怒鳴った。

　しかしやはり、それにまるで動じた様子のない月光が、冷たい声こわ音ねのまま、

「それで？」

「ちょっとばかり強つえぇからって、あんま調子乗ってっと痛い目見るっつってんだよ！　俺たちの仲間が何人いるかわかってんのか!!」

「それで？」

「ま、街にゃ、族の仲間だって……」

　しかしそれを遮さえぎって、月光が言う。

「だからそれで？」

　瞬間。

　その、彼のたった一言で、教室が静まり返ってしまう。

　まるで周囲にあるものをすべてたたきつぶしてしまいそうなほどに、威い厳げんのある、強い意い志しがこめられた声、表情、鋭するどい瞳。

　それにもう、酒巻は泣きそうな顔になって、

「……な、なんでビビらねぇんだよ。俺の言ってることがふかしだと思ってんのか？　まじだぞ？　まじで族の仲間が……」

　が、しかし、そんな言葉を完全に無む視しして、月光は歩き始める。そしてそのまま、酒巻が倒れているすぐそばまでいきしゃがみこむと、彼の首をつかんで、

「なぁ酒巻くん。君の戯ざれ言ごとはどうでもいいが……もし次に、君が俺の前に立ち塞ふさがったら……殺すぞ？」

　と、言った。

　別に怒いかりや、なにかしらの感情が込こめられた声ではなかった。ただ淡たん々たんと、事実を言っている──そう感じさせるだけの説得力がそこにはあって。

　それに今度こそ、酒巻の顔は恐きよう怖ふに歪ゆがんだ。

「な、なんなんだよ……なんなんだよこいつは……ほんとに一年坊なの……」

　が、それも遮り。

「いいから早く、俺の前から消えろよ」

　月光が言う。

　それに酒巻が慌てて立ち上がり、

「お、お、お」

　しかし月光がさらに、

「覚えないよ、君のことなど」

　と言った。

　それに酒巻はもう、なにも言えなくなってしまい、ただ、去っていく。

　という、そんな光景を。

「…………」

　大兎は、あきれ顔で見ていた。

　族にも仲間がいる、三年の不良を相手にあの態たい度ど。おまけに学業優ゆう秀しゆうスポーツ万ばん能のう女にモテモテな上に、一年生生徒会長って。

「……どんだけスーパーマンなんだよ」

　と呟つぶやくと、それに遥が笑う。

「ほんとすごいよね」

「ああ、すごいなぁ。平々凡ぼん々ぼんな俺の人生とは、まるで正反対な奴やつだなぁ」

　なんて大兎の言葉に、しかし遥がこちらを向いて、

「もぉ、大兎は平凡なんかじゃないよ」

「平凡だろぉ」

「違ちがうって」

「違わないって」

　なんてしばらく不毛な言いあいを続けてから、遥が微ほほ笑えんで、

「う～ん。じゃあさ、じゃあ、平凡でいいじゃんってのはどう？　毎日平和で、笑ってられたらそれが一番だよ」

　なんて言ってきて。

　それに大兎は、遥を見る。楽しそうにこちらを見ている遥を見る。そして、あ～そうかもなぁ、なんてことを、思う。

　横で遥が笑っていて、毎日ちょっと退たい屈くつだけど、平々凡々と毎日が過すぎていくのは、けっこう幸せなことなのかもなぁとか、思う。毎日の授じゆ業ぎようとかはそりゃクソめんどくさいけど、まあそれでも、別にそんなに特別じゃなくてもいいのかもなぁ、なんてことを思って。

「…………」

　それからもう一度、大兎は月光のほうを見た。あまりに平凡じゃないから目立ってしまって三年の不良にからまれ、それをぶん殴なぐって教室に入ってきた月光のほうを見る。

　女子たちにきゃーきゃー言われ、同じ十六歳とは思えないほど落ちついた表ひよう情じようをしていて、おまけに勉強もスポーツもできるという。

　それを見て、思う。

　確たしかにこいつはスーパーマンだけど、それほどうらやましいわけでもないのかなぁって、思う。

　だってたぶん、きっと、今日の夜にも月光は族に襲おそわれるだろうから。みんなの前で恥はじをかかされた酒巻が、このままなにもしないはずがない。だから今こん晩ばん、きっと月光は襲われる。それをあのスーパーマンがどうにかできるのかできないのかはちょっとわからないけれど、とりあえずバイクに乗った目付きの悪い集しゆう団だんに囲まれるのは、ちょっと平凡で平和な暮くらしじゃないよなぁとか、思う。

　それにもしも彼女とかいたら、もう目もあてられない。たとえば自分が月光の立場で、でもって遥と、その、恋こい人びと同士だったりして、そしたら遥が、てめぇの彼氏むかつくんだよ！　とか言って族に襲われちゃったりしたらってうええそんなの想そう像ぞうするだけでちょっとしんどいじゃん？

　だからそれに、

「……うん」

　と、大兎は言った。それから遥を見て、

「うん。確かに、平凡もいいかもね」

　と言った。

　すると遥が笑う。

「でしょ？」

「だねぇ。高一から平凡もいいかもなんて、ちょっとジジ臭くさいけどねぇ」

「あはは。大兎じいちゃ～ん」

　なんて言いながら、彼女は自分の机つくえの横に引っかけてあった鞄かばんを持ちあげる。

「んじゃ、そろそろ私いかなきゃ」

「んぁ？　部活？」

「うん。今日はテニス部のミーティングなの。あ、大兎、ミーティング終わるまで待っててくれる？」

　という言葉に、

「やなこった」

　と答える。

　それに遥は笑って、

「え～薄はく情じよう者もの～、一いつ緒しよに帰ろうよぉ」

「ないない。今日はちょっ早ぱやで帰って、俺寝ねるんだから」

「あんなに寝たのに、まだ寝るの～？」

　という言葉に、急にまた、眠ねむ気けが襲ってきて、大兎はあくびする。

「……あ～、いや。なんかここんとこ、毎日すげぇ眠くてさぁ」

「まぁた昨日、遅おそくまでテレビ見てたんでしょ？」

　という言葉に、大兎は昨日、自分がベッドに入った時間を思いだす。

　夜、十時ぐらいに急に眠くなって、ベッドに倒たおれこむようして寝てしまって。

　で、またあの夢ゆめを見たのだ。

　最近よく見る、妙みような夢。

　あの、薄ラベ桃ンダー色の髪かみと、真しん紅くの瞳ひとみを持った、少女が出てくる夢。

「…………」

　とそこで、ちょっとだけ妙なことに、大兎は気付いた。というよりも、よく考えてみると、昨日はすごく早い時間に寝てしまっていたのだ。なのにいま、ひどく眠い。それどころかここのところ毎日眠……って、あれ？　これちょっとやばいか？　こんなに眠いのって、なんかまずい病気だったりしちゃう？

　それに大兎は少し、顔をしかめた。まあ、少なくとも、実は昨日すげぇ早く寝たんだよ～とか遥に言ったら、えええなのにそんな眠いって、風か邪ぜでもひいてるんじゃないの？　びょ、病院いこう！　病院！　とうるさく騒ぎだしかねないので、大兎は、言った。

「……実は四時までテレビを……」

「もぉ！　じゃあ早く帰って寝なさい！」

　彼女は言って、それから大兎の机つくえに散らばった筆記用具やらなにやらを片かた付づけて彼の鞄に入れ、そしてこちらに押おし付けてくる。

「はい、早く帰って寝て！　あ、でも、そんな寝不足でちゃんと一人で帰れる？　私も一緒に……」

　が、それに大兎は慌あわてて、

「か、帰れるよ！　ガキかよ俺は」

「でも昔も大兎ってば寝ぼけて階段から転げ落ち……」

「何年前の話だよ！　ってもう、おまえこそ時間大だい丈じよう夫ぶなの？　ミーティング始まってんじゃねーの？」

　と、大兎が言って、黒板の上にある時計を指差すと、

「え？」

　と遥が言う。それから時計を見て、

「わ～!?」

　と言う。

「じゃ、じゃあ私いくけど、大兎気を付けて帰るんだよ？」

「はいはい。おまえも慌てて途と中ちゆうでこけんなよ？」

「私は大丈……きゃぁああああ」

　と、教室を出ていく途中で人にぶつかりかける遥のほうを見て、大兎は苦く笑しようした。

　そしてまた、ちょっとだけ思う。教室を走りでていく遥を見ていて、ちょっとだけ思う。

　ほんとに、平へい凡ぼんってのは幸せなことなのかもしれないと、彼は思う。

　それから彼は、自分の右みぎ足あしを、ぽんっとたたいた。

「…………」

　一度腿ももの裏うら側がわの腱けんを切ってしまい、治ったあともかすかな痛いたみが残る足を、ぽんぽんっとたたいた。

　そして、思い出す。

　小、中と空から手てをやっていて、けっこういい線までいっていたのに、全国大会の直前に怪け我がをしてしまって。

　もう、いままで通りに空手をするのはちょっと無理ですねぇ──と、そう言ったときの、医者の顔を大兎は思い出す。

「…………」

　あのころは。

　あのころは平凡もいいかもなんて思うことは、まるでなかったんだけどなぁ、なんて思う。

　自分は人生の主人公なんだって信じていて。

　頑がん張ばれば頑張っただけ報むくわれるとなんの根こん拠きよもなく信じていて。

　平凡じゃなく、もっと上へ、もっと遠くへ自分はいけるって、子こ供どもみたいにそう思っていたのに。

「…………」

　なのにその、一生懸けん命めい頑張ってきたことを突とつ然ぜん全部失ってしまった。

　そして大兎は、なにをしていいかわからなくなってしまったのだ。

　自分はしょせん負け犬なんじゃないかとか。なに頑張っても結局無む駄だなんじゃんとかそんなあほなことを考えてたらなにもする気が起きなくなってしまって。

　そしてぼんやりとこの、家が近いという理由だけの宮阪高校に入った。入ってからもなにかをする気にはならなくて、馬ば鹿かみたいに平々凡々と毎日を過ごして。

　なのにそれでも、遥は横でいつも笑ってくれていて。

　大兎が空手をやめてからも、彼女はいつも横で、大丈夫大丈夫って笑ってくれていて。

　おまけにわざわざ同じ高校にまで入ってきて、今日も横で、大丈夫、大丈夫って……

「……あ～、くそ。俺もそろそろなんか、しないとなぁ」

　と、大兎は呟つぶやいた。

　まあだからといって、月光みたいななんでもこなせるスーパーマンになりたいというわけでもないけれど。遥が言ったとおり、平凡が一番だとも思うけど、でも、それにしたってその平凡の中にも、少しくらいはなにか、がんばれることが欲しいなぁ。

「…………」

　なんて、そんなことを思いながら、彼は鞄を持ち上げた。そして顔をあげる。するともう、とっくに教室を出たと思っていた月光が、どういうわけかまだ、黒板の前にいて。

　おまけに彼は、こちらを見ていた。

　鋭するどい瞳ひとみで、こちらをまるでにらみつけるように見つめてきていて。

　あの、スーパーマンが。もう、平々凡々、日々なにを頑張っていいのかもわからなくなってしまってる大兎を、あの天才君が見つめてきていて。

　それに大兎は、ちょっとだけうろたえながら、

「……って、へ？　月光……じゃないや、ええと、なんだっけ……ああ、紅君。えーと、なんか俺に用？」

　そう問いかけるが、月光はそれに、

「…………」

　答えない。ただ、真まっ直すぐこちらを見つめてくるだけ。

「……あ、それとも俺おれの勘かん違ちがいかな？　俺なんかに紅君が用があるわけな……」

　が、しかし、それを遮さえぎって月光が言う。

「おまえが、鉄大兎か？」

　大兎の名前を、呼んでくる。それに大兎は少し驚おどろいて、月光のほうを見る。

「……なんで俺の名前、知ってんの？」

　いや、まあ、同じ一年生なんだから、知っていてもおかしくはないのだが、しかし、大兎がいるこのクラスは三組。月光のクラスは、九組のはずだった。三組は校こう舎しやの二階に教室があり、九組は三階にあるので、よっぽどの用事がなければ顔も合わせないほど、接せつ点てんがないはずなのだが。

「……俺、おまえに会ったことあったっけ？」

　大兎がそう聞くと、それに月光は薄うすい、笑えみを浮うかべ、

「そうか。おまえが鉄大兎か……はっ。あの鉄大兎が、平凡ね。ずいぶんと笑わせる」

　なんてことを突然言ってくる。

　それに大兎は、

「[image: ][image: ]？」

　と言った。それから顔をしかめ、

「なんだよそりゃ。初対面の奴に、そんな口きかれる筋すじ合あいはねーんだけど？」

　するとその瞬しゆん間かん！　周囲の女子たちが、

「ちょ、ちょっと鉄君！　月光様になんて口のきき方するのよ！」

　なんて急に騒いできて、それに大兎はちょっとだけ、弱気になる。うう、向こうは女の子が味方なのが、卑ひ怯きようだよなぁとか、思う。

　遥ちょっと援えん護ごして～とか、思う。

　まあ、それはいいけれど。

　その、騒ぐ女の子たちを無視して、大兎は言った。

「おまえいったいなんなの？　俺のほうはおまえのことなんか知らねーんだけど」

　するとそれに、月光はやはり笑みを浮かべたまま、

「俺もおまえなど知らない」

「じゃあなんで名前呼よんだんだよ」

「だが、あっちの、クロガネタイトは知っている」

　なんて、まるで意味不明の言葉に、

「はぁあああ？　おまえ、まじでなに言ってるのかわかんないんですけど？」

　そう聞くと、それに月光は、まるでこちらを馬ば鹿かにするかのように、肩かたをすくめた。

「別におまえはわからなくていい。そういう筋すじ書がきなら、それを追うだけだ。どちらにせよ……」

　と、やはりわけのわからないことを言ってから、急に彼は言葉を止める。それから踵きびすを返し、そのまま教室を出ていこうと、

「いやちょっと待てって！　なんなんだよ？　なにその思わせ振ぶりな態たい度ど？　おまえ、いったい……」

　が、月光はその大兎の言葉を完全に無む視しして、教室を出ていく。続いてそれに、女の子たちがわーきゃー言いながらついていって。

「無視かよ！」

　大兎は怒ど鳴なった。

　もちろんその声は、教室を出ていってしまった月光には届とどかないが。

　おまけにその声で、こちらを振り返ってくれる女子もいなかったが。

「…………」

　そしてそれにもう、なんか、ただの平凡君と天才君では役者が違うんだぞ、おまえはしょせんあの紅月光と比くらべたら脇わき役やくなんだぞというのを、まざまざと見せ付けられたような形になってしまい。

　教室中の男子と、月光についていかなかった女子が、気の毒そうな顔でこちらを見つめてくる。その視線が、ちょっと痛いたい。

　でも、このまま何ごともなく教室を出たら、それはそれでちょっと、恥はずかしいような、ダサいような、そんな雰ふん囲い気きで。

「…………」

　と、その、気まずい雰囲気を切り裂さくように、教室の隅すみでゲームの話をしていた気のいいメガネの斉さい籐とう君と田中君が突然言った。

「いや、鉄君、君のいまの気持ち、けっこうわかるよ」

「僕もわかる」

　それに大兎はその二人を見て、

「……うあ～、おまえら、実はすげぇいい奴らだな」

　と言った。

　すると斉籐君と田中君はあははと嬉うれしそうに笑い、

「まあま、気を取りなおして、こっちでゲームやろうよ？　実は新しいの買ったんだ」

　と、携けい帯たいゲーム機と、ソフトを見せてくる。

　その会話をきっかけに、教室中から注がれていた気の毒そうな視線が、消える。それに大兎はほっと安あん堵どの息をつきながら、

「おーそれ、最近出たばっかのやつだよね？」

　と言った。すると斉籐がうなずく。

「そうそう。あ、鉄君、わりとゲームやるほう？」

「結けつ構こうやるなぁ。おまけにそれ、やってみたかったやつ」

　それに今度は田中が、

「おお、じゃあ一いつ緒しよにやろうよ。これ四人プレイできるから、人数が多いほうが楽しい」

　と誘さそってくれて。

　それに大兎は、ゲームに参加して、今日は遥の部活のミーティングが終わるのを待とうかなぁ、とかも、考えたが。

　しかし。

「…………」

　しかしそこでまた、あくびが出た。そして強きよう烈れつな眠ねむ気けが頭の中に広がって、まるで寝ねろ、寝ろ、寝ろといわれているようで。

　それに。その、強烈な眠気を噛かみ殺すようにしてから、大兎は言った。

「あ～、超ちようやりたいんだけど、ごめん。俺昨日夜よ更ふかししすぎてさぁ、眠くて死にそうなんだ。だから帰る」

「そう？」

「ああ。悪わりぃな。でも明日絶ぜつ対たい、ゲーム機持ってくるよ。そしたら対戦しようぜ？」

「おお～、じゃあ明日な、鉄」

　と、呼び捨すてにされて、大兎はそれに、にやりと笑った。

「おう。んじゃな田中、斉籐」

　言って、手を振る。それから鞄をかつぐ。

　すると田中と斉籐は再ふたたび、手もとのゲームをぽちぽちいじりながら、会話を始める。

　大兎はそれを確かく認にんしてから、教室を出る。廊ろう下かにももう、生徒の数は少ない。すでに四時近いのだ。ほとんどの生徒は帰ったか、もしくは部活を頑がん張ばっているか。

　大兎はその、部活にも入っていないので、放課後のこの時間はまるで、仲間外れにされているような、そんな気分になる。

　別に勉強をがんばろうとか、いい大学にいこうとか、スポーツを頑張ろうとか、いつかこんな職しよく業ぎようにつきたいとか、そんなことを、いまはまだ、一つも考えていないから。

　ただ、ずっと頑張っていた空手ができなくってしまい、呆ぼう然ぜんとして、立ち止まったまま。

　なにもしないまま。

　それに。

　そんな自分に、

「……ほんとに脇わき役やくだなぁ……」

　と、彼は呟いた。

　平々凡々、ぼんやりぼけぼけ、なにも頑張っていない、脇役な人生。

　それにここのところちょっと、うんざりしていた。

「おまけにこんなに毎日眠いなんて、俺はナマケモノですか？」

　そんなことを言って、彼は笑う。

　しかし本当にさっきから異い常じようなまでに眠くて、ちょっとふらふらとしてしまって、これはちょっと、やばいかなぁとか、思う。

　なんでこんなに眠いのかはまるでわからないが、こりゃちょっと、帰り道気を張って帰らないと、遥が心配してたとおり、危あぶないかもしれない。

「う～、眠い」

　と、もう、半はん閉とじになりかけている目を必死にこらしながら、彼は学校を出た。

　学校から家までは、それこそ歩いて十五分ぐらいしかかからないはずだった。その、帰りの道を頭の中に思い浮かべる。歩道を進んで、商店街を抜ぬけて、住じゆう宅たく街がいの中にある、自分の家までの道のり。そこを抜けて、いまから帰る。帰ったら、そのままベッドに飛び込もうと、彼は思う。

　そして寝るのだ。泥どろ沼ぬまの中に落ちていくように寝るのだ。まるでナマケモノのように寝るのだ。なんの目標も、夢ゆめも、希望もない、脇役として寝る。

　で、目が覚めたらきっと、また、なんの目標もない、平々凡々な高校生活が始まるのだろう。

　遥が側そばにいて、笑っていてくれてるからまだちょっとは彩いろどりがあるけれど、でも、あいつに釣つり合うほど、自分に魅み力りよくがあるとも思えない。

　こんな、前に進むのをやめて、やる気のない、平凡な人生を進んでる自分には。




　と──




　そのときまで、彼はそう思っていた。

　そのときまで、鉄大兎はそう思っていた。

　明日も目を覚ませば、今日と同じ一日が始まり、ウザい授業を受けて、特別な、なにかを頑張ってる奴を遠くから見ては、ちょっとだけ嫉しつ妬とするような、ダサい毎日。

　そんな日々が、これからも続くと、彼は思っていた。




　だが、そうはならなかった。

　どういうわけか、そうはならなかった。




　それはやはり学校からの帰り道。

　商店街に入るための交こう叉さ点てんで、彼は信号待ちをしていた。

　その信号が、変わる。

　赤から、青になる。

　それに最初、大兎は気付かなかった。ほんとうにさっきからとても眠くて、いまいち周囲に意い識しきがくばれていなかった。横にいた女の子が歩きだしたのでやっと、ああ、青になったのねと、気付く。そして大兎も歩き始めようとする。

　するとそこで、隣となりの、少し前を歩いている小こ柄がらな女の子に、見覚えがあることに気づいた。

　おそらく身長は百四十センチ台だろう。その低い身長には釣つり合わない長い髪かみをポニーテールにし、たれ目の、おっとりとした顔だち。

　安あん藤どう美み雷らい。

　それが彼女の名前のはずだった。隣のクラスで、一番かわいいと男子たちに噂うわさされている女の子だ。まあ、だからといって話したことはないのだが。

　だがその、知っている女の子が、目の前を歩いている。

　続いてその横から。

　彼女の横から、すごい勢いきおいでトラックが迫せまってきているのが、大兎の目に入る。

　それに大兎の中にあった、眠気が吹ふっ飛ぶ。意味不明に頭の中にかかっていた靄もやが、吹っ飛ぶ。そして彼の目は、トラックを見る。トラックの運転席を見る。するとその運転手が、寝ているのが、わかる。

「……おい、冗じよう談だんだろ……」

　と呟くが、しかしそれは、冗談じゃなかった。

　美雷はその、トラックに気づいていない。まるでなにも気にしてないように、軽い足どりで歩いていく。

　それを見て。

　大兎はそれを見て、

「おい！」

　と叫んだ。

　だが、美雷は振り返らない。

「ちょっと！」

　と叫んだ。

　だが美雷は振り返らない。

　それに。

「ああああああ嘘だろ、くそが」

　大兎は、走りだした。全力で走りだした。すると腿ももが痛む。一度腱けんを切ってしまい、もう、空手はできませんねと言われた腿の裏うら側がわが痛むが、しかしそれを無視して、大兎は全力で走った。

　一歩。二歩。三歩で、美雷に追い付く。

　彼女の背せ中なかに手をかけ、

「危あぶない！」

　と叫ぶ。

「へ？」

　と、彼女は驚おどろいた顔でこちらを向くが、説明している暇ひまはない。だから、

「ごめん！」

　と叫んで、大兎は彼女の背中を突つきとばす。

「うわ!?」

　と言って、美雷は大兎に思いっきり突きとばされて、前へと転がるが、それでぎりぎり、間に合った。美雷はそのままトラックがぶつかるであろう場所から外れ、横おう断だん歩道の向こう側へと倒たおれる。

　それに大兎はほっと安あん堵どの息をつき、それから、トラックのほうを見る。すると。

「…………」

　するとその、トラックは、もう、大兎のすぐ、目の前にきていて。

「うわやば……」

　彼が言えたのは、そこまでだった。

　続いて、信じられないほどの衝しよう撃げきが全身に走る。

　一いつ瞬しゆん、なにが起こったのかがまるでわからないまま、自分の体が宙ちゆうを舞まうのを感じる。

　まあ、なにが起こったのかわからないはずはないのだが。だっていま、ここで起きるであろう現げん象しようは、一つしかないのだ。

　巨きよ大だいなトラックに轢ひかれて、そのまま何メートルも吹っ飛ばされて、死ぬ自分。

　それに。

「…………」

　まじかよ、と、心のどこかで思う。

　うわ～まじなのこれ？　と、心のどこかで思う。

　俺の人生、こんなところで終わり？　嘘うそだろ？　ほんと俺、なんもやってないよ？　頑張ってたことを失って、なんにもしないまま高校生になって。それでも高校にいったら、なにか変わるかな、とか期待してたのに、そんなことは全然なくて。

　毎日が退たい屈くつ。

　なにも頑張ってないから、毎日が退屈。

　たまに冗談で、あ～もう、こんなんなら死んだほうがいいかなぁとか。こんな負け犬で、脇わき役やくな人生なら、終わっちゃったほうがいいかなぁなんて、馬ば鹿かみたいに薄～く考えたこともあったけど、まさかほんとに、こんなに突然終わるだなんて、思ってなかった。

　それに、ちょっと、嫌いやだなぁと思う。どれだけ退屈でも、死ぬのは嫌だなぁと思う。

　だってまだ、楽しいことがあるかもしれないし。

　両親にだってまだ、お別れとか言ってないし。

　明日は田中と斉籐と、ゲームやる約束もしてるし。

　それになにより。

「…………」

　なにより。

　遥の笑顔も、もう一回ぐらいは見たいなぁって、そう思う。

　ああ、こんなことになるなら、今日、あいつと一いつ緒しよに帰ってやればよかったなぁって。

「…………」

　そう、思った瞬間。

　一度体が地面に落ちて、バキンという、背せ骨ぼねが折れたような最悪の音が響ひびく。続いて足あしが折れた感かん触しよくがする。腕うでの骨が飛びだして、もう、大変なことになる。

　でも、痛みはない。あまりに突然の出来事すぎて、なにも感じない。

　ただ、なにもかもがスローに見えて。そういや死ぬ瞬間って、いろんなことがスローに見えるってどっかに書いてあったなぁとか、そんなことを思いながら、大兎は、見ていた。

「…………」

　自分の体が、遠くへと吹っ飛んでいき、ぼろぼろになって、地面に落ちる光景を──

　大兎は。

　トラックのすぐそばの、美雷の足あし下もとに転がった大兎の生首は、見つめていて。

　それに。

「………………」

　って、あれ？

　と、彼は思う。

　これ、ちょっとおかしくない？

　と、大兎は思う。

「……な、なんで俺の体が、あんな遠くにあんの？」

　そう、彼は呟つぶやく。そしてよく、自分の体のほうを、見る。するとその体には、首がついてない。

　もげたのだ、首が。

　トラックにぶつかられた衝撃で、首が、体から千ち切ぎれて、離はなれたのだ。

　その、首なしの自分の体のぼろぼろっぷりは、もう、どう考えてもこれ以上は死ねないでしょっていうくらいの見事な死にっぷりで。

　即そく死し間ま違ちがいなし。

　瞬殺間違いなし。

　首がもげた瞬間に、意い識しきが消えて、天国へふわーっと飛んでいっていてもおかしくないような状じよう況きようなのだが。

「…………」

　大兎は、目を、動かした。すると景け色しきが動く。自分の死体が倒れている周囲の光景を、ちゃんと目を動かして、見ることができる。

　それに。

　それに、ええええええええなにこれなにこれ？　と、大兎が叫さけぼうとした、横から。

「うお～すげぇ～！　なにそれなにそれ？　なんで生きてんの？」

　大兎がいま助けたはずの美雷が、どういうわけか目をきらきらさせてこちらを見下ろしてきていた。

　それに大兎は目線を上げ、

「はぁ？　いや、すげぇとかそういう問題じゃないだろ、これ」

「いやいや、ほんとすごいって！　こんな奴やつ初めて見た！　おまえ、生首人間か？」

「生首人間っておまえいったいなに馬ば鹿かなこと言って……ってか、ほんと俺、なんなんだ？　なんで俺、生きて……」

　そう、言いかけたところで突然。

「ぎゃぁああああああああああああ」

　大兎は、叫んだ。急に首と背中と足と腕に、信じられないほど強きよう烈れつな痛みが走って。

「体痛いてぇええええええええええええ!?」

　と叫ぶと、さらに美雷がわくわくした顔で、

「おおおおおお！　首もげてんのに、体痛いの？　痛いの？　どういう仕組み？」

「だからなんでおまえは全然驚いてねぇええんだあああああああああ不ふ思し議ぎちゃんか？　おまえは不思議ちゃんか!?　なんて話はどうでもいいけど、もう、なんなんだよこれ！　いったい、いったい俺になにが起きてんだよ！」

　と、大兎は叫んだ。

　その、叫んだと同時に、大兎の、首のない体が、怒おこったように拳こぶしを上げて、地面をどんっとたたく。まるで自分の思考に反はん応のうするように、地面をどんっとたたく。それを見て。

「…………お？」

　それを見て、大兎は、ますますわけがわからなくなった。

　え？　え？　いま、あっちの首のない俺の体、動かなかったか？　はぁ、なにそれ？　なにそれ？

　まさか。

「まさか……」

　と、呟いてから、大兎は頭の中で、ちょっとだけ、馬鹿なことを考えてみる。

　もう、千切れて離はなれてしまっている体を起こしてみようかな、なんて、考えてみると。

「…………」

　目の前で、体が反応した。ひょこっと首のない体が起きあがる。しかし背骨が折れているせいか、だらんっと妙みような場所で背中が折れ曲がってしまって、ひどく気味の悪いポーズになるが、それにまた、バキン！　という妙な音がして、背骨が元に、戻る。さらに折れた足と、腕も、バキンバキンと音が鳴り、千切れた首以外は、はい元どおり～。

「って化ばけ物ものかよ俺は！」

　という大兎の言葉に、やっといまの状況の異お常かしさに気づいてくれたのか、美雷が驚きよう愕がくの表情で、

「お、お、おまえ、変形ロボなのか？」

「いやだからなんでそういう反応なんだよ！」

　と、大兎が怒ど鳴なったところで。

「きゃぁああああああああああああ!?」

　そんな悲鳴が上がった。

　その悲鳴のほうを、見る。

　ネギが入ったスーパーの袋ふくろを抱かかえた主しゆ婦ふが、首がないのに動いている大兎の体を見て、

「ば、ば、化け物ぉおおおおおおおお!?」

　続いて罪つみのない高校生を轢ひいてしまったトラックの運転手が、慌あわてて出てこようとして、しかし、首がないのに動いている大兎の体を見て、

「な、なんだよあれ」

　運転席に戻もどる。アクセルを吹ふかす。そしてそのまま逃にげる。

「いや、轢き逃げはまずいだろ」

　という大兎の突っこみを無む視しして、トラックは去っていく。

　そして残ったのは、いまの、凄せい惨さんな光景を目もく撃げきした周囲の人たちで。

　その周囲の人たちもこちらを見つめると、

「……ば、化け物だ……警けい察さつ呼よべ、警察！」

「いやいやいや、ちょっと待てって。轢かれたの俺だぞ？　警察呼ぶにしても、追うのはトラックのほう……」

「あ、もしもし警察ですか？　い、いま、大変なことが起きてるんです！　化け物が……首なしの化け物が……」

「ちょっと待ってぇええええええええええええええ!?」

　と大兎は叫ぶが、誰も待ってくれない。

　恐きよう怖ふに怯おびえた顔で、こちらを見つめてくる人の数が、少しずつ、少しずつ増ふえてきて。

　やばい、と、大兎は思った。

　これはやばいと、彼は思った。

　だってこれ、あきらかにまずいだろ？

『首なしで動く化け物、警察に捕つかまる！』

　という見出しの新聞が明日の朝刊に並ならび、そしてあさってには、

『軍の研究施し設せつで、どういう仕組みなのか研究中』

　とかなんとかそんなことになるのはちょっとまずい。かなりまずい。だから、

「う、動け俺の体」

　と、彼は言った。すると彼が想像したとおりに、体は跳はね起きる。それからこちらを向く。走りだす。その、首なしのまま走りだした体を見て、

「きゃあああああああああああああ」

「化け物おおおおおおおおおおおおおお」

　という悲鳴が響くが、もう、気にしてられない。そのまま首なしの体は、大兎の首を左手で拾う。

　それに美雷が、

「お～、すげぇ！　で、どこいくの？」

「…………」

　しかし大兎はそれに答えずに、走った。横断歩道を越え、向こう側に渡り、商店街に入りかけてまた悲鳴があがりそうだったので、

「やばいやばいやばい」

　と言って、Ｕターン。それから、少しでも傍はたから見た格かつ好こうが化け物に見えないように、自分の首を両手で元の位置に戻して、支ささえながら走──

「…………」

　が、そこで。

　ぎゅっという、妙みような音がした。

　首から、ぎゅぎゅっという、妙な音がした。

　そして、首が。

「…………」

　首が、体にくっついた。

　それですべてが元どおり。

　あれだけ派は手でにトラックに轢かれたのに、いまはもう、どこも痛いたくない。服はぼろぼろだが、体中、傷きず一つない。いやそれどころか。

「…………」

　それどころかいま、思いっきり、全力で走っているのに。

　昔みたいに全力で走っているのに。

　腿の裏うら側がわの腱けんを一度切って、もう、元の動きはできませんねと言われたはずの右脚も、まるで痛くない。

　その、異い常じような出来事の連発に、

「……なんなんだよ」

　と、大兎は言った。

「……いったい、俺の体になにが起きてんだ？」

　そう言いながら、しかし、彼は足を止めなかった。事じ故この現場から、なるべく離れるように、離れるように、走る。

　それも向かう先は、家とは反対方向だ。

　こんな。こんなことになったまま、家に帰ることはできない。こんな化け物の体になったまま、家には。

「…………」

　路地を曲がり、今度こそ商店街を抜ける。もう、誰も大兎を見て、化け物だと叫んだりはしない。当然だろう。彼はいま、どこも怪け我がをしたり、骨ほねが折れてたり、首がもげてたりしていないのだ。

　ただ服がぼろぼろなので、あの子誰かにいじめられてるのかしら？　的な、そんな憐あわれむような顔で見てくる人はいたが、でも、それはどうでもいい。いま、この瞬間に自分が化け物に見えていないのなら、どうでもいい。それよりも問題は、この体だ。さっき起きた、事じ件けんだ。いったい、なにが起きている？　俺の体に、なにが起きてる？

　なんて、そんなことを自分で自分に問いかけながら彼は走る。ビルとビルの間の路地を抜け、住じゆう宅たく街がいへと入り、そこも抜けて、あまり人通りのない、緑道へと入る。

　見上げるとすでに空は暗かった。時じ刻こくはもう、五時を過すぎているだろう。順番に、街灯が点つき始めている。しかしこの緑道は外灯が点いても、少し暗い。

『あそこなんか、二人組の痴ち漢かんが出るらしいから、夜歩けないんだよねぇ』

　と、ちょっと前に遥が言っていた。だから本当にここには、あまり人がいない。

　その緑道を走りながら、大兎はいま起きた出来事を考える。いま、自分の身に起きた出来事を、考えてみる。

「…………」

　そして、いま、自分の体に起きたことに、まったく心当たりがないわけじゃ、ないんだよなぁ、と、そんなふうに、思う。

　そう。

　本当にまるで、なにもかもがわからないわけでは、なかった。

　なぜなら、響いているからだ。

　さっき、首が体からもげて、死ぬような思いをしてからずっと、頭の奥おく深ふかく。

　心の奥深くから、かすかな、うっかりすると聴ききとれないほどかすかな声が、響いてきているからだ。それがなんなのかはわからない。どうしてそんな声が響いているのかはわからない。だが、その声がひどく、重要なものだということだけは、わかる。

　だから大兎はその声に、耳をかたむけた。

　心をかたむけた。

　するとその声が囁ささやいてくる。

　するとその声が囁いてくる。

　甘あまい声。優やさしい声。

　嬉うれしそうな声。愛いとしい声。

　それが聞こえる。

　それが聞こえる。

　そしてその声が言った。

　耳もとで囁くように、小さく。




『大好きだよ、大兎』




　それに大兎は目を、大きく見開いた。








　　第二章　９００秒の放課後




　それは夢ゆめの中の、あの少女の声だった。

　寝ねろ、寝ろ、寝ろ、と、夢の中へといざなう、あの少女の声だった。

　寝ろ、寝ろ、寝ろ、そして私に逢あって、逢って、逢って。

　お願いだから。

　お願いだから、私を忘わすれないで──と、夢の中へといざなう、あの少女の声だった。

　その声が、言ってくる。嬉しそうな、泣きそうな、だけどちょっとだけ強気な、あの少女の声が、大たい兎との心に囁いてくる。




『ああ、やっと死んでくれた……やっと死んでくれたね……この日をずっとずっと、待ってたのよ、大兎……でもこれでついに……あなたに仕し掛かけた《毒まじゆつ》が発動する。やっと私に力が戻る……やっと……やっと私、あなたに逢える……さあ……』




　夢の中の、少女の声が、大兎の頭の中をぐるぐる回る。ぐるぐる、ぐるぐる、ぐるぐる回り、心の奥に、突つき刺ささる。

　そして少女が言う。




『さあ、早く、私を助けにきなさい……クロガネタイト』




　その、声に。

「…………」

　その声に、大兎は、全力で走っていた足を緩ゆるめた。一歩、二歩、三歩と、足の動きを緩めていき、やがて、その動きを止める。暗い、緑道の中で。彼は足を止め、それから、ここまで全力で走ったせいで乱みだれてしまった息を、整える。息を吸すって、吐はく。

　そして。

「……なんなんだよ。あの夢……あの恥はずかしい、馬ば鹿かげた夢……まさか現げん実じつなのか？」

　そう、彼が呟つぶやいたところで突とつ然ぜん、物音がした。

　がさがさと、木々を揺ゆらす音。

「ん？」

　と、大兎はそちらを見る。するとそこに、妙みような格かつ好こうをした二人組がいた。背せがひょろ高い白人の男と、ちんちくりんマッチョなスペイン系けいの男。そんな二人が、いまどき、アニメのコスプレでも着ないような魔ま術じゆつ師し然ぜんとした紫むらさきのローブを着き込こんでいる。

　そしてその、もう変へん質しつ者しや丸だしな二人組を見て、大兎は再ふたたび遥はるかの言葉を思いだした。

『あそこなんか、二人組の痴漢が出るらしいから、夜怖こわくて歩けないんだよねぇ』

　彼女はそんなことを言っていたが、しかしその、二人の目つきを見て、その二人がただの痴漢じゃないことが、大兎にはすぐにわかった。鋭するどい、もう、あきらかにただ者ではない眼がん光こうでこちらをにらみつけてくる二人組を見て、彼はうんざりした声こわ音ねで言う。

「……ったく、次から次へと、今日はいったいなんなんだよ。喋しやべったことないはずの月光がにらんできたり、首がもげても死ななかったり、会ったことないはずの女の子が頭の中で好きって言ってきたり……で、あげくに外人の痴漢が、映えい画がに出てくる殺し屋よろしくな怖こわい目付きでにらんできてさぁ……なにこれ？　今日は厄やく日びか？」

　と、大兎は言いながら、しかし、全身を緊きん張ちようさせる。逃にげる準じゆん備びをする。その、外人二人が、あきらかに敵てき意いを持ってこちらをにらんできているのがわかったから。

　おまけにたぶん、こいつら相当強い。

　大兎は空手をやっていた経けい験けんから、それがすぐにわかった。体の、どの部分が発達しているかで、そいつが格かく闘とう技ぎをやっているのか、やっていないのかが、だいたいわかる。

　そしてこの、いま目の前にいる外人二人の体は、あきらかになんらかの格闘技をやっている体だった。

　それも、かなりの手て練だれだと、思う。

　殺し屋よろしくな目をした、外国からきた、痴漢。

　それを見て。

「超ちようやべぇ」

　と、大兎はうめくように言った。

　だって、外国の方って、そっち系多いって聞くじゃん？

　ヘイプリティボーイ、アイラ～ブユ～[image: はーと]　とか言って襲おそってこられたら、もうやばいどころの騒さわぎじゃ……

　とそこで白人が、

「おい、おまえがクロガネタイトか？」

「って日本語かよ！」

「ＷＨＡＴ？」

「いや、なんでもないです……」

　と、言いながら、大兎は徐じよ々じよに、身を、低く下げる。逃げる準備をする。

　この、わけのわからない状じよう況きようから、逃げる準備をする。

　こっちが知らない奴がこっちの名前を知っていて、おまけに自分の体は妙みようなことになっていて、さらには頭の中では見知らぬ女の子の声が響ひびいていて。

　もう、やばすぎだった。

　あまりにも自分がおかれている状況を、自分で把は握あくしてなさすぎだった。

　そういうときは、逃げるが一番。自分が主しゆ導どう権けんをにぎっていないときは、撤てつ退たいもまた勇気。

　それが、大兎に初めて空手のおもしろさを教えてくれた、小学校時代の体育の先生兼けん担たん任にんだった、一いちの瀬せ先生の教えだった。

　先生は言った。

『おい大兎。自分が主導権をにぎっていないのなら、戦うな。勝てない戦いくさは絶ぜつ対たいにするなよ？　無む謀ぼうと勇気をはきちがえるな』

　そしてその、重要な教えをくれた数週間後に、先生は大兎と同じクラスだったまだ八歳さいの佐さ久く間ま美み貴きちゃんと、結けつ婚こんする！　俺たちはほんとに愛しあってるんだ！　などとわけのわからないことを叫び、あきらかに勝てない裁さい判ばんに挑いどんで、見事に散った。

　それ以来、先生が身をもって教えてくれた重みのある教きよう訓くんを、大兎はずっと守り続けている。

　勝ち目のない戦いくさはしない。

　状況が見えていない場所では、戦わない。

　だから、逃げる。

「…………」

　身を、さらに低くして、足にバネをためる。足を怪け我がしてからあまり体を動かしてこなかったから、ちゃんと前みたいに動くだろうかという不安はよぎるが、でも、仕方がない。ヘイプリティボーイ[image: はーと]　なんて言われたら、もう、全力で逃げるしかない。

　だから大兎は全身の力を足へと集めながら、

「んで、おたくらいったい、何者なの？　いったい俺おれになんの用で、おまけに俺にいま、なにが起きてんの？」

　と、聞いた。それに外人二人組の表情が少しだけ緩む。会話が成立するんだということがわかったのか、うちとけた表情になり、さらに体に張はりめぐらせていた緊張を緩めて、こちらに近付いてこようとする。

　それを見はからって、

「ば～か」

　大兎は呟き、踵きびすを返す。そのまま再び、全力で走り始める。

「あ、こら待て！」

「お、追え！　逃がすな！　捕つかまえて、殺せ！」

　と、背はい後ごで外人が叫んで。

　その、言葉に、大兎は走りながら目を、大きく見開く。

「……こ、殺せ？」

　と、振り返る。

　するとすごい形ぎよう相そうでローブを着込んだ二人の男が、こちらに向かって走ってきていて。

　それに。その、普ふ通つうの高校生の生活には、冗じよう談だんでしか出てこない言葉──『殺せ！』なんていうあまりに物ぶつ騒そうすぎる言葉に、大兎はがくがく震ふるえそうになる。

「じょ、冗談だろ？」

　が、冗談じゃなかった。

　外人二人組が、懐ふところからなにかを取り出す。なにやら、ぎらぎらと光る、棒ぼうみたいなものを取り出す。すぐにそれが、ナイフだということがわかる。そして白人が言った。

　今度は英語で、

「奴キをル殺ヒせム！　奴キをル殺ヒせム！」

　それにもう、大兎は泣きそうな顔になり、

「え？　なに？　キルビル？　映えい画がの？」

「キルヒム！」

「とか、馬ば鹿かなこと言ってる場合じゃねぇぇえええええ。これ、どうすんの？　どうすんのこれ？　やばい、まじやばい、まじ殺される。誰だれか、誰か助けて！　お巡まわりさぁあああああああああああ……」

　が、そこで。

　そう、叫びかけたところで、自分の体の中で、さらにまずいことが起こったのを、彼は感じた。ってか、さっきから立て続けにわけのわからないことが起こり続けていて、ここからさらにまずいことが起こるってどうよ？　どうなのよ!?　と突っこみたくなるが、さらにそれは、起きようとしていた。

　この、もう、やばいくらい切せつ羽ぱ詰つまった状況で。

「…………」

　どういうわけか、尋じん常じようじゃなく眠ねむくなってきてしまったのだ。

　それはもう、こんな必死に走ってるのに目が開けてられなくなりそうなほど。目が、自分の意志とは関係なく閉とじていき、しかしそれを無む理り矢や理りこじあけながら、

「うぁあああああああだめだって！　やばいって！　いま眠るのはやばい！　いまここで寝ねるのはやばい！　ってかなんで眠いの？　俺なんで眠いの？　もう、さっきからどうなってんのこれ？」

　と叫ぶが、まぶたは、どんどん落ちていく。両手でまぶたを必死に持ちあげているのに、もう、全然眠気に逆さからえない。膝ひざが、がくがくと落ちる。この、走っている状じよう態たいのまま、眠りに落ちてしまって、倒たおれそうになる。

　すると背はい後ごでは、

「追い付くぞ！　殺せ！」

　なんて声が上がる。

　それに大兎は、

「死にたくねぇえええええええええええ」

　必死に眠気をこらえながら、もう一度走ろうとする。

　だが、その頑がん張ばりも。

　彼の頑張りも、そう長くは続かなかった。

　ついさっきまで。

　今け朝さ起きて、遥と別れるあたりまでは、本当に平へい凡ぼんな人生だったはずなのに。

　誰かの人生の脇わき役やくで、目立たない、なにを頑張っていいかもわからない、平々凡々な人生だったはずなのに。

　なのにいま、人生は、その方向を百八十度変えようとしている。

　あの子の声とともに。

　あの、ずいぶんと昔に大切な約束を交かわした、彼女の声とともに。




『大だい丈じよう夫ぶ。大丈夫よ大兎。だから眠って。そうしたら全部、うまくいくから。さあ、いつものように。昔のように。あなたは私に身をまかせて、もう眠りなさい』




　その声で。

　彼女のその声で、大兎の意い識しきは、ぷつんと切れた。

　意識を失えば、後ろから恐怖の外人部隊が襲ってきて殺されてしまうかもしれないのに、大兎はあっさり、意識を失った。

　膝ががくんと落ちる。体が勝手に走るのをやめて、そのまま地面に倒れる。

　そしてあの景け色しきが流れ始める。

　あの、いつも見る夢ゆめが流れる。

　何度も何度も、繰くり返し見た夢が流れる。




　それは遠い昔の記き憶おくだった。

　それは遠い遠い、昔の記憶だった。




　そう。

　たぶんそれは、僕がまだ、六、七歳のころの記憶だと思う。

　とある、一人の少女と出会ったときの記憶。

　いつの間にかよく、一いつ緒しよに遊ぶようになっていた少女と出会ったときの記憶。




　あのとき確たしか、引っ越こしが多かった僕は小学一年で三回も転校して、その、三回目の学校でなぜかちょっとうまくやれなくて、くだらないイジメにあってしまっていたころだった。

　でも最初は平気だった。ちょっとくらいイジメられても、落ちこんだりはしなかった。

　ああ～まあ、学校を転々としてりゃ、そんなこともまあ、あるよなぁとか思っていた。それにそのうちこの学校にも慣なれて、前にいた学校のときみたいに友達がいっぱいできて、楽しくなるだろとか簡かん単たんに考えていた。

　でも、なかなかそう、うまくもいかなくて。

　イジメが思ってたよりもずっとずっと長く、続いてしまって。

　誰も話してくれない。

　机つくえに犬の糞ふんがおいてある。

　上うわ履ばきがない。

　そんなことの積み重ねで少しずつ、少しずつ、辛つらくなってきてしまった。

　朝、元気なフリして両親に手を振ふって、笑え顔がおのまま学校にいこうとするけれど、でも本当は辛くて、苦しくて、それはもう、軽く死にたくなるほどの絶ぜつ望ぼうにまで膨ふくれあがってしまっていて、でもそんなことは恥はずかしくて誰にも相談できないから仕方なく学校にいくけれど、黒板に死ねとか、靴くつ箱ばこに消えろとか、別におまえとはしゃべったことねーのに僕のなにを知ってんだよって奴やつが意味不明な僕の悪口を言って笑ってたり、おまけにそれを見た先生が鉄くろがね君くん大丈夫？　なんて憐あわれんだ顔で言ってくるから大丈夫ですみんなで冗談言いあってるだけですよあははとか答えるけどそんなの何度も続いてたらすごく苦しくて、で、結局お腹なかが痛いたいと言って学校を早そう退たいしてしまい、でも家に帰るわけにもいかないから公園で独ひとり、時間を潰つぶす……

　そんな毎日。

「…………」

　人気のない、子こ供どものいない時間の公園で、毎日、毎日、何時間もぼーっとし続ける。

　ブランコを漕こぎながら、ぼーっと。ぼへーっと。公園のトイレの横にある時計の針はりが進んで、家に帰っていい時間になるのを待ち続ける。子供が一人で街を歩き回っていても許ゆるされる時間になるのを、待ち続ける。

　その間に、泣くこともある。あまりに自分がみじめ過すぎて、あまりに人生が不毛過ぎて、ちょっとだけ泣くこともある。

　でも、なるべく涙なみだは流さないようにしていた。もし泣いてるところを大人に見つかって、声をかけられたら、すべてがバレてしまうから。僕がくそダサいことにイジメられていて、学校でうまくやれてなくて、それが親にバレたり先生にバレたりしたらすごく恥ずかしいって、いま思えばそんなのはたいしたことじゃないはずなのに、当時はすごく恥ずかしいことだとそう思っていたから。

　だから、なるべく涙は流さなかった。大人たちにバレないように、涙を流さないまま、泣いていた。

　でも。

「…………」

　でも、その日は違ちがった。

　その日、公園で泣いているのは、僕ぼくじゃなかった。

　学校を早退して、でも家に帰れずに、人目につかないように裏うら道みちを通って公園へと向かうと、いつも僕が使っているブランコに、先客がいた。僕がいつも使っているブランコに、一人の少女が座すわっていた。

　それも僕と同じような年恰かつ好こうの少女。同い年ぐらいの少女。僕と同じで、この時間に、こんな公園にはいちゃいけないはずの歳としの、少女。

　その少女が独り、ブランコに座って泣いていた。

　一いつ瞬しゆんその少女に、僕は声をかけるかどうしようか、迷まよう。

　この二か月くらい、同じぐらいの年ねん齢れいの友達と会話を交かわしていなかったから、声をかけていいかどうか──嫌きらわれ者の僕なんかが声をかけていいかどうか、迷う。

　でも僕は意を決して、言った。

「……大だい丈じよう夫ぶ？」

　と、僕は声をかけた。

　すると彼女はびくんっと震ふるえ、それから驚おどろいたようにこちらを見て、

「……私が見えるの？」

「え？」

「ううん。なんでもない」

「……あの、ほんとに大丈夫？　なにか悲しいことがあったの？」

　すると彼女はこちらを見て、

「なんでそう思うの？」

　と言った。それに僕は答える。

「なんでって、泣いてたから」

「泣いてた？　誰が？」

「君が」

　僕が言うと、彼女はまた、驚いたような表情になって、自分の頬ほおに触ふれた。それから涙の滴しずくを一つすくい、それを見て、

「……ほんとだ」

　と言った。

「気づいてなかったの？」

「うん」

「変なの」

　そう、僕が言うと、彼女は少しだけ笑って、それから頬ほおを膨ふくらます。

「変じゃないもん」

　と、こちらをにらむように見つめてくる。

　それに僕は慌あわてて、

「怒おこった？」

　と聞いた。

　すると彼女は首を振ふる。

「ううん。声かけてくれて、嬉うれしかった。ずっと独ひとりぼっちだったから……」

　そう言って、寂さびしそうに笑う。

　その、笑顔に、僕は見とれてしまった。彼女のその、悲しそうな微ほほ笑えみが、あまりに綺き麗れいで、僕は見とれてしまった。

　そして言った。

　彼女の顔を見つめながら、僕は言った。

「君も独りなんだ。じゃあ、僕ら仲間だね」

　するとまた、彼女は驚いたような顔になって、

「仲間？」

　と言う。

　僕がそれに、

「うん」

　とうなずく。

　すると彼女は、きょとんとした顔でこちらを見る。それからなぜか、急に泣きそうな顔になる。
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「……仲間。仲間、か……私に……嫌われ者の私に仲間がいるなんて思わなかったけど……あんたは私の仲間になってくれるの？」

　なんてことを、彼女は言ってくる。そしてその問いの意味が、彼女の言葉の意味が、そのときの僕にはわからなかった。

　だからすぐに答えた。

「もちろん。毎日一人で、すっごい退たい屈くつしてたんだ」

「ほんとに？」

「ほんとに」

「じゃあ、じゃあ私と、一緒にいてくれるの？」

「うん」

　と、僕はうなずいた。

「友達になろうよ」

　と、僕は言った。

　すると彼女は、びっくりするぐらい嬉うれしそうに、笑った。

　そしてそれからずっと、僕らは二人で過ごした。

　いつも二人だけで遊んだ。

　彼女といるときはいつもすごく幸せで、楽しかったのを覚えている。それからも学校では嫌いやなことばかり起きたけど、彼女といる時間はとても幸せだった。

　なのにまた、僕の転校が決まってしまって。

　まったくこことは別の場所にある、前の学校に戻もどることになってしまって。

　あれだけ転校したいって思ってたのに。

　あれだけ前の学校に戻りたいって思ってたのに。

　僕は泣いたんだ。

　彼女と離はなれるのは嫌だって、僕は泣いたんだ。

　なのにその、引っ越した先にも、彼女は現あらわれた。

　嬉しそうな顔をして。

　僕と同じ人間とはとても思えないほどの綺麗な、かわいらしい顔をして、

「じゃーん。きちゃいました～」

　と、僕の引っ越した先の、公園にも彼女は現れた。

　いま思えばそれは。

「…………」

　それはすごく奇き妙みようなことのはずだけど、まだ子供だった僕は、それを異お常かしいとは思わなかった。

　いや、見た目からして彼女はもう、『人』ではなかった。

　薄ラベ桃ンダー色の長い髪かみが、光の加か減げんで七色に輝かがやく。思わず触ふれたくなる、真っ白い肌はだに、吊つり気味の、悪いた戯ずらっぽい真しん紅くの瞳ひとみ。

　その姿すがたは、あまりに美しすぎる。

　その姿は、あまりに妖あやしすぎる。

　あきらかに人ではない、なにか。

　でも、そのときはその、すべてが気にならなかった。

　ただ、彼女にまた会えたのが嬉しくて。

　彼女とまた遊べるのが嬉しくて。

　二人でいると、毎日が楽しい。

　二人でいると、いつも楽しい。

　そしてある日。

　ある日彼女が、

「そろそろしよう？」

　と言ってきたのだ。

　前からしよう、しようと言われていたことを、今日こそしようって、そう言ってきて。

　僕は聞いた。

「僕の、血を吸すうの？」

　すると彼女は笑って答えた。

「吸わないわよ。あんたの血なんて」

　夕方の、人気のない公園。

　二人っきりの公園だった。

「私の毒を、あなたに入れる。あなたが決して、私から離はなれられなくなるようにね」

　それは魔ま術じゆつなのだという。

　二人が決して離れないための、大切な魔法なのだという。

《愛しあう二人が永えい遠えんに結ばれるための、魔法なのだと、彼女は言う》

　そして彼女は艶つややかな、ピンク色の唇くちびるを開く。その唇の裏側に、小さな、かわいらしい牙きばが少しだけ見える。彼女はその牙を、唇を、そっと僕の首くび筋すじに押おしあてて、

「いくよ？」

　と言った。

　それと同時。一気に毒が首筋に入ってくるのを、僕は感じた。毒が入ってくるのだ。彼女の遣つかう《毒まじゆつ》が、僕にかけられるのだ。

　そしてそのすべては、すぐに終わる。

　彼女は離れ、やはり楽しげな、嬉うれしそうな顔でこちらを見つめる。

「はい、終わり～。これであなたは私から離れられない。生きるときも、死ぬときも、ずっと一いつ緒しよ。その覚かく悟ごはできてる？」

　もちろんそんな覚悟はできてなかった。

　でも彼女はわがままだから、僕の覚悟なんて気にしない。ただ、楽しそうに笑って。悪戯っぽく笑って。そして本当の意味で二人が繋つながったことに、嬉しそうにしていた。

　そして、彼女は言う。

　僕を見つめて、彼女は言う。

「愛してるって言ってよ。そしたらそれで、《毒まじゆつ》が完成するから。それとも……それとも私のこと、嫌きらい？」

　嫌いなはずが、なかった。

　嫌いなはずがなかった。

　なのに彼女は不安そうな顔をしていて。寂さびしそうな顔をしていて。いつも強気で、わがままで、困こまってしまうくらい元気いっぱいな彼女が、その日は本当に、不安そうな顔をしていて、僕はそれを見るのが嫌いやだった。

　だから、言ったのだ。

　彼女の《毒まじゆつ》を完成させる言葉を。

　魔術を完成させる言葉を、僕は──

「僕も……僕も君を、愛してるよ、ヒメア」

　と、そう、僕は言った。

　そして言った瞬間に、思いだした。

　そうだ。

　彼女の名前は、ヒメアだ。

《サイトヒメア》

　そう、彼女は名乗った。

　それに僕が、外国人なの？　と聞いて、それに彼女は笑ってから、違ちがうけど、こっちじゃこの名前、呼びにくいのかな？　ならヒメアって呼んでよ。それならいいでしょ？　ヒメアって呼んで、大兎──なんてことを、彼女は言って。

　その、すべての会話を、どうして忘わすれていたんだろう？

　なんで忘れていたんだろう？

　とても大切な記憶なのに、僕はどうして忘れていたんだろう？

　そんなことを、思う。

　そんなことを、僕は思う。

　でも夢ゆめはさらに続く。

　夢の中の僕は、彼女の名前を呼ぶ。

　ヒメア。

　ヒメア。

　ヒメア。

「愛してるよ、ヒメア」

　そう呼んだ、瞬間。

　その瞬間に、なにもかもが変わったのがわかった。世界と、そして自分の体内を構築している、なにもかもが変わったのがわかった。

　かかったのだ。

　呪のろいが。

　かかったのだ。

《毒まじゆつ》が。

　それに彼女は嬉しそうに笑う。

　すると綺き麗れいなピンク色の唇が開く。少しだけ、小さな牙が見える。

　その笑え顔がおを見るのが、僕は好きだった。

　勝ち気な彼女の笑顔を見るのが、僕は好きだった。

　だから僕も微ほほ笑えむ。

　彼女を見つめて、微笑む。

　そしてもう一度、

「好きだよ、ヒメア」

　そう、言おうとしたところで、僕の首が飛んだ。横からなにか、よくわからない光に薙なぎ払はらわれて、僕の首が宙ちゆうを舞まった。

　それにヒメアの顔が泣きそうに歪ゆがむ。

「た、大兎!?」

　と、叫ぶ。

　彼女は慌あわてて僕の首を拾いにいく。

　僕は驚おどろいてしまって、なにが起きたのかわからない。

　ただ、ヒメアが僕の首を拾い、胸むねに抱だき締しめてくれて。その胸がとても温あたたかくて。

「どうしたの？」

　と、僕は言った。

　するとヒメアが、ちょっと切せつ羽ぱ詰つまったような声こわ音ねで、

「だ、大だい丈じよう夫ぶ。大兎はなにも心配しなくていい」

　そう言ったが、彼女の様子は、あきらかに大丈夫そうじゃなかった。

「ううくそ、もう見つかったの？　まだ、もう少し時間があると思ったのに……」

　なんてことをヒメアが言いながら、僕の首を、僕の体にくっつける。すると首が、簡かん単たんにくっついてしまって僕は驚く。

「い、いったいこれ、どうなってるの？」

　と、僕は聞くが、ヒメアは答えてくれない。

　厳きびしい表か情おで、真しん紅くの瞳ひとみを公園のジャングルジムの上へと向けている。

　そちらを僕も見る。ジャングルジムの上を、僕も見る。

　するとそこに、一人の男の子が座すわっていた。

　同い年ぐらいの、一人の男の子。漆しつ黒こくの髪に、鋭い瞳を持った、一人の少年が、足をぶらぶらとさせながら、楽しげな顔でこちらを見ている。

　そしてその少年が、言った。

「……で、あなたが噂うわさの、サイトヒメア？」

　それにヒメアが、答える。

「……そういうあんたは、誰よ？」

「僕ですか？　僕はヒナタという名前で……」

　が、それをヒメアは遮さえぎって、

「そんなことを聞いてるんじゃない。なんのためにここにきたのかと、私は聞いてるの。『教会』からの遣つかい？　ちょっともう勘かん弁べんしてよね。私はもう、バールスクラの仲間じゃないのよ？　あいつの封ふう印いんを解とこうなんて思ってない。だから私を拘こう束そくする意味なんかない」

　と言った。

　その、彼女の言葉の、すべての意味が、僕にはまるでわからなかったが、彼女がなにかから追われていることだけはわかった。

　しかしそれに。そのヒメアの言葉に、ヒナタと名乗った少年が笑えみを浮うかべる。

「……『教会』？　なんですそれ？」

　瞬しゆん間かん、ヒメアの表情が強こわ張ばる。彼女の体がびくんと震ふるえ、緊きん張ちようするのがわかる。

「……じゃあ、あんたは……」

　するとそれに、ヒナタがジャングルジムをひょいっと跳びおりる。彼が地面に着地すると同時、その地面が、黒く、黒く、腐くさったように染そまる。その腐ったように染まった大地から、巨きよ大だいな爪つめの生えた、獣けものの手が飛びだしてくる。続いてその手の主が、姿すがたを現あらわす。ライオンのような顔と、コウモリのような翼つばさを持った、化ばけ物もの──一見しただけで、ホラー映えい画がかなんかに出てくる、悪魔にそっくりな姿の化け物が飛びだしてきて。

　そいつがヒメアをにらむ。耳をつんざくような咆ほう哮こうを上げる。それからヒナタが、その、悪魔の足をぽんぽんっとたたいてから、

「……さあ一緒に、あなたが裏切り、封印した、バールスクラを復ふつ活かつさせにいきましょう。僕は彼の力にとても興きよう味みがある」

　なんて、ヒナタの言葉に、ヒメアが少しだけ、笑みを浮かべた。

「……なんだそっちか～。あんた、魔神信しん仰こうの狂きよう人じんの類たぐいなのね。びくびくして、損そんしちゃった」

　するとそれに、ヒナタが肩かたをすくめる。

「あらら、この悪魔の姿を見て、驚かない？」

　それにヒメアは笑って、

「全然。というか、その程てい度どの悪魔を使し役えきしてるくらいで、いい気になってたの？　その程度の力で、ほんとに私を、《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》の私たちの相手をできると……」

　が、そこで。

　ヒナタが言った。

　ヒメアの言葉を遮って、ヒナタが言った。

「と、あなた以外の、生き残った三人の《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》も言っていましたが、みんなあっさり死にました」

　それに。

「……え？」

　と、ヒメアが言った。

　だが、ヒナタの言葉は止まらない。

「さて、あなたはどれくらい、僕を楽しませてくれるのでしょう？」

　と、言った途と端たん、ヒナタの姿が消える。

　直後、彼はヒメアの首を絞しめていて、そのまま、地面にたたきつける。

「あう」

　と、彼女は苦しそうな声を上げる。

　それに僕は慌てて、

「やめろ！」

　そう怒ど鳴なった。

　そしてヒナタに殴なぐりかかろうとしたが、

「邪じや魔まだよ」

　ヒナタは軽く、手を振った。するとその手の先に小さな光が生まれる。その光が僕の胸にあたる。

　そしてその瞬間。

「…………」

　僕の上半身が、あっさり消し飛んでしまう。

　数瞬、なにも考えられなくなる。なにも聞こえなくなる。強きよう烈れつな痛いたみに、狂くるってしまいそうになる。だがそれもほんの数秒。だんだん、だんだん、意い識しきが戻もどってきて。

　するとヒメアの声が聞こえる。

「大兎っ!?」

　泣きそうな声。

　もう、いまにも泣きそうな声。

　いや、実じつ際さいに彼女は泣いていた。ヒナタに首を絞められ、地面に押し付けられながらこちらを見て、涙なみだを流していた。

　それをヒナタは見て。

　それから彼は、こちらを見つめて、少しだけ驚おどろいたような様子で、

「上半身を消されても死なないとは……なるほど。彼があなたの契けい約やく者しや、護ご衛えい、愛いとしい人ですか……なら先に、彼を排はい除じよしなければなりま……」

　が、ヒナタに全部を言わせず、僕は再ふたたび殴りかかる。

「ヒメアから手を離……」

　しかしそこで、ヒナタが言う。

「センチネル、こいつを殺やれ」

　瞬間。

　僕の背はい後ごでまた、獣けものの咆ほう哮こうが聞こえた。それに僕は振り返る。すると僕のすぐ後ろから、僕の体の二倍はある巨きよ大だいな獣の手が、横薙ぎに振るわれて、

「…………」

　悲鳴は、上がらなかった。

　僕の体に四本の爪つめが刺ささり、その一本が首にも刺さったから、声が出ない。そのまま僕は、獣の手に殴り付けられて、吹ふっ飛ぶ。十メートルほど飛ばされて、地面に倒たおれる。首が折れ、足が折れ、泣きたいほどの痛みを感じながら妙な恰かつ好こうで地面に着地するが、それもすぐに治る。

　どういうわけか、すぐに治る。

　たぶん、《毒まじゆつ》のせいだ。ヒメアが僕にかけてくれた《毒まじゆつ》のせいだ。そして自分にいったい、どうして彼女がこんな力を与あたえてくれたのかを、僕はやっと理り解かいした。

　彼女を、守るためだ。

　こんなときに、彼女を守るためだ。

　だから僕は立ち上がって、ヒナタをにらんだ。とんでもないほど強大な力を振るう、化け物をにらんだ。

　するとヒナタが少しだけ困こまったような顔で言う。

「これでも死なないと……う～ん。これだから《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》と戦うのはめんどくさいんだよなぁ。いったい、どんな《毒まじゆつ》を護衛に入れているのかが、まるでわからない。いったい、あいつはなんなんだい？　サイトヒメア。まるでなんの力もない子こ供どもに見えるけど、あいつにいったい、どんな力を与えた？」

　するとそれに、首を絞めつけられながらヒメアが言う。彼女は苦しそうな顔のまま、にやりと笑って、

「お、おまえなんかに、教えるか」

「う～ん。まあいいけどね……」

　と、言いかけてるところで、僕はまた、走り始めた。

　ヒメアを助けるんだ。

　彼女を助けるんだ。

「ヒメアから手をどけ……」

　が、そこで、どこからか剣けんが飛んでくる。それが首に刺さる。

「ぐぁ」

　とうめくが、しかし、僕は止まらない。さらにもう一本剣が現れ、腹に刺さるが、それでも僕は止まらない。

　それにヒナタがまた、

「これでも死なないのか。じゃあこれは？」

　指をぱちんっと鳴らす。

　するとまた、剣が二本生まれ、右みぎ肩かたと左肩、両側から下に向かって突き刺され、そのまま、地面に縫ぬい付けられる。それで僕は、動けなくなってしまう。

　血が溢あふれる。首と、両肩から、血が溢れだす。力がもう、体中からどんどん、どんどん抜ぬけていくが、それでも僕はあきらめない。

　地面に刺さった剣を抜こうとしながら、

「……くそ……くそ、抜けろよ。僕はヒメアを、助けにいくんだ」

　それにヒメアが言う。泣きながら言う。

「や、やめて。もういいから。もういいから大兎。動かないで」

「だ、大だい丈じよう夫ぶ。いまいくからね、ヒメア。いま僕がいくから……」

　というその、僕の言葉に。

　ヒナタはこちらを見つめてから、言った。

「……ふむ。これでもだめ。いまのは心しん臓ぞうを狙ねらってみたんだけど……まあ、上半身を飛ばされて生きてたんだ。心臓は関係ないか。なら今度は、下半身かな。命の核かくが、下半身に移い動どうしてる可か能のう性せいがある。なら、光を」

　するとまた、彼の手の先に、光が集まる。さっき僕の上半身を消し飛ばした光だ。その光を僕のほうへと向ける。僕はそれをよけるために剣を抜こうとする。地面から必死に抜こうとする。でも抜けない。まるで動けない。

「くそ、くそ、くそ」

　と僕は必死に剣を抜こうとするが、全然、抜けてくれない。僕の腕はまだ子供のもので、まるで腕わん力りよくもなくて、剣を抜くことも、彼女を守ることも、できない。

　僕には。

　いまの僕にはなんの力もない。

　くそ、くそ、くそ。

「くそっ!!」

　僕は叫さけんだ。

　泣きそうな声で、僕は叫んだ。

　でも叫んでも、泣き叫んでも、なにもできない。

　僕にはなにもできない。

　とそこで、ヒナタがなにかを言おうとした。光をこちらに向け、なにかを言おうとした。

　瞬間。

「もうやめて!!」

　ヒメアが、叫んだ。

「あ、あなたの、あなたの言うことをなんでも聞くから、もう……もうやめて、ください……」

　そう、彼女が言った。

　それに僕の目が、大きく見開く。

　彼女のあきらめた顔。泣きそうな顔を見て。

　それも僕のために。

　僕のせいで。

　僕の力が足りないせいで、彼女が、いつも自信満々で、強気で、ちょっといじわるな彼女が、ヒナタに懇こん願がんしているのを見て。

「う、うわぁあああああああああああああ」

　僕は叫んだ。必死に叫んだ。

　でもそれでもなにもできない。

「抜けろ！　抜けろ！　抜けろ！」

　僕は必死に剣を抜こうとする。

「抜けろ！　抜けろ！　抜けろよおおおおおお！」

　僕は必死に剣を抜こうとする。でも、抜けてくれない。まるで力が足りない。なんでだよ、と、僕は思う。なんで、なんでこんなに力がない？　なんで僕には、こんなにも力がない？　と、僕は思う。

「…………」

　そして結局、僕はまるで動けなかった。

　どれだけもがいても、あがいても、僕は動けなかった。

　ヒナタが言う。ちょっとだけ嬉うれしそうな顔でヒメアを見おろして、

「ああ、そういうカラクリか。回数制せい限げんがあるんでしょう？　僕はもう、彼を六回殺してる。で、次は七回目だけど、それに君は反はん応のうした。つまり七回殺されるのはまずいってことだ。つまり彼は、七回目には復ふつ活かつしない──というので正せい解かい？」

「…………」

　それにヒメアは、答えない。泣きそうな顔のまま、僕のほうを見ているだけで。

　しかしヒナタが、言う。

「あれ、なんでも言うことを聞くんじゃなかったのかな？　答えないなら彼を……」

「ま、待って」

　と、ヒメアが言う。震ふるえる声こわ音ねで、彼女が言う。

「そ、そうよ。あなたの言う通り……十五分以内に七回連続で殺されない限かぎり、死なない──それが大兎にかけた、私の呪のろい……」

「それだけ？」

「……それだけ」

「へぇ。そりゃ、ずいぶんとおもしろい契約を交かわしてるなぁ……確かに不死の《呪い》はとても高度な魔法だけど……ただの人間がほんのわずかな時間、不死になったところで、いったいなにができる？　君を守る力も持たず、僕を止める力も持たず、ただ、ただ、死なないというだけの能のう力りよくで、いったい彼になにができるっていうんだ？　まるで理解できない。まるで君の意図が理解できない。せっかく大きな力を持っているはずの《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》が、どうしてそんな無む駄だな力の使い方をする？　もしかして君は、馬ば鹿かなのか？」

　と、ヒナタは言った。そしてそのヒナタの言葉は、その通りだと、僕も思う。

　もしヒメアに、もっと別の能力を僕に与える力があったのなら、そうするべきだったと、僕は思う。

　いや、それこそ契約の相手を、僕にする必要すらないと、そう思う。もっと能力のある、もっと力の強い、もっと大人な誰かに、なにか強力な能力を与えたほうが、絶ぜつ対たいによかったはずなのに。

　なんでヒメアはこんな、ただの、なんの能力もない、非ひ力りきな、いじめられっ子に力を与えたのか？

　それがわからない。

　それがわからない。

　なんでそんなことをしたのか？　なんでもっと、役に立つ奴やつを選ばなかったのか？　なんで僕なんかを、

「…………」

　僕なんかを、君の相手に選んだのか？

　そう、僕が聞こうとしたところで、ヒナタが続けた。まるでひどく、ひどく、ひどく、つまらないものを見おろすような目で、彼女を見つめ、

「……そうか。惚ほれたな？　契そ約い者つに……だから無駄な力を与えた。おまえにとってはまるで意味のない、足あし手で纏まといでしかない相手に、力をわけた。惚れた相手が死なないように、死なずにずっと側そばにいるように、愚おろかな力を分けた。そしてその結果がこれだ。あの有名な化け物、サイトヒメアの顛てん末まつがこれ……は、はは、ひどくつまらないな」

　そう、言った。

　それに僕は、もう、なにも言えなくなる。

　どうして彼女が、僕に力を与えたのか、それがわかって。

　涙なみだを流しながら、彼女が、それでも嬉しそうな、愛いとおしそうなそんな顔で、こちらを見つめているのに気が付いて。

「…………」

　僕は、なにも言えなくなる。

　するとヒメアが言った。

「もう……もうこのへんで勘かん弁べんしてよ。なにもかも、あんたの言う通りにするから……だからもう、大兎の前でこれ以上恥はじかかせないで……」

　彼女はそう言う。

　するとヒナタがうなずく。やはりひどく、つまらなそうにうなずく。

「いいだろう。君が素す直なおに僕についてきてくれるのなら……こいつを生かしてやる……」

　それに。

「だめだ！」

　と、僕は叫んだ。

　するとヒメアがまた、悲しそうな、でも、すごく優やさしい顔でこちらを見て、

「大丈夫だから。すぐ、全部終わるから。だから大兎は目を、瞑つむってて」

　なんてことを言ってくる。

　それに僕は、嫌いやだ！　絶ぜつ対たいに僕はヒメアを助ける！　と叫ぶ。

　なんの力もないのに。なんの能力もないのに。

　僕は彼女を助けると、叫び続ける。

　するとそれにヒナタが言う。

「まったく、だから人間は嫌きらいなんだ。力がないのにうるさくわめく。ほんとにうんざりするよ。約束だからこいつは生かすけど……でも、追ってこられたらめんどうだから、彼の記き憶おくを消すよ？　いい？」

　それにヒメアの表情が変わる。泣いてる顔が、さらに悲しそうに歪ゆがむ。しかしやがて、彼女は決意したように、

「うん」

　と、うなずいた。

　するとヒナタが、彼女の首を放す。それからこちらに近付いてくる。

「やめろ！」

　と、僕は叫ぶ。

　それにヒナタが肩をすくめ、

「力がない奴がどれほどなにかを叫んだところで、世界はなにも変わらないよ？」

　なんてことを言ってくる。

　でも、それでも僕は、やめろと叫ぶ。やめてくれと叫ぶ。

「ヒメアのことを、忘れたくない！」

　と、叫ぶ。

　瞬間。また、ヒメアの顔が歪む。涙でくしゃくしゃになる。目を閉とじて、向こうを向いてしまう。

　それを見て。

　彼女のほうを見て。

「僕は……僕は絶対に忘れないぞ！」

　と、叫んだ。

「絶対にヒメアを助けにいく！」

　と、叫んだ。

「だから待ってて。絶対に僕は……僕は……」

　が、そこで。

　ヒナタが僕の頭に手を掲かかげて、言った。

「忘れるよ。あっさり」










　そして僕は、なにもかもを忘れた。










　その、忘れたことを。

「…………」

　突とつ然ぜん、どういうわけかいま、思いだした。

　大兎は足を止める。

　暗い、夜の緑道の中。

　変へん態たい外国人二人から逃にげていた足を止めた。

　それから頭を手で、軽く押さえる。妙みような頭ず痛つうの残っている頭を手で、軽く押さえる。

　それから。

「うあああああああああああああくそがあああああああああああああああああ!?」

　と、思いっきり、意味不明な叫び声を、彼は上げた。

　そして思う。

　なんだよ、と、思う。

　なんなんだよ、と、思う。

　俺おれはいったい、いままでなにやってたんだよ、と思う。

　忘れないって言ったのに。絶対に助けにいくって言ったのに。

　結局、忘れていたのだ。

　そして、平へい凡ぼんに生きていた。のうのうと、だらだらと、でれーっと、ぼけーっと、平々凡々に生きていた。

　空手ができなくなった？

　夢ゆめがなくなった？

　自分はしょせん脇わき役やくで、やることが見つからない？

　馬鹿か、俺は。

　やることはいっぱい、あったじゃねぇか。

　やらなきゃいけないことはいっぱい、あったじゃねぇか。

　なのにもう、何年も経たってしまった。彼女が連れ去られてから、何年も経ってしまった。

　いまじゃもう、彼女といったい、どんなことをして遊んでいたのかすら思い出せない。自分が彼女に対して、どんな気持ちを持っていたのかも思い出せない。全部が恥ずかしい馬鹿な夢で、自分のあほな勘かん違ちがいだと思いこんでいたから、もう、当時の自分の気持ちに、現げん実じつ味みを感じることすらできない。

　それだけの時間が、流れてしまったのだ。信じられないほど長い時間が、流れてしまった。

　そしてその間ヒメアは、何年も、何年も、何年も……

「……くそが、最悪だ。もう、何年もヒメアが……待ち続けてる……」

　呟つぶやきながら、彼は振ふり向いた。

　すると緑道の向こうから、ナイフを手に、ローブを着き込こんだ外人二人が走ってきている。

　それを見て、それから大兎は、自分の胸むねを、どんどんっとたたいてみる。続いて爪つめで、自分の顔を、ひき裂さいてみる。すると顔の皮がはがれ、血が流れる。しかしそれからすぐに、その傷きずが治っていくのを感じる。

　それを確かく認にんしてから、彼はポケットにあった携けい帯たいを取り出した。それを開く。すると時間はもう六時。家に帰ればきっと、母親が夕飯の準じゆん備びを終えていて、妹と二人でお兄ちゃん今日早く帰ってくるって言ってたのにねぇとか言っているだろう。

　でも、そんなことはどうでもよかった。

　いま、重要なのは、自分がトラックに轢ひかれた時間だ。トラックに轢かれて、死んだときの時間。あれからもう、三十分以上経っている。つまりもう、リセットされているということだ。

　自分の能力──十五分以内に七回殺されなければ死なないという、ヒメアが与えてくれた能力。

　それがすでに、リセットされていて、

「……いまからあと、六回死んでも問題ないってことか……」

　と、大兎は呟つぶやいた。

　六回まで、死んでも平気。

「なら」

　と、彼は言った。

　そのままゆっくりと、姿し勢せいを低くする。空手の、基き本ほんの形を作る。そして、

「なら、楽勝だ」

　と、呟くと、大兎はそのまま一歩、前に出た。

　すると外人二人が少しだけ驚いたような顔になり、しかしすぐに笑みを浮かべ、

「はっ。カラーテか？　学生レベルの格かく闘とう技ぎで、ワタシたちに勝てると思うなよ？」

　と、スペイン系けいの動きが加速する。手に持っていたナイフを鋭するどく突つきだしてくる。その動きは、本当に鋭い。よけるだけで手て一いつ杯ぱいになりそうなほど、鋭い。

　だがそれを。

「…………」

　それを大兎は、よけない。手で、払ったりもしない。もう、そのまま、真まっ直すぐ、ナイフを自分の胸むねにうけようとして、

「おまえ頭おかしいのかアーユークレイジー？」

　スペイン系が驚きの声を上げる。

　そしてそのままナイフが、大兎の胸に刺さる。しかしそのナイフをまったく気にしないまま、大兎は拳こぶしをスペイン系の鳩みぞ尾おちにたたきこむ。自分の死をまったく顧かえりみないで、全力で踏ふみこんで、たたきこむ。
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「がは」

　と、スペイン系はうめいて、その場に倒れる。当然だろう。それだけの手ごたえが、大兎の拳にはあった。自分の拳が壊こわれそうなほどの手ごたえがあった。それこそもう、反はん撃げきされることをまるで怖おそれずに、思いっきり踏みこんで打ったのだ。しかしそんなことは普ふ通つう、ありえない。死への恐きよう怖ふ。痛いたみへの恐怖を完全に克こく服ふくして、全力で敵てきに向かって踏みこんで攻こう撃げきするなんてことは、通つう常じようはありえない。だがいま、それをした。

　そしてその結果、全身を筋きん肉にくの鎧よろいでまとっているようなちんちくりんマッチョなスペイン系が、一撃で倒れてしまった。それに。

「……すっげぇ」

　大兎は思わず、そんな声をあげた。

　それから今度は、背の高い、白人のほうを向く。白人はもう、恐怖に歪ゆがんだ顔で、こちらを見ている。こちらの、ナイフが心しん臓ぞうの部分にどんぴしゃで突き刺さってしまっている胸を見て、

「……この、化け物め」

　と、彼は言った。

　それに大兎は肩かたをすくめる。白人の顔を見つめ、

「びびって降こう参さんしてくれるんなら、俺は楽なんだけど？」

　が、白人は笑った。

「降参？　誰だれが？」

　言って、ナイフを放ほうり捨すてる。続いて懐ふところからまた、もう一本のナイフを取り出す。しかし今度のナイフは、さっきとは形けい状じようが違ちがった。柄つかの部分が十じゆう字じ架かのような形になっていて。

　それを大兎は見る。

　十字架。十字架。その、十字架を見て。

「……ああ！　もしかしておまえらが、『教会』とかいうのからきた奴やつらか？」

　すると白人の顔色が変わる。こちらを真っ直ぐにらみつけ、

「……私たちのことを知ってるのか？」

　が、大兎は首を振る。

「いや全然。ただ昔の記き憶おくの中にちょっとそういう単語が出てきてね。そうか。おまえらが『教会』か。ってことはたぶん、あのヒナタとかいうのの仲間なわけじゃないわけだ」

　それはさっき思いだした、夢ゆめの中の話だった。どうもヒメアは『教会』とかいう名前の組そ織しきに追われているようで、しかし、ヒナタはその、『教会』とは関係ないようだったのだ。ならこいつらは、ヒメアを連れ去った奴らじゃない。

　でも、それでもたぶん、

「俺よりは事じ情じように、詳くわしいよな？」

　と、大兎は言った。

　すると白人がこちらをにらみつけ、

「私から情じよう報ほうを無む理り矢や理り聞きだすつもりか？」

「まあ、無理矢理じゃなくてもしゃべってくれるってんなら、そりゃありがたいけどねぇ……ってかだいたい、なんなの？　なんで急に俺を襲おそったわけ？」

　という問いかけに、白人がわりと簡かん単たんに答えてくれる。

「預よ言げんだよ。《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》サイトヒメアの使い魔まがここに復ふつ活かつするという預言があった……で、おまえに会った……会ったら殺すか、もしくは弱いようなら捕ほ縛ばくしろという命令だったが……」

「思ったより強かった？」

　するとそれに、白人は笑みを浮かべ、

「逆ぎやくだ」

　と言った。そして動いた。十字架をこちらに向ける。

　それから、

「……セイイル、クライエス、タラトルリネ……」

　とかなんとか、わけのわからない言葉を並ならべ始めると同時に、十字架の中央が光り出す。

　それを大兎は見て、やばい、と思った。

　また、あの光だ。ヒナタが放ったのと同じような光。レーザーなのかビームなのか魔ま術じゆつなのかサイキックなのかはまったくわからないが、とにかくやばい光。それを見て、

「ああああすげぇやばそうだけど、よけるか、よけないか、決めないと……」

　とそこでまた、あの声が聞こえる。

　八歳さいの少女と結けつ婚こんするために闘たたかい、見事に散っていった一の瀬先生の声が聞こえる。

『おい大兎。自分が主しゆ導どう権けんをにぎっていないのなら、戦うな。勝てない戦いくさは絶対にするなよ？　無む謀ぼうと勇気をはきちがえるな』

　で、いま、目の前で放たれようとしている光の種類がなんなのかがわからないということに、気づく。

　いまのこの光が、こちらを破は壊かいするためだけの光ならくらってもいい。まだあと五回死んでも問題ないのだ。だがもし別の能のう力りよくだったら？　たとえばこちらを動けなくしたり拘こう束そくしたりするような能力だったらどうする？

　それをくらうのは、まずい。超ちようまずい。

「なら、よけだ！」

　と、彼は一歩、大きく横に跳とんだ。

　同時に、白人が放った光が、彼がよけたあとの場所へと放たれる。

　そしてやはり、大兎の予想はあたっていた。

　白人が放った光は、なにやら網あみのような形をしていて、倒れているスペイン系けいに当たると、その体をぐるぐる巻まきに拘束してしまう。

　それに大兎は言った。

「残念外れ～」

　しかし白人は笑った。

「いや、狙ねらい通りさ」

　そしてそのまま、光の網でぐるぐる巻きにしたスペイン系を抱かかえて、走り始めてしまう。それも大兎がいるほうとは反対の、緑道の、向こうへ逃にげだしてしまい、

「逃げんのかよ!?」

　と、大兎は言った。

　すると白人がこちらを向き、

「次は殺す」

「はぁ？　男一人抱えて逃げられると思っ……」

　が、そこで、白人はさらに、懐からなにか、小さな塊かたまりのようなものを取り出す。そして、

「ほれ」

　と言って、それをこちらに放り投げてくる。

　それを大兎は、

「へ？」

　と言って、受けとる。そしてそれを見る。するとそこには、なんかアクション映えい画がでしか見たことがないような、黒い塊があって。

「ま、まさかこれって……しゅ、手しゆ榴りゆう弾だん？」

　と言ったときには、手榴弾がぴかっと輝かがやいていた。

　続いて全身が焼かれ、吹ふっ飛ぶのを感じる。もの凄すごい痛いたみにぎゃぁああああああと叫びながら彼の体は空に舞まいあがり、くるくる回ってから落下。頭から地面に落ち、首がゴキンと音を立てて折れ、そのまま倒れる。

「…………」

　そしてしばらく、そのまま倒れていてから、彼は起きあがった。さらに折れた首を手で、ゴキンっと直してから大きく息を吸すい、

「……こ、公園で手榴弾投げるなんて、おまえらあほかぁああああああああ!?」

　と、叫んだ。だがもうローブを着込んだ二人組の姿すがたはない。それに、

「うあ、くそ、逃がした～」

　そううめいてから、彼は、手榴弾の爆ばく発はつでぼろぼろびりびりになってしまった自分の服を見おろす。そして、

「……ってもう、今日親になんて言い訳わけすりゃいいんだよ」

　うんざりした声こわ音ねで言う。

　しかしそれを言った途と端たんに、その服が突然、みるみる再さい生せいし始めて。

「え？　え？　服も再生すんの？　そこまで至いたれり尽つくせりじゃなくても……」

　が、完全に服に開いた穴あなや傷きずがなくなってしまったのを見て、

「ま、まあ、そういう能力があんなら、それにこしたことはないけどさぁ……」

　と呟つぶやきながら、彼は顔を上げる。

　それからいま、兇きよう暴ぼうな外国人の二人組と戦った暗い緑道を見つめ、少し考える。

　いまの戦せん闘とうのことについて、考える。

　まずナイフで一回死んだ。続いていまの手榴弾でまた一回死んで、で、たぶん、着地のときに首が折れたのでもう一回死んでる。

　つまりあと、三回しか死ねない。

　とそこで、彼はポケットからもう一度、携けい帯たいを取り出す。するといまの爆発の中でも携帯は無事だったようで、彼はほっと安あん堵どの息をつく。

　そして携帯の時計を見た。すると戦闘が始まってからまだ五分しか経たっていなかった。

　それを大兎は、覚える。いまの戦闘の感じが、どうやら五分ぐらいなのだということを、感覚的に覚える。そしていまの、たった五分の間に、すでに三回殺されてしまっていることを胸むねに刻きざむ。まだ残り十分もあるのに、あと三回しか死ねないのだ。そしてそれに、非常にまずいなぁと、彼は思う。いまの敵てきはそんなに強くなかったが、もっと強い敵が相手なら、十五分に七回死ぬのは、おそらく簡単だろう。となると次からは、もう少し慎しん重ちように動く必要があるなぁ、とか、大兎は思った。ま、どちらにせよ、

「……次なんかあるまでに、正せい確かくに時間が計れる腕時計買わないとなぁ……G-shockとかやっぱ、手榴弾爆発しても壊れないのかな？　さすがにそれは無理？」

　なんてことを言いながら、彼は周囲を見回す。

　やはり人気のない、暗い緑道。

　それを見回してから、

「んで、これからどうしよ」

　と、彼は呟いた。

「……いろいろ思いだしたはいいけど、さて、これからどうやってヒメアの情報を集めたらいいんだろ」

　と、そう、彼が言った途と端たん。

　また、声がした。

　あの声。

　彼女の声。

　懐なつかしい、ヒメアの声。

　その声が、言う。

　さっきまでよりなぜか少し、小さい声こわ音ねで、




『あら、もうこれで終わりみたい。あなたに残した私の思念の残りも……ここまでみたい。でも、もう大だい丈じよう夫ぶだよね？　大兎。ちゃんと目、覚ましたもんね？　だからすぐに会える。約束したもん。もしも二人が離はなればなれになっちゃったら、あそこで……あそこでもう一度会おうって……私たち、約束を……』




　と、そこまでで、声が消えてしまう。

　それと同時に、自分の中で響ひびいていた彼女の思念とやらが、するりと自分の中から消えてしまったのを、感じた。

　ずっと胸の奥おくに潜ひそんでいたなにかが、消えてしまったのを感じた。

　それに胸が急に、寂さびしくなる。

　ずっと一いつ緒しよにいた大切なものを失なくしたかのように、胸の奥が寂しくなる。

　でも、それを気にしている暇ひまはなかった。

　なぜならもう、その彼女の思念は、必要ないのだから。

　いまの彼女の言葉。

　途切れてしまった彼女の言葉。




『あそこで……あそこでもう一度会おうって……私たち、約束を……』




　その言葉を思いだし、大兎は言った。

「……あそこって、どこよ？」

　そう言ってから、うわやべぇと思う。九年も待たせといて、いやぁごめんごめん待ちあわせ場所忘わすれちゃってました～とかって、これ、ちょっと許ゆるされる話じゃないよね？

「うわ、どうしよ。ちゃ、ちゃんと思い出さないと、すげぇまずいことのような気がする……ええと、なんだっけ？　俺、彼女とどんな約束したっけ？」

　と、自分の中の記き憶おくを探さぐってみるが、しかしまるで思いだせない。

　というよりも、もう、あまりに長い年月彼女のことを忘れ続けていたせいか、いまいちきちんと記憶が整理されていないのだ。

　彼女と過すごした時間の記憶が曖あい昧まいで。いまからもし、彼女と久ひさし振ぶりに会ったとして、どういう態度をとっていいのかすら曖昧で。

「…………」

　でもそれでも、彼女に会いにいかなければならないことは、確かだった。

　だって九年なのだ。九年もの長い間、彼女はずっと、待ってくれていたのだから。

　だから大兎は必死に思い出す。頭を抱かかえて必死に思い出す。ヒメアが残してくれた思念の声ではなく、自分の、記憶の中に残っている、彼女の声を必死に思い出す。

　するとそこで。

「あ……」

　と、彼は言った。

　そして記憶の奥深く。もう、永ながらく開けていなかった記憶の引き出しの奥から、




『もしさ、私と大兎が離ればなれになったらさ……』




　とか、彼女が言い出したときの記憶を見つけて。

「あ、これか？」

　と、彼は言った。

「って、違ちがったらどうしよ」

　と、彼は言った。

「あああでも、違ってもなんでも、とりあえずいってみないと……」

　そう、彼は言ってから、踵きびすを返した。

　そして夜の緑道を、元きた方向へと走る。

　目的の場所は、またも公園だ。

　彼女とよく遊んだ公園。

　その、公園へと、いつの間にやら平へい凡ぼんではなくなり始めた人生を抱かかえて、彼は走り始めた。










　という、その光景を──

　あの、暴ぼう走そうトラックから大兎に救われた、安藤美雷はじっと見ていた。

　背せの低い体で、一生懸けん命めい石いし塀べいをよじのぼり、そこから目だけをだして、こっそりと去っていく大兎の背中を見送る。

　それから彼女は、

「よっ」

　と言って、石塀の上に登った。

　そして言う。

「いっや～、なんか、生首な化け物君についてきたら、とんでもないスクープ見ちゃったなぁ。これすごいよね？　すっごいよね？　ま、とりあえずすぐに、ゲッコーに教えなきゃ」

　そう言って、彼女はぴょんっと塀を下りる。転ぶ。

「痛いた～い」

　なんて言いながら、彼女は駆かけだす。

　そしてその緑道には完全に、人気がなくなる。







　だが、それでももう、それは始まっていた。

『教会』の預言や、いくつも複ふく雑ざつにからみあった彼らの運命や、すべての物語はもう、始まっていた。

　ゆっくりと。

　ひっそりと。

　たくさんの筋道が交差しあって、物語は目的地へと、向かい始める。








　　第三章　月光のイナズマ




　その、二時間後。

　すでに校門が閉しまり、生徒も、教きよう師しも、誰だれもいなくなった学校。




「キスしてよ！」

　と、女の子が言った。

　それに紅くれない月げつ光こうはしかし、読んでいた本から目を上げないまま、

「黙だまれ」

　と呟つぶやく。

　漆しつ黒こくの髪かみに、詰つめ襟えりの学生服。静かな光を秘ひめた理知的な黒い瞳ひとみはただ、手に持った本の中の文字を追うだけで。

　とそこで女の子の声がさらに言う。

「はぁ？　黙れ？　黙れってどういうことよ！」

　しかしそれに。

「…………」

　月光は無言のまま、答えない。

「ちょ、ちょっとぉ！　あたしの話、聞いてるの!?」

「…………」

「早くあたしにキスしてよ！」

「…………」

「キスしてってば！」

「…………」

「んもぉおお！　早ぁあああく！　早く早くぅ！　じゃないと死んじゃうから！　キスしてくれないとあたし死んじゃうからぁ!?」

　などとあまりにうるさく騒さわぐので、そこでやっと月光は顔を上げた。

　そのままうんざりと目の前を見る。

　するとそこは、女の子がキスしてキスしてと叫さけんでくるようないかがわしい場所──ではなく、なんの変へん哲てつもない、普ふ通つうの学校の、普通の生徒会室だった。

　宮みや阪さか高校、中央校こう舎しや五階の隅すみにある、生徒会室。

　部屋にあるのはあまり整理されていない書類棚だなとホワイトボード、それに長方形の会議用机つくえぐらい。そしてその会議用机の一番端はし、生徒会長専せん用よう席せきに、月光は悠ゆう然ぜんと座すわっていた。

　まだこの高校に入ってからたった二か月。　中学を卒業して、右も左もわからないまま高校デビューしたての十ひ六よつ歳こが、はたしてどうやって生徒会長の座についたのか？　などという話は、とりあえずいまはどうでもいい。この、いろいろとちょっと異お常かしいところのある宮阪高校では、それはよくあることだった。

　いまはそれよりも。

「キスしてよぉ」

　という、どこかせつない、切せつ羽ぱ詰つまったような声をあげている女の子の声のほうに、彼は顔を向けようとして、

「……ん」

　しかし、いま読んでいる本の内ない容ようが少しだけおもしろくなってきそうだったので、とりあえず目の前においてあった紅こう茶ちやを一口すすると、彼は再ふたたび読んでいた本に目を落と──

「ってなんで無む視しかぁあああああああ!?」

　またもうるさい声があがる。

「もぉゲッコー！　早くあたしにキスしろっつってんの！　死ぬぞ！　あたしほんとに死んじゃうぞぉ～！」

　生徒会室で、女の子が騒ぐ。月光はその言葉に、今度こそ声のほうを見た。

　すると会議用机の向こう。

　一人の女の子が──

「ううううううもうだめ、死ぬ、死んじゃう、まじで死ぬぅうううううううううう!?」

　なんてことを叫んでいた。

　背の低い、少女。ちょっと童顔な整った顔だちに、おっとりたれ目、長いポニーテールという姿。

　しかしいまはその、甘あまったるい穏おだやかそうな瞳ひとみを、彼女は怒いかりの色に染そめて、こちらをにらみつけている。

　安あん藤どう美み雷らい──それが彼女の名前だった。

　紺こんのプリーツスカートにセーラー服という、なんの変へん哲てつもない女子高生姿。もう、どこからどう見ても、普通の、平凡な、ちょっと背の低い、ただの女子高生。

　だがしかし。

　いま、月光の目の前にいる美雷というこの女の子は、ただの女子高生ではなく、

「死ぬぅうううううううううほんと死ぬぅううううううううううううううう!?」

　ちょっと、妙な女子高生だった。

　彼女はいま、どういうわけか生徒会室の壁かべを両手で一生懸けん命めい押おさえている。必死で押さえ付けている。その姿は、傍はたから見ていても、まったくもって意味不明だ。それどころかなまじ顔がかわいいぶん、異様さ五割わり増ましだった。

　しかし彼女はそれでも、死ぬ死ぬ言いながら必死に壁を押さえ続けている。そしてその、壁に両手を押し付けているという妙なポーズのままこちらを振り向き、泣きそうな顔で、

「もぉゲッコー、お願いだからキスしてよぉ。じゃないとあたし……あたし……ほんとに死んじゃうよ？」

　そう言って、キスをせがんでくる。

　うるんだ瞳に、美少女と言っていい整った顔。背が小さいせいか普通よりも幼おさなく見える彼女にキスをするとなると、ちょっとこれは犯はん罪ざいじゃないのか？　などという罪悪感を感じなくもないが、それでも彼女ほどの美少女にキスしてと言われて、断ことわれる男などいないだろう。

　だから月光は答えた。

　彼女の言葉に。

　キスして欲しいという言葉に、真しん摯しな気持ちで答えることにする。

　真しん剣けんな瞳で彼女を見つめ、一言。

　月光は言った。

「……黙だまれ、雑ざ魚こ」

　瞬しゆん間かん、美雷の顔が凍こおりつく。予想外の答えに凍りつく。

　それからすぐに怒いかりで顔を真っ赤にして、

「だ、誰だれが雑魚かぁあああああああああああああ!?」

「おまえだ」

「あたしは雑魚じゃなぁああああああああああい!?」

「ははっ。弱い犬ほどよく吠ほえるってね」

「うううう……こ、こいつわ……こいつわまじで……」

　が、美雷の言葉はそこで止まる。彼女の顔が急に苦しそうに歪ゆがみ、

「あ、ヤバ……」

　全身が、震ふるえる。

　なにかの禁きん断だん症しよう状じようが顕あらわれたかのように、彼女は全身から汗あせを噴ふき出し、

「うぁ……げ、ゲッコー……お願い……もぉ、もぉこれ以上イジメないでよぉ……ほんとにもう、これ以上はあたし、対たい処しよできなそう……」

「…………」

「だから……お願いだから……き、キスを……」

　彼女は泣きそうな顔でそう言った。切なそうな顔でそう言った。

　キスして。

　二人きりしかいない放課後の生徒会室で、彼女はそう言う。

　キスしてよ。

　壁を必死に押さえながら、彼女はそう言う。

　それは本当に、まるで意味が不明だった。

　もちろん意味が不明なままでも、キスはできる。彼女は美少女で、その美少女と、高校一年の一学期に、キスをする。となればその先は、薔ば薇ら色の夏休みへと繋つながっていく可か能のう性せいも、あることはある。

　だが。

「…………」

　この物語はそうは進まない。

　それを月光は知っている。

　この筋すじ書がきはそうは進まない。

　それを月光は知っている。

　だから彼は立ち上がった。それから読んでいた本をパタンと閉とじて、紅こう茶ちやの横におく。冷たい瞳ひとみで美雷のほうを見る。

　両手で壁を押さえ、泣きそうな顔でキスしてくれと懇こん願がんしてくる、もう、意味不明の塊かたまりのような女子高生のほうを向く。

　そして彼は言った。

「助けて欲しいって？」

「うん」

「おまえにキスしろと？」

「うん」

　美雷はこくこくうなずく。

「早くキスして！」

　力強く、そう言う。

　それに月光は、

「…………」

　心底うんざりしたような顔で、言った。

「……本当に、最悪だなこの筋書きは。クソ筋書きだ」

　そう言ってから、彼はいま、自分の目の前、机つくえの上においてある書類の束の表紙を見た。

　ついさっき、この学校が密ひそかに作成していた、いくつかの情じよう報ほうをまとめた指令書の、コピー。

　いや。

「…………」

　この学校の背はい後ごにいる組そ織しき。

　この、傍はたから見ればひどく平へい凡ぼんな、なんの変哲もない、地方都市にある宮阪高校を隠かくれ蓑みのにして、くだらない実験をやり続けている軍が情報をまとめて作成していた指令書の、コピー。

　その書類の、表紙を見る。

　月光は鋭するどい瞳で、書類の表紙を見る。

　するとそこには、こんなことが書いてある。

《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》サイトヒメア

《犠ぎ者しや》クロガネタイト

　そして、紅月光について。




　それを見て。

　その、書類の表紙を見て、

「……まったく。なぜこのタイミングで、軍の調書に俺の名前が出てくる？」

　うめくように、月光は言った。

　なるべくなら、目立ちたくなかったのに。コトが起きるまでは、目立ちたくなかったのに。しかしこのクソな筋書きは、どうやらそうは進んでくれないらしい。それに、

「…………」

　それに月光は、顔をしかめる。

　そしていま、目の前でキスしてキスしてとうるさく騒ぎながら、必死に壁を押さえている少女を見る。

　彼女の姿を見る。

　それから、

「…………」

　彼は思いを巡めぐらせていた。

　記き憶おくの中を。

　過か去この景け色しきを。

　そしてこの、すべての物語がどうやって始まったのかを、たぐりよせてみる。いくつかの面めん倒どうな思おも惑わくが絡からみあって、なかなか自分の思い通りに進んでくれないこの、

「クソな物語の始まりを……」

　彼はそう、呟つぶやいて、すべてを思いだした。




　それは美雷に初めて出会うまでの物語。




　いや、あの日。




　あの日に安藤美雷という──

　完全なまでに意味不明な怪かい物ぶつと、初めて出で遭あうまでの、物語。




　　　　　◆

　　　　　◆

　　　　　◆




　まずは物語の、本当に一番初めの部分から話そうと思う。

　もちろん記憶は断だん片ぺん的で、すべてをきちんと思いだそうとするとそれはかなり難むずかしい作業になるだろうが、それでもあの日について。なにもかもが百八十度その方向を変えてしまったあの日についての記憶は決して、忘わすれることができないと思う。

　あの日は、いつも通りに始まった。

　朝起きて、小学校へいき、授じゆ業ぎようを受け、誰とも話さないまま一日を過すごし、そして帰き宅たくする。

　僕ぼくは当時友達が一人もいなくて、だから毎日がその繰くり返しだった。

　誰とも話が合わず、誰とも意見が合わず、誰とも見ている世界が合わない。

『本当の天才は結局、人とは相あい容いれないのだろう』

　たまたまどこかで見た本の中にそんな記き述じゆつがあったが、たぶんそれは本当だと思う。

　僕は天才に生まれた。

　生まれた瞬しゆん間かんから、他の人とは世界の見え方が違ちがった。それに気付いたのが四歳さいのとき。気付いてからはただただ巨きよ大だいな孤こ独どくを胸むねに抱かかえるだけだった。

　誰とも繋つながれない。

　友達とも、親とも、誰とも話す気にならない。

　なにもかもが馬ば鹿かに見えて。誰も彼もが馬鹿らしく見えて。

　ずっと世界が、灰はい色いろに埋うめつくされていた。

　だから僕が唯ゆい一いつ心を許ゆるし、話すことができたのは、双ふた子ごの弟を相手にしていたときだけだった。弟の、紅くれない日ひ向なたと一いつ緒しよにいるときだけだった。

　一卵性だから、見た目は僕とほとんど変わらない。黒い髪かみも、黒い瞳も、背せの高さも、頭の中味も、抱える孤独も同じだった。

　二人は、あまりに早いうちに世界のすべてが見えすぎてしまって、世界から締しめ出され、孤独に震えていた。だからこの世界にはもう、弟と自分の二人だけしかない。二人は身を寄よせあって、生きていかなければいけないのだ。

　と、そう、僕は思っていた。

　月光と日向。

　夜と昼。

　二人はずっと一緒にいなければ、すぐに壊こわれてしまうのだと、僕はそう、信じきっていた。

　でも──それは大きな勘かん違ちがい。

　愚おろかな僕の勘違い。

　弟は僕よりも天才で。

　僕よりもはるかに深い絶ぜつ望ぼうを抱えていた。

　だからあの日。

　起こるべくして、それは起こってしまった。

　すべてが見えていると勘違いしていた僕が、実は無む能のうな馬鹿だったと、思い知らされるような出来事が起こってしまった。

　あの日。いつもと変わらない様子で始まった、あの日。

　僕が朝起きて、学校へいき、授業を受け、誰とも話さないまま一日を過ごし、そして帰宅してみると──




　両親が殺されていた。




　玄げん関かんを抜ぬけた先にある、居い間ま。

　その中で父親と母親が、なんなのかいまいちよくわからない、二匹ひきの奇き妙みような化け物に喰くわれていた。

「…………」

　僕はそれに、声一つあげられなかった。いや、いま目の前で、なにが起きているのかさえわからなかった。だって、そんなはずないのだ。こんなことが起きるはずがないのだ。

　まるで映えい画がか漫まん画がの中から出てきたような、奇妙な化け物が、自分の家の中にいる。

　大人の三倍はありそうな身か体らだ。赤い瞳に二本の角。真っ黒い皮ひ膚ふに、蜥とか蜴げのような尻しつ尾ぽ。背中には蝙こう蝠もりの翼つばさのようなものが生えており、それはもう、あきらかにあれだった。

　悪あく魔ま──だ。

　くだらない、子こ供ども騙だましの御お伽とぎ噺ばなしやなんかに出てくる、悪魔の見た目、そのものだった。

　その、悪魔たちが、両親を喰らっている。

　その、化け物たちが、僕の親を喰らっている。

　そしてその、二匹の悪魔の中央に、弟が立っていた。

「……ひ、日向」

　僕は間抜けなほどうろたえた声こわ音ねで、弟の名を呼よんだ。

　すると彼はこちらを振ふり向く。ほとんど僕と同じ髪と、目と、顔をしているはずの弟が、しかし、僕とはまるで似にていない理知的な笑えみを浮うかべて、こちらを振り向く。

「やあ兄さん、早かったね」

「おまえいったい……なにしたんだ？」

　と、僕は聞いた。

　僕には本当にまるで、いま、なにが起こっているのかが、わからなかった。

　両親が喰われていく。それも存そん在ざいするはずのない、悪魔のような見た目の化け物に喰われていく。血は出ていない。両親はまるで、その存在自体を喰われているかのように、悪魔が咀そ嚼しやくするごとに姿すがたが薄うすくなっていく。

　異い常じような光景。それは本当に、異様な光景だった。

　いったい、いったいここで、なにが起こっている？

　すると日向が楽しげに答えた。

「兄さんには、わからないコトだよ」

　確たしかにわからない。こんなの、わかるはずがなかった。

「……兄さんには、これが見えるかな？」

　日向がそう言って、指を一本立てる。宙ちゆう空くうを指差す。

「…………」

　だがそこにはなにもない。なにも見えない。

「ほんとにいったい、おまえはなにを……」

　そう、僕が言いかけたところで、日向は寂さびしげな、悲しげな、それでいてどこか──




　どこか僕を見下すような顔になった。
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　それを見て、僕は言葉を止める。

　それを見て、僕は動きを止める。

　そしてすぐに理り解かいした。

　ああ、こいつには、僕には見えないものが見えているのだ。僕には理解できないなにかを見ているのだ。同じ能力と、同じ孤こ独どくを抱かかえていると思っていたのに、日向にはもっと大きな闇やみがのしかかっているのだと、理解した。

　日向が僕を見る。悲しげな、寂しげな、でもどこか馬鹿にするような笑みを浮かべて。

「……見えないなら……もう兄さんには用はないや」

　そう言った。

　それから両親を喰らっていた悪魔の足に、触ふれる。いつの間にか両親は、その姿を完全に消している。喰い尽くされたのだ。すべてを。存在のすべてを、喰い尽くされたのだ。

　悪魔が日向の身体を抱え、背せ中なかに乗せる。

「じゃあ、そろそろ僕はいくね。両親を生いけ贄にえに、九年の《契けい約やく》をしたから、それなりに遠くまで旅に出られそうだ」

　そのまま、悪魔が羽を広げる。飛ぶつもりだ。天てん井じようのある、この狭せまい居い間まからどうやって、どこへ飛ぶ気なのかはわからないが、それでもどこかへ、飛ぶつもりだ。

　だから僕は、

「待っ……」

　が、弟はまた、僕の言葉を遮さえぎる。

「待たない。でも、九年したらまた戻もどってくるよ。次の《契約》のための生贄がいるからね。だからあと九年。兄さんを生かしてあげる。九年後には悪魔に喰わすけど……」

　とそこで、悪魔が羽ばたく。弟と、悪魔の身体が少しだけ浮いて、消えようとする。

　その、消える寸すん前ぜんに、日向が言う。

「だからその九年を、せいぜい楽しく生きなよ」

　そしてあっさり。

「………………」

　日向は消えてしまった。

　悪魔も消えてしまった。

　両親もいない。

　僕は一人。

「………………」

　居間の中央で独ひとり、すべてを失って、立ち尽つくしていた。

　もう、なにがなんだか、わからなかった。

　すべてのコトが起こっている間、僕はなにもできなかった。

　悪魔が両親を喰らって。

　弟が消えて。

　その間僕はなにもできず、ただ立ち尽くしているだけだった。

　それに深い絶望を感じる。強きよう烈れつな痛いたみを感じる。自分は天才だと思っていたのに、弟の言っている言葉の、半分も理解できなかったのだ。

　弟は《生贄》と言った。

　しかしそれは、誰に捧ささげるための生贄だ？　あの悪魔か？　それともまた別のなにかへの生贄か？

　弟は《契約》と言った。

　しかしそれは、誰との契約だ？　あの悪魔か？　それともまた別のなにかとの契約か？

　もう、まるでわからないことだらけだった。

「…………」

　だが、わかっていることもある。一つだけわかっていることもある。それは僕の命が、あと、九年しか残っていないということだ。

　僕はいま七歳さいで。九年後の十六までしか、生きることはできないということだ。

　弟が悪魔を連れて殺しにくるから、十六までしか生きられないのだという。

　それに。

「…………」

　僕は居間の隅すみにおいてある、テレビの上の安っぽいデジタル時計を見た。

　すると時じ刻こくは五時二十七分三十秒、三十一秒、三十二秒……

　刻々と、時間は進んでいる。

　あれだけのことがあったのに、そんなことはまるで気にしていないかのように淡たん々たんと、数字は進んでいく。

「…………」

　僕の命の時間の残りが、どんどん、どんどん、減へっていく。

　それを見て。暗い部屋の中にぼんやりと光るデジタル時計を見て。

「……うぁ……」

　僕は初めて、震ふるえた。

　あまりに異常なことが一度に起こりすぎて、麻ま痺ひしてしまっていた恐きよう怖ふの感情が一気に外に噴ふきだしてくる。

「……ううう……」

　泣きそうになる。だが涙なみだは出ない。叫びそうになる。だが悲鳴は出ない。ただ震えるだけ。恐怖と絶望に、僕は震えるだけ。

　あまりにも一瞬ですべてを失ってしまったから、なにもかもを失ってしまったから、いまはもう、なにも考えられない。

　しかしその間にもデジタル時計の数字は進む。

　命の残りが減っていく。

　泣いていても、呆ぼう然ぜんとしていても、震えていても、立ち止まっていても。

　どんどん、どんどん、命の残りが減っていく。

　それに僕はやっと、呟つぶやいた。

「……ど、どうしよう」

　暗い部屋に、か細い声が響ひびく。

「……死にたくないよ」

　誰もいない部屋に、震える声が響く。

「……僕はいったい……」

　いったい、どうしたらいい？

　なにもなくなってしまった家で、僕は独り呟く。

　だが答えはない。誰も答えてくれない。

　両親は死に、そして唯ゆい一いつ心が通じあっていると思っていた弟は消えてしまった。

「…………」

　だから僕は独り、震える。

　死への恐怖を感じて震える。

　いつか僕の命を奪うばうために現あらわれるであろう、化け物の姿に怯おびえる。




　そして。




　死への恐怖に震えるうちに、あっという間に九年の時が過ぎて、約束の日が訪おとずれた。







　　　　　◆◆◆◆




　深夜。

「…………」

　紅月光はふと、目を覚ました。

　彼がいまいるのは、九年前のあの事じ件けんが起きた家だった。

　十六になるまでの九年間を叔お父じの家に引き取られて過すごし、四月にあの、《宮阪高校》への進学を決めたのを機に、かつて両親と、そして弟の日向と過ごしたあの家に戻もどっていた。

　独りで過ごすにはかなり大きすぎる家の、二階にある自室。当時は弟と二人で使っていたが、いまは一人だ。

　六畳じようほどの部屋に、ベッドと、子供用の勉強机づくえと本ほん棚だな。死んだ母親が選んだ子供っぽい、自動車の模も様ようがいくつも描えがかれた青いカーテンに、明かりのつかない電でん灯とう。

　これからここで暮くらすのなら、机は買いかえる必要がある。照明具も、居間のはつけかえたが、自室のはまだだった。明日にでもつけかえようと思う。

　もしも明日が。

「…………」

　明日が、あるのなら。

　そんなことを思って、月光は天てん井じようを、じっと見つめた。そしてあの事件から、今日までの九年間に少し、思いを巡めぐらせてみる。

　この九年。

　この九年を振り返ると、ずっと恐きよう怖ふに追いかけられていたような気がする。

　残り少ない余よ命めいに震ふるえながら。やがて訪れるであろう、絶ぜつ対たい的な死に震えながら、それでも月光は必死に生きた。誰よりも知ち識しきをためこみ、誰よりも強く、前に進もうとした。

　だがそれでも恐怖は消えなかった。

　この九年、恐怖に震え続けるだけで、一日たりとも本当に笑ったことはなかった。

　それはありえないほどの孤こ独どくだ。

　それはひどく深い絶望だ。

　毎日毎日が苦く痛つうに満ち満ちていた。

　夜中に、何度も目が覚める。

　悪あく魔まに喰くい殺される夢ゆめを見て、何度も目が覚める。

　弟が笑っている夢を見て、何度も目が覚める。

「…………」

　まるで、地じ獄ごくだった。終わりのない地獄。いっそ弟がくる前にもう、死んでしまおうかと思ってしまいそうになるほどの、地獄。

　そして今日も、目を覚ます。

　悪魔に殺される夢を見て、最悪の気分で目を覚ます。

　するとあの日以来。

　あの事件が起きた日以来、誰もいないはずの部屋の中で突とつ然ぜん──

　コトンっ、という、音がした。

「…………」

　それだけで月光にはもう、いま、ここでなにが起きようとしているのかが、わかった。

　というより、この日をずっと待っていたのだ。

　殺される日を。

　悪魔が殺しにくる日を。

　だからこそ彼は、一人暮らしをすることを、選んだ。叔父にこれ以上迷めい惑わくをかけるわけにはいかないから、制せい止しを振りきってこの家にきたのだ。

　そして今日はちょうど、あの日から九年目の、夜。両親と弟がいなくなって、彼がすべてを失ってから、ちょうど九年目の夜だった。

　月光は目を一度閉とじ、それから開く。上半身を起こすと、物音がしたほうを見る。

　するとそれは部屋の、窓のほう。

　青いカーテンが、ゆっくりと開いていくのが見える。

　そしてその向こう側に、月光がずっと恐おそれ続けていた、化け物の姿すがたがあった。

　絶望の姿があった。

　ついに悪魔が、月光を殺しにきたのだ。

　カーテンが開く。窓も開く。そして窓の向こうのバルコニーの手て摺すりの上に、一匹ぴきの化け物がしゃがみこんでいるのが見える。

「…………」

　その化け物は、背せの低い、女の子の姿をしていた。

　それもかなりかわいい女の子だ。

　だが、あきらかに人間じゃないのがわかった。おっとりとした金色の瞳ひとみに、カクカクと角ばって周囲に散らばったやはり金の髪かみ。服は着てないが、小こ柄がらな身か体らだを、ちりちりと音を立てて、渦うず巻まくように稲いな妻ずまが包んでいる。

　その、稲妻少女の金色の目が、こちらを見つめた。

　そして言う。

「……おまえがゲッコーか？」

　それに彼はうなずいた。

「じゃあ君が、日向がよこした悪魔か？」

「そうだ」

「俺を殺しにきた？」

「いいや、おまえを喰くらいにきた。ヒナタがおまえをあたしへの《生いけ贄にえ》に捧ささげたからな。だからおまえの命は、あたしのもんだ」

　稲妻少女は小さな胸むねを張はって、嬉うれしそうに言う。




　──ヒナタがおまえをあたしへの《生贄》に捧げたからな。




　彼女はそう言った。やはり弟が、彼女をここによこしたのだ。

　彼女はさらに続ける。

「おまえはあたしにとっての初めての《生贄》だ。おまえを喰って、あたしの雷ちからはもっともっと大きくなる」

　と、小柄な体を大きく見せようと、彼女は立ち上がる。それにあわせて稲妻が周囲にまき散る。それだけで部屋の窓が割れ、カーテンが焼け焦こげる。

　あきらかに人のものではない、異い常じような力を彼女は振るう。

　あきらかに人のものではない、異常な力を彼女は振るう。

　それを月光はぼんやりと見つめ、

「……すごいな」

　そう呟つぶやくと、稲妻少女はまた、嬉しそうに笑った。

「すごいだろぉ！」

　胸を張って、さらに稲妻をまき散らす。

　月光はそれに、素す直なおにうなずく。

「すごいよ」

「観念したか！」

「観念？　そうだな……というか、もうとっくに、ずっと昔に死ぬ準じゆん備びはしていたけど」

　月光はそう呟つぶやいて。

「…………」

　そして思った。

　ついにきたのだ、と、彼は思った。

　九年間恐れ続けていた日が、ついにきたのだ、と、彼は思った。ここで彼は殺され、日向のための《生贄》になる。

　その日をずっと、恐れ続けていた。もう、うんざりするほど恐れ続けていた。

　本当に、あの事件の夜以来、心から笑ったことなど一度もないのだ。まるで暗い、地獄の底をのたうつような気持ちで今日まで生きてきたのだ。

　でもそれも。

「…………」

　それも、今日で終わりだ。

　この地獄のなにもかもが、今日で終わる。

　悪魔が殺しにきてくれたから。

　命を終わらせにきてくれたから。

　延えん々えんと続く苦痛はもう、今日で終わる。

　だから彼は。

「…………」

　彼はこの九年間で初めて、小さな笑みを浮かべた。

　それからそっと、ベッドの横の、すき間の部分に手を差しいれる。そこからあらかじめ用意してあった、鋭するどく尖とがった一本の剣けんを抜ぬきだす。

　それは細く、長い剣だった。

　刃はのない、突つくためだけに鍛きたえあげられた漆しつ黒こくの刀身。月の形イメージが装そう飾しよくされた、シンプルな形状の柄カツプ守ガード。

　それはいわゆる、フェンシングで使われる刺エペ・突ラピ剣エルのような武ぶ器きだった。

　だがエペとは違ちがう。

　細レイ剣ピアとも違う。

　いやそれはそもそも。

「…………」

　そもそもそれは、人を相手にするために造つくられた武器ですらなかった。

　その剣を、月光は右手で握にぎる。

　強く握る。

　そして嬉しそうに言った。

「ああまったく……やっときた。やっとこの日がきた。待ちくたびれたよ」

　そのまま立ち上がる。

　剣を構かまえる。

　それに稲妻少女が笑った。

「はは。なんだそれ？　なんのつもりだ？　あたしにそんなものが効きくと思っ……」

　が、月光は言葉を、最後まで聞かない。

　右足を踏ふみだす。

　強く踏みだす。

　大きく踏みだす。

　稲妻少女が驚おどろいてよけようとするが、させない。よけさせない。ずっとこの日を待っていたのだから。ずっと恐怖に怯え続け、怯え続け、怯え続け、やがて怯えることにあきてむかついてきて、ふざけるんじゃない、冗じよう談だんじゃない、日向の奴やつ、弟の分ぶん際ざいでなにさまだよおい、いいだろう、やってやろうじゃないか、悪あく魔まがきたら逆ぎやくに、ぶち殺してやろうじゃないかと、ずっと、ずっと、ずっと、力を蓄たくわえ続けてきたのだから。

「…………」

　そしてそのための武器はすぐに決まった。

　どんな状じよう況きようにでも対たい応おうできる武器を、軽く、鋭い武器を。化け物も、いや、神ですら殺せる武器を手に入れようと、彼は誓ちかった。

　そしてそれを操あやつるための技ぎ術じゆつも磨みがいた。

　中学に上がるころにはすでに、中学レベルのフェンシングでは相手がいないほどの力を蓄えた。

　だがそれでも足りないと思っていた。まだまだ足りないと思っていた。なぜなら自分が相手にするのは、人じゃないのだから。想そう像ぞうもできないような異次元の、異常な化け物なのだから。

　しかしその問題も、

「はは。馬ば鹿かな人間め。おまえなどあたしの稲妻であっさり黒コゲだ！」

　稲妻少女が言って、手を振るう。すると彼女を覆おおっている稲妻の一部が離はなれ、月光を襲おそおうとする。

　が──

「祓はらえ凶スペル・剣エラー」

　月光は剣の名を呼び、稲妻を剣で払はらう。すると稲妻が剣の黒い刀身に薙なぎ払われて、あっさり消えてしまう。

　それに。

「ええっ!?」

　稲妻少女の表情が変わる。驚きよう愕がくの顔でこちらを見る。

　だが月光は止まらない。剣を引き、そしてそのままそれを、稲妻少女の胸に、

「ちょ、ちょっと待って!?　そんなのズルイ!!　タンマ！　ちょっとタン……」

　が、月光は待たずに、

「黙だまれよ、雑ざ魚こ」

　凶スペル・剣エラーを少女の、小さい胸に突つき込こんだ。

　瞬間。

「きゃああああああああああああああ!?」

　稲妻少女の悲鳴が上がる。

　だが月光はそれでも止まらず、剣を押し込んでいく。稲妻少女の体を押し倒たおし、床ゆかまで剣を突き通す。

　それに少女の顔が恐怖に歪ゆがむ。

　その顔を見て、月光は嗤わらう。

「それで、誰が誰を喰くらうって？」

　すると少女がこちらをにらんで、

「こ、この、人間の分際でぇ……いけ！　稲ビリ妻ビリ！」

　言って、手でこちらになにかを放とうとする。だが、なにも出ない。というより、最初に彼女の体の周りを覆っていた稲妻の渦うずのようなものも、いまはもう、消えてなくなってしまっている。

　それに少女はまた、驚おどろきの顔で、

「な、なんで!?　なんで力が出ないの!?」

　叫ぶ。そしておっとりとしたたれ目の瞳ひとみに、恐怖と涙なみだをためて、

「お、おまえ、いったいあたしになにをしたぁ!?」

　その問いに、しかし月光は答えない。

　剣で稲妻少女を突き刺したまま、彼はもう、少女には興きよう味みを失っている。

　彼は顔を上げ、バルコニーから周囲を見る。

　するとその日は、よく晴れた夜だった。月も、星も、よく見える。だが、それだけ。あるのは静まり返った住じゆう宅たく街がいと、月の光だけ。

　他に悪魔はいない。

　日向の姿もない。

　どうやら月光を殺しにきたのは、この稲妻少女だけだったようだ。それに、

「……なんだ。ちょっと強く、なりすぎたか？」

　うんざりするような声こわ音ねで、月光は言った。

　恐きよう怖ふに怯おびえて。自分よりも頭のいい、天才の弟に怯えてここまで生きてきたが。

「……はは。どうやら俺は、日向の予想を超こえるほどに、進んでしまったようだ」

　少しだけ満足気にそう言って、彼は再ふたたび下を見る。自分が押し倒している、稲妻少女の姿を見る。

　いや、もう稲妻少女じゃないか。彼女の力はいま、凶スペル・剣エラーが封ふうじてしまっている。だから彼女は、稲妻の力を失ってしまっている。体を覆っていた稲妻は消え、そして髪の色も、瞳の色も黒く、別段目を引くようなものではなくなってしまっていた。

　もういま、彼の下にいるのは稲妻少女ではなく、普通の、小柄で、ちょっとかわいい、ただの素すっ裸ぱだかの少女だった。

　それに。

「って、雷ビリビリが消えて、あたし裸だぁああああああああああああ!?」

　いまさら少女が叫ぶ。

　あわててぺったんこの胸むねを隠かくし、頬ほおを真っ赤にしてこちらをにらみつけると、

「え、えっち！　スケベ！　変へん態たい！」

　などと言ってくるが、そんなことは月光にはどうでもいい。聞きたいのは一つだけだ。

「……おいガキ。質しつ問もんがある」

「ガキじゃなぁあああああああああああい！」

「いいから答えろ」

「あたしガキじゃないもん！　もう十四なんだからね！　悪魔は十四で大せい人じんなん……」

「やかましい」

　言って、月光は剣を、さらにぐっと強く押し付ける。

　すると彼女の顔が歪み、

「痛ぁああああああい!?」

「当然だ。痛くしたからな。だが痛みをさらにここから二千四百倍まで増ふやすことができる。すみやかに俺の言うことに答えなければ、痛みを倍々で増やしていくぞ？」

　という、その、言葉に。

「う～!?」

　恐怖に怯えた、泣きそうな顔で彼女はこちらを見つめ、言った。

「悪魔め！」

「悪魔はおまえだろうが」

「じゃあいじめっ子だ！」

「違ちがう。俺おれは天才だ」

「へ？」

「いいから黙って質問に答えろ。おまえは日向が遣つかう悪魔の中では、強いほうなのか、弱いほうなのか？」

　その質問の答えによっては、まださらに、やらなければならないことがいろいろあった。もしこいつが弱いのなら、次の悪魔の襲しゆう撃げきに、さらに備そなえる必要がある。だがもしもこいつが、このガキが、この程てい度どの力で強いほうならば、もう、なにもする必要がない。

　ただ笑って、弟が現あらわれたときに言ってやればいい。この九年、ずっと考え続けてきた言葉を言ってやればいい。

『……なぁ日向。結局最後は、俺のほうが上だったな？　ははは』

　それを言う時を思い浮うかべて、月光は少しだけ、笑みを浮かべそうになる。

　だがその笑みは浮かべない。まだ浮かべない。いまはまだ、やることがあるから。

　少女の胸に剣をぐっと押し付けて、続ける。

「さあ答えろ。おまえは強いのか、弱いのか？」

「あ、あたしは転んでも泣かない、超強い子だってママが……」

「そんな話は聞いてなぁああああい！」

「痛ぁあああああい！　痛い痛い！」

「きちんと相そう対たい評ひよう価かで答えろ。いいか？　俺が聞いてるのは、おまえは、日向が飼かってる悪魔よりも、強いのか？　弱いのか？」

　その、言葉に。

「…………」

　少女が一瞬口くち籠ごもる。

　それに月光はすぐに、

「なんだ。結局おまえはただの雑ざ魚こか」

「ち、違う！　あたしヒナタには一回魔ま方ほう陣じんで呼びだされただけだから、あいつのことよく知らないだけだもん！」

「ふむ。じゃあおまえは、日向のことはほとんど知らないってことか？」

「うん」

「じゃあ、質問を変える。おまえは悪魔の中では強いのか、雑魚なのか」

　聞いてから、しかしそれは、聞くまでもない話だとも思った。こんな奴やつが強いはずがない。悪魔がこの程度の力しか持っていないなら、三歳のガキだって夜中に恐こわがらずに一人でトイレにいくだろう。

　終わりだ。話は終わり。あとはこいつを殺して、また次の襲しゆう撃げきに備そなえ……

　が、そこで、少女が言う。胸を剣で刺さされ、力を封じられているにもかかわらず、なぜか自信に溢あふれる笑えみを浮うかべて、

「あたしは強いよ、ゲッコー」

　そう言った。

　それに、月光はもう一度彼女の顔を見る。力を失うしなって、黒くなってしまっている瞳ひとみを見つめる。

「ほう？　この程度でか？」

「そ、それは……まだあたしが誰だれとも契けい約やくしてないから、こっちの世界じゃ力が出せてないだけだもん」

「へぇ。じゃあ契約してればいまよりも強いって？」

　すると少女はまた、笑みを浮かべ、

「少なくともおまえごときに後おくれはとらない！　なんせ雷インドラのアンドゥの血を引いてるのは、いまはあたしだけだからな！」

　自信満々の顔でそう言った。

　インドラのアンドゥ──その名前に、月光には覚えがなかった。インドラというのはどこぞの宗しゆう教きようの雷の魔王の名前だが、アンドゥってのは、なんだ？　いやそもそも、それと同じインドラなのか？　まあ、しかしどちらにせよ──月光は、言う。

「……おまえ、駆かけ引きをしてるだろ？」

　瞬しゆん間かん。

「……う」

　と言って、稲いな妻ずま少女の顔が緊きん張ちようする。

　月光が続ける。

「ここで俺に殺されないために、自分は役に立つ、強い悪魔だと見せかけようと……」

　が、それに、

「つ、強いのはほんとだって！」

「嘘うそだな」

「ほんとだから！　アンドゥのミライっていったら、向こうじゃ有名なんだから！」

　彼女はそう言った。

　アンドゥのミライ。

　ミライというのが、彼女の名前らしい。

　月光はその、ミライのかわいらしい顔を見る。

　そして言った。

「で、おまえは死にたくないと？」

　彼女はこくこくとうなずく。

「そのために、俺の奴ど隷れいになると？」

「ど、奴隷!?　なんであたしが奴隷になんかなるのよ！　あたしを誰だと思っ……痛ぁああああああああああい!?」

「いいから、答えろ。おまえは俺と契けい約やくを結んだら、日向の寄よこす悪魔に勝てるか？」

　その問いに、胸に刺ささった剣けんを憎にく々にくしげに見つめながら、ミライは答える。

「け、契約が終われば、あたしは誰にも負けない。あんたにもね」

　彼女は目を上げ、月光のこともうらめしそうににらむ。

　それに彼は笑みを浮かべ、

「なるほど。いいだろう。なら、おまえを生かしてやる。そして契約してやる」

「ほ、ほんとか!?」

「ほんとだ」

「じゃ、じゃあおまえはあたしに、《生いけ贄にえ》を差し出すってことか？」

「ああ。差し出そう」

　そう言って、月光はこの九年の間に調べてきた、悪魔との契約についての情じよう報ほうを思いだす。

《悪魔との契約》

　それは人間が、自らの大切にしているものを悪魔に、《生贄》として差し出すことによって成立するという。

　すると《生贄》を喰くらった悪魔が力を得、この世でその力を、契約者のために使うことができるようになるという。

　しかし大たい抵ていの場合、人間は自分自身よりも大切なものを持っていないせいで、自分自身の魂たましいを悪魔に捧ささげて契約を成立させることになる。

　だから日向の場合は、特とく殊しゆなケースだった。

　自分自身よりも日向は、両親と──

　そして俺を。

「…………」

　俺を、大切に思っていたのだ。

　それに、なんて皮ひ肉にくな話だろうと月光は思う。

　それは九年経たったいまでも変わらないのだ。

　日向は双ふた子ごの兄である月光をいまでも愛していて、だから悪魔の《生贄》に、月光を選んだ。

　だから悪魔がここにきた。

　だからミライが、ここにきたのだ。

　とそこで、

「じゃあ、じゃあ早く《生贄》を差し出せ！　おまえの大切なものを差し出せ！　あたしと契約しよう！　契約したらもう、あたしは誰にも負けないぞ」

　なんてことを、ミライが言ってくる。

　悪魔にとっての契約のメリットがどうなっているのかは調べた文ぶん献けんにはどこにも出てこなかったが、この喜びようをみると、なにか、大きなメリットがあるのだろう。

「じゃあ契約するか」

「しよう！　早くしよう！　で、なに？　なにを差し出す？　自分の魂か？　それとも愛する家族の命か？　おまえはいったい、なにを大切にしている？」

　その問いに、月光は考える。

　大切にしているもの。自分が大切にしているもの。それはいくつかある。手放したくないものは、いくつかある。

「さあ早く言え。大切にしているものを言え。言ってあたしと契約しよう」

　ミライが言う。わくわくしているような顔で彼女が言う。

　それに月光は、

「俺が大切にしているものは……」

「うん」

「大切にしてるものは……」

　そして月光は、答えた。

「おまえだ……ミライ」

　すると彼女は大きくうなずき、

「わかった！　じゃあそれを《生贄》に貰もらっ………………って、え？　いま、なんて言った？」

「だからおまえだと言った」

　その、月光の言葉に、ミライはびっくりしたような顔になり、それから急に、なにか思い付いたとばかりに恥はずかしそうに顔を赤らめて、

「え？　へ？　え？　それ、どゆことどゆこと？　それってあの、ええと、ゲッコーってば、あ、あたしのことがその、好きに……」

　それにすぐさま、

「己うぬ惚ぼれるな馬ば鹿かガキが」

「馬鹿ガキ言うなぁあああああああ!?　って、じゃあ、じゃあどういうことよ！　あたしと契約するんじゃないの？」

「契約はする」

「じゃあ早く大切にしてるものを言ってよ」

「だからおまえだ」

「だからなんであたしかぁあああああああ!?　ゲッコーはあたしと契約するんでしょ？　なのにあたしを《生贄》にしてどうすんのよ!?　全然意味わかんないんだけど！」

　彼女がもう、まったくわけがわからないという顔で怒ど鳴なるが、月光は気にせず、淡たん々たんとした口調で言った。

「わからないのはおまえが馬鹿だからだ。いまの状じよう況きようを考えてみろ。いま殺されかけてるのは誰だ？　おまえだろう？　なら、命いのち乞ごいをするのはおまえのほうじゃないのか？　だから俺はおまえに売ってやる。いま、すぐにでも殺せるおまえの命を売ってやる。おまえはそれを買いとって、俺との契約にしろ」

　という言葉に、ミライは今度こそ馬鹿かこいつはと言わんばかりの顔で、

「そ、そんな滅め茶ちや苦く茶ちやな理り屈くつで契約できるわけないでしょがっ！　契約ってけっこうルール厳きびしいんだからね！　ゲッコーがほんとに大切にしているものを捧げてくれないと、ちゃんとした契約は……」

　が、そこで、月光は言った。

　真剣な顔で、ミライを見つめ、

「俺はほんとに、おまえを大切に思ってるぞ」

　そう言った。

　それにミライがなぜかまた、困こまったような、びっくりしたような、恥ずかしそうな顔になって、

「だ、だ、だからなんでそういうことを真顔で言うわけぇ!?　そんなはずないじゃん！　あたしとゲッコー、さっき会ったばっかなのに、なんであたしがゲッコーの大切な人になるのよ!?」

　という質問の答えは、しかし、至し極ごく簡かん単たんだった。

「それはおまえがもしかすると強いからだ。日向が差し向けてくる悪魔を、退しりぞけることができると言ったからだ。もしそれが本当なら、俺はおまえを大切に思うだろう。おまえが本当に役に立つのなら、そこそこ有用な奴ど隷れいとして、俺はおまえを大切に思うだろう」

　という、愛に満ち溢あふれた言葉にミライは、

「ふざっけんなぁあああああああ!?」

　叫さけんだ。

　だが、それにはなんの意味もない。

　彼女に選せん択たく権けんはないのだから。

　月光は彼女を見おろす。

「別に俺はどちらでもいいんだ。契約したくなければここでおまえを殺すだけだ。さあさっさと選べ。おまえはどうしたい？　生きて俺の奴隷になるか。それともこの場で孤独に死ぬか」

　殺すのは簡単だった。この剣は、そのための剣なのだから。

　それに。

「…………」

　ミライはこちらをにらむ。うう～とうめきながら、いまにも泣きそうな顔でこちらをにらむ。そして、言った。

「そ、そんな滅茶苦茶な契約は成立しないよ。ゲッコーにとってほんとに大切なものを《生贄》にしなきゃ、契約はうまくいかないもん。うまくいかなかったら──嘘うその《生贄》を喰わされた悪あく魔まは、死んじゃうんだよ？」

　が、しかしそれにあっさり、

「死ねよ」

「うう～」

「どちらにしても死ぬなら、悩なやむ必要はないだろう？」

「ううう～」

「だが少なくとも、契約を試ためしてみる価か値ちはあると思うぞ。俺がおまえを大切に思っているという気持ちに嘘はない」

「ウソだぁ」

「嘘じゃない。本当におまえが弟を──日向を殺す役に立つのなら、おまえは俺にとって、自分の命よりも大切な存そん在ざいになる」

　そう、月光は言った。

　そしてそれはあながち、嘘ではなかった。

　この九年、そればかりを考えて生きてきたのだから。いつか、再ふたたび目の前に現あらわれた弟に、一発喰くらわすことばかりを考えて生きてきたのだから。

「さあ決めろ。死ぬか、俺と契約するか。《生贄》はおまえの命だ。さて、どちらにする？」

　その言葉に、ミライはそれでも、少し考えこむような顔になって、

「もぉ、なんであたしの初めての契約者が、こんなめんどくさい奴やつなのよぉ……」

　げんなりと言う。それから意を決したような顔になって、こちらを見上げる。

「でも……でも、いいよ。わかった。それで契約してみる……」

「決心したか？」

「だってそれしかないじゃん！」

「そうだ」

「じゃあするしかないじゃん！」

「そうだな」

「馬鹿ぁ!!」

　と、ミライは半泣きで叫ぶ。

　だがそんなのはどうでもいい。月光は左手を前に出す。

「さっさと契約を完かん了りようしろ」

「ううう……なんでこいつ、こいつこんなに偉えらそうなの？　あたしほんとはすごい悪魔なのに……」

　言いながら、彼女も手を出す。そして月光の手を握にぎる。それから少しだけ、怯おびえるような顔になる。

「あ、あたし……あたしここで、死ぬかもしんないんだよね」

「…………」

「ゲッコーにとってあたしが大切じゃなかったら、さくっと死ぬかもしんないんだよね」

「…………」

「嘘でしょ～。ありえない。こんなの絶ぜつ対たいありえないってぇ。ううううう怖こわいよぉ」

「いいから早くしろ」

「うううううう」

「もしくはもう殺すぞ？」

　言って、月光は剣けんに力を込こめようとして、

「うううう待って。わかった。ちゃんとやるから。じゃあ、あれだよ？　あたしのこと、ほんとにほんとに大切に思ってよ？」

「ああ」

「ほんとだよ？」

「ああ、もうわかったから、早くしろよ」

「うううう絶対こいつ、大切に思ってないよぉ～」

　と、泣きそうな顔で言いながら、彼女は強く、月光の手を握り締しめる。

「契けい約やくするよ？」

「ああ」

「うぇ～怖いよぉ、すごい怖いよぉ……けど……死にたくないけど……ううううう、や、やるぞおりゃぁっ！」

　言って、彼女は目を閉とじる。すると彼女の全身がなにやら青黒く光って、それが手を通して、こちらに移うつってくる。

　そしてその光が、彼の中のなにかを探さぐるように、全身を駆かけめぐる。それからまた、光がミライのほうへと戻っていく。月光の左手から、ミライの右手へ。それから腕うで、肩かた、首を通って、左胸の、心しん臓ぞうがあるあたりに移い動どうしたところで、光が、消える。

　そして。

「…………」

「…………」

　そこでミライが、目を開いた。それから、震ふるえる声こわ音ねで言う。

「あ、あたし、死んでない？」

「そのようだな。契約は完了したのか？」

「う、うん」

「死んでないな」

「うん。ってか、嘘みたい……ほ、ほんとにゲッコーは、あたしのことを大切に思ってたんだね」

「有用な奴ど隷れいとしてな」

　しかしそれに、

「…………」

　それになぜか、ミライは答えない。妙みように恥はずかしそうに顔を赤らめて、挙きよ動どう不ふ審しんにきょろきょろしてから、目をそらす。

　だが、月光の興きよう味みはそんなところにはなかった。彼が興味がある場所は、ただ一つだ。

「じゃあ、おまえの力を見せてみろ。契約したら、俺なんて敵てきじゃないんだろう？　その力を、見せてみろ」

　という言葉に、

「あ！　そうだった！」

　彼女は急に得意気な顔になって、

「あたしの力を見て驚おどろくなよ」

「はっ。驚くほどの力があればいいがな」

「馬ば鹿かにしてられるのも、いまのうちだけだぁああああああああああああ！」

　言って、彼女は胸に刺さっている剣を、両手で握った。それから、

「むむむむむむむ～」

　それを、引き抜こうとする。

　と同時に、彼女の全身を取り囲む稲いな妻ずまが、復ふつ活かつしようとする。びり、びりびりと雷いかずちが弾はじけて、彼女の髪かみと目が、金色に染そまっていこうとする。

　それはしかし、ありえないことだった。

　彼女の胸に刺し込んでいるこの凶スペル・剣エラーは、すべての魔の力を抑おさえこむ力を持っているはずなのだ。

　それはどんな悪魔の力でも、いや、神の力ですら封ふうじてしまうほどの強大な力を秘ひめているのだよ──と、この剣の持ち主だったヨーロッパの僻へき地ち、アンドラ公国の山の上に住んでいたアル中のうさんくさい神父が教えてくれた。

　だがそれを、こいつは引き抜こうとしている。

「むぅ～、ぉおおおおおおおお～！」

　無理矢理、引き抜こうとしている。

　彼女の、両手にも稲妻が宿る。少しずつ剣が抜かれていくにつれて、徐じよ々じよに力が戻ってきているようで、彼女の全身に稲妻がどんどん集まってくる。その力は、すでに、最初に見たときよりも大きい。

　それに。

「…………」

　月光は思わず、笑みを浮かべた。

　あながちこいつが言っていた言葉は、嘘じゃなかったのかもしれないと思い、笑みを浮かべた。

　インドラのアンドゥの血を引く大悪魔。

　日向が契約しようと思っていた新しい悪魔。

　それを横取りして、奴隷にしてやった。

　奴やつの鼻をあかしてやった。

　それに。

「は、はは」

　と、月光は小さく笑った。

　するとなにを勘かん違ちがいしたのか、ミライがこちらをにらみ、

「わ、笑ってられるのも、いまのうちだけなんだからなっ！　この妙な剣を抜いたら、そしたら、あんたなんか、バーンってぶち殺しちゃうんだからなっ！」

「うん？　俺を殺す？　それは契約違い反はんだろう？」

「知るかぁっ！」

「そういうのは困るな。聞きわけがない奴隷には、お仕置きが必要だ」

　しかしそれに、

「お仕置きされるいじめっ子は、おまえのほうだぁああああ！」

　言って、ミライは思いっ切り剣を引き抜こうとする。このままだと確かに、剣を抜かれ、その後バーンっと稲妻で黒こげにされてしまうかもしれない。

　だが。

「そうはならない」

　月光は言って、それから小さく、

「エル、エルエルト」

　いくつかの呪じゆ文もんを唱える。

　するとその瞬しゆん間かん、凶スペル・剣エラーが、本当の姿すがたを顕あらわす。漆しつ黒こくの刀身が血の色に染まり──

　それをミライが見て、

「へ？　お、おまえ、今度はなにしようと……」

　が、やはり月光は彼女の言葉など無む視しで、呪文の続きを唱える。

　いや、呪のろいの続きを唱える。

「トリス、エルミレ」

　その呪いは口づけによって行われる。剣を突き刺し、呪いをかけて、そして口づけをされた者は、その、すべてを失う。

「…………」

　月光はミライの手をつかみ、その手を自分のほうへと引きよせる。そしてそのまま、その手の甲こうに唇くちびるを──

「ちょ!?　えぇっ!?　な、なんでいきなりキス!?　そ、そんなのまだ早っ……」







[image: ]








　そこで、彼女の言葉が止まった。そして唇が手の甲に触ふれた瞬間、呪いが発動した。血の色をした剣の赤が、ミライの胸へと注入されていく。

　刹せつ那な。

「かはっ」

　彼女は、苦しそうな声を上げる。

　するとみるみるうちに、彼女の体に戻り始めていた稲妻が、消えていく。髪も、目も、再び色を失い、黒に戻り始める。引き抜きかけていた剣も、彼女の力が失われたのと同時に、再びずぶずぶと深く、胸に刺さっていく。

　彼女はそれに、ぐったりとした表情でこちらを見上げ、

「……な、なに？　今度はなにしたの？」

　そう言った。

　それに月光は答える。

「呪いだ。うるさいガキが騒さわがないよう、おまえの力を七割わり、封じさせてもらった。もしおまえがもう一度、すべての力を使いたいときは、俺の許きよ可かを得る必要がある。俺がおまえにキスをして呪いを解とかなければ、おまえに力は戻らない」

　という、その言葉に。

　ミライは今度こそ、怒おこったような顔で言った。

「な、な、な、なんでキス!?」

「ん？　突っこむところは、そこか？」

「ええええ、そ、そこ突っこむでしょ普ふ通つう!?　悪魔を管理するために呪いをかけるとかいうワルもんの話はよく聞くからまあいいとしても、その解かい呪じゆ方法がなんでキス!?」

「知るか」

「知っとけ！」

「剣の能ちか力らがたまたまそうだったんだから、仕方ないだろう」

「仕方なくなぁああああああああああい！　だってだって、あたしあれだよ？　まだ十四なんだよ？　き、キスとか全然したことないんだよ？　なのにキスって……キスしないと力使えないって……そんなの、そんなの……」

　とかなんとか、いろいろと彼女には言いたいことがあるようだったが、まったくもってどうでもいいことのようなので、月光はため息をついて聞くのをやめた。

「あたしの話を聞けぇえええええええ！」

　という叫び声も、聞く必要はない。

　彼は剣を抜き、立ち上がる。もう剣を抜いても、彼女の力は戻らない。呪いがかかっているからだ。彼女の髪と目が黒いままで、稲妻をまとっていないので素っ裸なのを確かく認にんしてから、

「うむ」

　と一つうなずくと、月光は踵きびすを返して立ち上がる。

　それに後ろから、

「うむじゃなぁあああああああああああい！　だいたい、なんで放置!?　無理矢理力奪うばっといて、あたし放置!?」

　と、うるさく騒さわぐので、月光が振り返ろうとすると、

「ふ、振り向いちゃだめぇええええ!?　スケベ！　変態!!　あ、あたしいま、稲妻なくなっちゃって裸だからぁ!?　目、目ぇつぶってろっ!!」

「…………」

　それにもう、月光はうんざりする。

「じゃあどうすればいい？」

「ちょ、ちょっと待ってて。いま、いま服着るから」

「持ってるのか？」

「持ってないよ！」

「じゃあどうする？」

「いいから目、つぶっててって!!　もし開けたら今後はスケベ田だエロ五ご郎ろうって名前で呼ぶからな！　ほんとだからな！」

　なんてうるさく言ってから、なにやら彼女は部屋に入ってくる。

　それに月光は再ふたたび、目を閉とじる。

　そしてちょっとだけ。ちょっとだけ、こんなうるさい悪あく魔まと契けい約やくしたのは、間ま違ちがいだったかな、と後こう悔かいする。

　部屋の中では、ごそごそといろいろなものが荒あらされる音がしている。それから箪たん笥すを開けるような音。なによなんも入ってないじゃん！　と怒鳴る声。続いて月光の、この家に戻ってきたときに持ってきた、旅行鞄かばんを開ける音がして、さらにガタンゴトンガタンゴトン鳴ったあげくにうあーなによもう全部大きいじゃない！　とかそんな声があがった末に、

「い、いいよ！」

　という、声がした。

　それに月光は目を開ける。

　すると暗い部屋の中には、一人のかわいい女の子がいる。

　どこから見つけてきたのかヘアゴムで長い黒くろ髪かみをポニーにして、月光のワイシャツを、ダブダブにして着ている。顔はなぜかちょっと恥ずかしそうに赤らんでいて。たれ目のくせに気が強そうに見える瞳ひとみが、うるんでいる。どうかな？　似に合あうかな？　かわいいかな？　とか、そんな表情。

　もう、それは、どこからどう見ても普通の女の子で。

　それもかなりかわいい女の子で。

　まるで悪魔に見えない。

　まるで強そうに見えない。

　それを見て、月光は思った。

　心の底から、思った。

　そしてその気持ちを、彼女に伝えた。

「ふむ。おまえのウザさにうんざりしたから、やはり契約は解かい除じよに……」

　刹那。

「おまえのほうが千倍ウザいわぁああああああああああああああああああああ!!」

　ミライが絶ぜつ叫きようした。




　と──




　それが紅月光と、アンドゥのミライ──もとい、安藤美雷との出会いだった。

　それから二人は同じ家に暮くらすようになり。さらに同じ宮阪高校に通い、二か月が経けい過かするまでが、昨日までの物語だった。




　そして再び月光は目の前を見る。

　いつもの生徒会室を見る。

　放課後の、すでに校門が閉しまってしまった後の生徒会室を見る。

　十六歳さいになりたての月光が生徒会長になり。

　まだ十四歳の、おまけに国こく籍せき不明で、さらには人ですらない美雷を平然と受け入れるような狂くるった学校の、生徒会室を見る。

　その生徒会室で、セーラー服姿すがたの美雷が叫ぶ。両手で壁かべを押おさえ付けながら、必死な顔で叫ぶ。

「うおおおおもう無理だよおおお！　もう絶対無理だよゲッコー！　力封ふう印いんされたままじゃ、これ以上は押さえきれないよ！　だから早く、早くキスして、力を解かい放ほうしてよ！」

　それに月光は、美雷が、必死に押さえている壁を見る。

　刹せつ那な、ドクンっと、壁が歪ゆがもうとする。ぐにゃりと、次元そのものをねじ曲げようとするかのように、歪もうとする。

　それを美雷が必死に、

「うあ」

　とか、

「ンにゃろ」

　とか声を上げて、押さえ込んでいる。

　あきらかになにか、異い常じようなものが壁の向こうからこちら側へとやってこようとしているのがわかった。異様なことが、この生徒会室で起ころうとしているのがわかった。

　しかしそれに月光は、

「封印を解かずともおまえなら抑えきれるだろう？　それともなにか？　あたしは大悪魔なんだぞと大おお見み得えきったのは全部嘘うそか？」

　なんてことを、まるで動じないまま言う。

　というより、こんなことはここでは、この生徒会室では日常茶さ飯はん事じなのだ。

　壁を歪ませる次元の裂さけ目。

　いくつもの別の世界へと続く奇き妙みような穴あな。

　ここは、それを管理するために設せつ立りつされた施し設せつだった。おまけにその穴を往いき来できるのは、十八歳までのガキだけだという。

　だからこの学校は造られた。

　軍が、他国の目からカムフラージュしながら、子こ供どもたちに裂け目を管理させるために建てられた学校。

　異常な力を持ったガキを集めて造った、異常な学校。

　もちろんほとんどの学生はそのことを知らない。いや、教きよう師しすらその事実を知らない。

　知っているのは学校の建物の地下に造られた施設で働いている軍部の人間と、裂け目を管理している生徒会の人間だけだ。

　そして月光は、前生徒会長を半殺しにし、さらには無能な生徒会委員たちを全員クビにして、あっさりこの学校の生徒会長の座ざについた。この学校において、生徒会長は絶大な権けん力りよくを有する。どの生徒よりも、どの教師よりも、圧あつ倒とう的な権力を有する。

　当然だろう。次元の裂け目の向こう側、別の世界から見つかる力や、道具や、生物は、この国の力を飛ひ躍やく的に向上させる可か能のう性せいを秘ひめているのだから。

　そしてそのすべてを管理するのが、生徒会長の役目なのだから。

　だから誰もが生徒会長になることを夢ゆめみる。事情を知って、この学校にきた者なら、誰もが生徒会長になることを夢みる。

　地位も名声も、なにもかもがほしいままになるから。

　だが。

「…………」

　だがその、すべてが、月光にとってはどうでもよかった。

　次元の向こうがどうなっているかとか、軍部がなにを考えているかとか、なぜここに、次元の裂け目が現れたのかとか、生徒会長になることによって、どれほどの権力が手に入るのかとか、そんなことのすべてが、月光にはどうでもよかった。

　彼に必要なのは、力だけ。いつか現れるであろう、日向を殺すことができるだけの力が手に入るのなら、なんでもよかった。そしてその力が、ここにはありそうだから、ここにきた。ただ、それだけだった。

　とそこで、美雷が押さえていた壁の向こうから──




《▼ヴァアアアァァーヴァーヴァーヴァアアアアアアア１アアアア１アアアア１２アアア▽》




　などと耳みみ障ざわりな咆ほう哮こうを上げながら、奇妙な化け物のようなものが入り込んでこようとしてくる。悪魔とはまた違う、妙な化け物が出てこようとする。

　美雷がそれに、

「ううううううもう無理！　無理だってゲッコー!!　た、助けて」

　それにゲッコーは、

「本当に、雑ざ魚こはこれだから困こまる」

　言いながら、美雷に近付いていく。

　すると美雷が、

「ざ、雑魚じゃない……もん」

　言いながら、しかし、もうだいぶ苦しそうだった。力の競せりあいで、壁かべの、向こう側からやってくるなにかに、彼女は負けそうだった。

　それに月光は小さくため息をついてから、彼女の背はい後ごへと歩いていく。それから彼女の首くび筋すじに、まるで吸きゆう血けつ鬼きかなにかのように、彼は唇くちびるを近付けていくと、

「なら実力を見せてみろよ。向こうの化け物より、おまえのほうがより凶きよう悪あくな化け物なところを、見せてやれ」

　言って、そっと、触れる。

　月光の唇が、美雷の首筋に触れる。

　その、途と端たん。

「……呪いが、解けったぁあああああああああああああっ!!」

　彼女の力が弾はじけた。

　髪かみの色が金に変わり、ヘアゴムが弾けて稲いな妻ずま状じように宙ちゆうを舞まう。

　鋭い金の瞳は自信に満ち溢あふれ、

「じゃあ見てろよゲッコー！　この化け物を瞬しゆん殺さつして、あたしがすげぇえええええ強いとこ見せつけてやるから、ちゃんと見……」

　が、そのときにはもう、月光は踵きびすを返し、机つくえに戻ろうとしていて、

「こっち向けぇええええええええええ!!」

　全身を稲妻できらめかせながら、セーラー服を着たかわいい悪魔が叫ぶ。

　だが見ない。見る必要もない。

「いいからさっさとそいつを始末しろ。一分以内だ。終わったら、その次元の穴の向こう側へいくぞ。その化け物をこっちに寄こした馬ば鹿か──サイトヒメアを捕とらえにいく」

「ちょ、ちょっとだから待ってって。そうじゃなくて、あの、ゲッコーはあたしがかっこよく化け物をやっつける姿すがたを見てくれな……」

　とそこで、

「うわ、ちょっ、このヤロ、なにあたしがしゃべってる最中に攻こう撃げきしてきて……うわぁ、こいつのヨダレ、酸さんじゃぁあああああん」

　などと戦せん闘とうが始まっていて。

　それに、一度だけ振ふり返る。すると美雷が、壁から飛びだしてきたヘドロのような、ぐにゃぐにゃと実態のない化け物と戦っている。稲妻状に散らばった金色の髪をカクカクと動かして化け物を突き刺したり、拳こぶしに宿らせた稲妻を叩たたき付けたりと派は手でに動きまわっているが、それに月光は、

「ふむ」

　と一つうなずいてから、椅い子すに座すわる。紅こう茶ちやを一口飲んでから再ふたたび読んでいた本の続きを読もうとして、しかし、机の上にあったあの書類に、目をやる。

　表紙に、




《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》サイトヒメア

《犠ぎ者しや》クロガネタイト

　そして、紅月光について。




　と書かれた、書類。

　それに目をやって。

　それからその、内ない容ようを思いだす。

　それはこの、クソのように面めん倒どうで、遠回しで、最悪の事態を引きおこしてしまっている出来の悪い筋書きを構こう築ちくする、いくつかの勢せい力りよくについての情報だった。

　それを思い出す。そこに書かれていた、内容を思い出す。そしてそれを、頭の中に展てん開かいする。するとその書類の中には、こんなことが書かれていた。




　最悪の魔法《幸福》を創つくりだした《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》バールスクラと、その愛人だったサイトヒメアについて。




　そのサイトヒメアと何人かの《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》の裏うら切ぎりにより、バールスクラが封ふう印いんされたことについて。




　しかしバールスクラとともに数々の魔術犯はん罪ざいを犯おかしてきたサイトヒメアやその他の《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》たちは、世界中の『教会』から追われる指名手配犯になったことについて。




　ほとんどの《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》はその行ゆく方えを完全に隠かくし、『教会』は彼らを見付けだすことができなかったのだが、中でも最重要人物であるサイトヒメアを九年前、我わが軍はたまたま発見することに成功したことについて。




　魔神信しん仰こう者しやに捕つかまり、実験され、それでもなんとか瀕ひん死しの状態で逃にげてきたサイトヒメアを拘こう束そくすることに我が軍は成功したことについて。

　ちなみにそのとき、サイトヒメアは、泣きながらタイトタイトと意味不明の言葉を叫さけび狂くるっていた。

　そしてそのままいくつかの実験を試みるが、しかし残念ながら彼女にはもう、なんの力もないことが判はん明めいした。




　魔神信仰者に奪うばわれたか、もしくはどこかに隠したか、もっとも凶悪な魔の一種である《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》としての能のう力りよくは、すでに失われていることがそこで判はん明めいした。隠したのならその場所を吐はけと、拷ごう問もんを繰くり返してみるも、彼女は口を割わらない。




　ただ彼女は、タイトに会いたいと、泣き続けるだけ。

　ただ彼女は、タイトに逢あいたいと、泣き続けるガラクタ。




　やはり本当に、彼女は力を失ってしまったのだろう。

　拷問の中止が決定する。




　やがてその、タイトというのが、鉄くろがね大たい兎とという名の少年だということがわかる。我が軍の管かん轄かつ下かにある街に住む少年の名前だということがわかる。だが、その少年にもどうやらたいした能力はなく、空手が得意なだけのただの子こ供どもでしかなく、もう、これ以上の調ちよう査さは必要ないと判断される。もちろんそちらへの監かん視しは続けるが、当面サイトヒメア、クロガネタイトの両名が、我が軍にとって重要な研究対象にはなりえないと判断される。




　よって軍は、サイトヒメアの売ばい却きやくを検けん討とうする。




　サイトヒメアと、その主あるじであったバールスクラに怯おびえ続けている『教イタリアの会クズども』へ売却することを決定する。




　そして高たか値ねで売却され、彼女は次元の向こう側に幽ゆう閉へいされた。

『教会』が用意したその次元の向こう側には、音がないという。光もないという。入れられた者は、一様に狂うという。

　なんの力もない、ただのガラクタに成り下がった魔物が、その異次元の監かん獄ごくから抜ぬけだすことはできないだろう。

　この案あん件けんは、終わった。




　そして九年の月日が流れた。




　その間、なにごともなかった。

　だが数時間前。

　突とつ然ぜんその、次元の向こう側に異変が起きた。

　なんの力もないはずのサイトヒメアが突とつ如じよ、脱だつ走そうを図はかったのだ。

　彼女はあっさりといくつかの次元を超こえ、『教会』はその姿を見失ってしまったため、我が軍に助力を求めてきた。




　それと同時。

　サイトヒメアが力を発はつ現げんしたのと同時。




　彼女を監かん禁きんしていたはずの世界に、侵しん入にゆうしてこようとした者がいたという。

　その侵入者の捕ほ縛ばくの依い頼らいも、我わが軍に届とどいた。

『教会』からの情じよう報ほうでは、おそらく侵入者は、サイトヒメアを捕とらえ、バールスクラの封印を解こうと企たくらむ狂った魔神信仰者だろうということだった。

　そしてその、化け物を復ふつ活かつさせようとしている狂った魔神信仰者の一人は。




　サイトヒメアを拉ら致ちしようとしている狂った魔神信仰者の一人は、貴き軍ぐんが飼かっている、宮阪高校の生徒会長──紅月光ではないか？




　と、『教会』が言ってきている。




「…………」

　というのが、この書類に書かれている、ざっとした内容だった。

　そして月光はその、最後の部分。

　最後に書かれている文章をもう一度、書類をぺらぺらとめくって、開く。

　するとそこには、こう書かれている。




　サイトヒメアを拉ら致ちしようとしている狂った魔神信仰者の一人は、貴軍が飼っている、宮阪高校の生徒会長──紅月光ではないか？　そう『教会』から通達があり、我が軍はただちに紅月光の会長の任にんを解とき、処しよ刑けいすることを決定した。




　という、記き述じゆつを見て。

　紅月光は、その記述を見て、

「はっ」

　馬ば鹿かにしたように笑った。

　と、同時。

　どん！

　という音がした。

　それに彼は、横を見る。生徒会室への入口の扉とびらについている、小こ窓まどを見る。

　するとその小窓を割ろうと、どんっ、どんっと銃じゆうの柄つかの部分で殴なぐり付け、無理矢理生徒会室に入ってこようとしてる数十人の部隊の姿を、月光は確かく認にんする。

　その、銃を持った、軍服に身を包んだ男たちの一人が言う。

「紅月光！　君は包囲されている！　おとなしく投とう降こうするなら、命までは奪うばわない。扉を開けて、出てきなさい！」

　なんていう声が響ひびく。

　それを見て。

「…………」

　月光はただ、笑う。

　無理矢理、力ちから業わざで扉を開けようとしている軍の馬鹿どもの姿に、彼は笑う。

「そんなんじゃ開かないよ、その扉は。すでに術で封をしてある。専せん門もんの解カース呪ブレイ屋カーでも呼んでこない限り、その扉は開かない」

　すると外にいる男が言った。

「解カース呪ブレイ屋カーはもう手配した。扉が開くのは時間の問題だ。だが、その前に投降するべきだ。自分の命が大切……」

　が、そこで月光はもう、その男のくだらない言葉を聞くのをやめた。

　そして再び机の上の書類を見る。

　最後の部分。

　一番、後ろのページの部分。




　サイトヒメアを拉致しようとしている狂った魔神信仰者の一人は、貴軍が飼っている、宮阪高校の生徒会長──紅月光ではないか？




「…………」

　しかしその、バールスクラとやらの存そん在ざいを、同じ宮阪高校の生徒である月光は、生徒会長になり、《犠者》クロガネタイトを監かん視しする任にん務むを軍に与あたえられるまで知らなかった。

　つまり、そんな見知らぬ化け物を復ふつ活かつさせようだなんて、月光は少しも思ったことはなかったのだ。

　だが軍や『教会』は、月光がバールスクラを復活させようとしていると勘かん違ちがいしている。

　月光はまったく知らないのに、なぜか軍や『教会』は、月光がバールスクラを復活させようとしていると勘違いしている。

　それは、なぜか？

　どうして軍は、月光がバールスクラを復活させようとしていると勘違いしているのか？

　それに。

「……日向か」

　と、言って、彼は笑えみを浮うかべた。

　自分と同じ姿のあいつが、

「日向がその、バールスクラとやらを復活させようとしてるのか」

　そう言って、彼は笑みを浮かべた。

　そして、それはおもしろいと、思った。ひどくおもしろいと、思った。

　伝説の化け物。

　軍がこれほど騒さわぐほどの、最悪の化け物。

『教会』がこれほど怯おびえるほどの、凶きよう悪あくな化け物。

　その力を日向は手に入れようとしている。その力を日向は、必死に手に入れようとしている。

　なら。

　ならそれを。

「……俺が先に手に入れたら、どうなる？」

　と、そう、少し嬉うれしそうに言ってから、彼は立ち上がった。それから。

「美雷、まだか？」

　と言った。

　すると目の前。生徒会室の中で、派は手でに化け物と戦っていた美雷が、

「おっしゃ倒たおしたぁああああああああ!!」

　という声を上げて。

　しかしそれを、月光は無む視しする。そしてもう一度、書類の読んでおくべき場所を数か所確かく認にんする。

「え？　あの、ちょっ、ゲッコー、あたし倒したよ？」

「…………」

「化け物倒したよ？」

「…………」

「ねえねえ？　あたしってばしゅぱ～ってかっこよく化け物倒し……」

「…………」

「なんで無視かぁあああああ!?　あたし超ちようがんばったのに無視すんなぁあああああ!?」

「…………」

「ちょっと！　ちょっとゲッコー、聞いてんの!?」

　美雷が叫さけぶ。

　それでもしばらく、彼は無視を続け、書類の大切な部分をすべて読み終わり、顔を上げると言った。

「終わったか？」

「とっくに終わってるよ！」

「遅おそかったな」

「遅かったのはゲッコーじゃん!!」

「言い訳わけするな」

　瞬しゆん間かん、美雷はあ然とした顔で、

「ええええええええええ!?　ちょっと、うえええええええ!?　なんなのこいつ!?　なんなのこいつ!?　あ、あたしのこの怒いかりは、どこへ向けたらいいの!?」

　なんて叫ぶが、それもどうでもいい。

　月光は部屋の時計を見る。時刻は二十時五十二分。明日の朝、再び校門が開くまで、まだまるまる一晩ばんある。おそらくは軍の部隊たちも、他の生徒や学校関係者たちに気付かれないよう、学校が始まる前にすべてを片かた付づけたいだろう。それに、

「……十分だな」

　と、月光は呟つぶやいた。

　一晩あれば、このややこしい問題のすべてを、解決する自信が彼にはあった。

　彼は見る。

　美雷が抑おさえこんでいた次元の裂さけ目を見る。

　いま、そこに開いている次元の裂け目は、こことは別の世界に繋つながっている。

　月光にクロガネタイトの監視命令が下ったところで彼はすぐに、サイトヒメアが監かん禁きんされている異界の場所を確認していたので、まずその場所に裂け目を繋ぐ。

　続いて、もしも自分がサイトヒメアだとして、自分が逃にげるのならばここだろうとあたりをつけていた場所へさらに裂け目を繋ぐ。

　さらにその向こうの側へと裂け目を繋ぐ。

　空間を曲げて、次元を曲げて、ありえない世界へと扉を繋ぐ。

「…………」

　それができるのが、この学校の、いや、この宮阪高校が建てられている場所──《聖せい地ち》と呼ばれるこの場所の、特とく殊しゆ性せいだった。

　十八までの『力』を持ったガキなら、次元の狭はざ間まを好きに繋いで、移い動どうすることができる。

　ここから繋がる異世界の形や大きさはさまざまだ。

『教会』が造つくった、サイトヒメアが捕つかまっていた監かん獄ごく程てい度どの広さの場所もあれば。

　こちら側の世界よりも広い──つまり地球全体よりも広く、なのに平野しかなく、竜りゆうが一匹ぴきだけ棲すんでいる──なんて世界。

　もしくは街が三つだけあり、それぞれまったく違ちがう姿の獣けものが棲み、常に戦争をし続けている世界。

　もう、大小さまざま、無数に、いくつもの世界が広がっていて。

　そのすべてをこの学校に、選んで繋ぐことができる。

　そのすべてにこの学校から、移動することができる。

　それはあまりにも特殊な力だった。軍が思わず学校を造って、他国から隠かくしたくなるほどに魅み力りよく的な力だった。

　もちろんその分リスクはある。

　次元を好き放題に繋いでいるうちに、どこか得体の知れない、奇妙な場所に繋がってしまい、そこに棲むとんでもない化け物に襲われる可か能のう性せいがある。

　もしくは決して触ふれてはいけないと協定で決められている封ふう地ちに繋がってしまい、罰ばつ則そくを受けたり、もしくは瞬時に呪のろいがかかって死んでしまう可能性もある。

　さらにはこの場所が、どの世界へも繋がることができるという不安定な場所であるせいで、向こう側から見たこともない化け物が侵しん蝕しよくしてきて、学校の生徒が全員、その日の内に死んでしまう、なんて可能性も──

「…………」

　いや、それは可能性ではなく、十八年前に一度、そういった事じ件けんが起きていた。当時の無む能のうな生徒会長が裂け目を制せい御ぎよしきれずに、異世界の住人の侵略を許ゆるしてしまったのだという。

　だがそれでも。そのリスクを取ったとしても、ここの特殊性にはそれに見あうリターンがあった。それは。

「…………」

　とそこでもう一度、月光は扉の、封印を必死に解こうとしている部隊の面々を見る。この国の無能な大人どもが、揃そろって不様に月光を止めようとしている姿を見る。

　そしてそれを見て、彼は笑みを浮かべた。

「おまえらにこの力の制御は無理だよ」

　そう言ってから再び、彼は美雷がさっきまで抑えていた次元の裂け目を見た。

　この裂け目はさっき、おそらくサイトヒメアがいるであろうと月光が予想していた空間へと、こちら側から《道み程ち》を繋いでみたのだが、

「どうやら、当たりだったようだな」

　と、彼は言った。

《道み程ち》を繋ぐなり、攻撃を受けたのだ。そしてサイトヒメアが、こちらが向こう側へといけないように、化け物を放って攻撃してきた。

　だが、

「逃にがさないぞ、サイトヒメア」

　言いながら、彼は机つくえの横に立てかけてあった剣けんをつかむ。それから立ち上がり、次元の裂け目のほうへと進む。

　そしてその、裂け目の横にいた美雷に、

「……よし。じゃあ、次元の向こうにいくか」

「やだ」

「雑ざ魚こに逆さからう権けん利りはない」

「うああああああ、うああああああ、あたし、あたしほんとにおまえ嫌きら……」

　が、その言葉を無む視しして、月光は美雷の頭をつかむ。

　それに美雷は驚おどろいた顔になり、

「え？　え？　ちょっとなにす……」

　しかしそれも無視して、美雷の頭を無理矢理次元の裂け目へと突つっこみ、

「ちょ、なんであたしが先にいかなきゃいけな……」

「うるさい」

「きゃあああああああああ!?」

　と、美雷の姿が次元の向こうに消えたのを確認してから、

「どうだ？　安全か？」

　と聞く。

　すると怒おこった顔の美雷が次元の裂け目からひょいっと頭をこちらに出して、

「こ、こ、殺すぞおまえぇぇ！」

「ふむ。安全なようだな。ではいこう」

　言って、彼も一気に足を、裂け目の向こうへと踏ふみ入れる。

　そして二人は消えてしまう。

　向こう側へ。

　物語の向こう側へ。

　その先にはいったい、なにが待っているのか？

　部屋の時計がカチンと鳴る。

　針はりが九時を指し、学校中のチャイムが鳴り響く。

　普ふ段だんは鳴らないはずの、夜のチャイムが鳴り響く。







　そして物語を形かたち創づくるもう一つの命運がいま、走り始めた。








　　第四章　緋ひ色いろの魔ま女じょ




　その、数時間前。

　鉄くろがね大たい兎とがトラックに轢ひかれる、数分前。




　すべての世界は苦く痛つうと、絶ぜつ望ぼうに支し配はいされていた。

　そこはなにもない世界だ。

　光も。音も。夢ゆめも、希望も、喜びも、悲しみも、なにもかもが失われてしまった世界。

　その、まったくなにもない場所に、サイトヒメアは拘こう束そくされていた。

「…………」

　小さな体。九年前、ここに閉とじ込こめられたときとまったく同じ、幼おさない姿すがた。

　光のないこの世界の中にあっても、ひどく、ひどく美しい少女だった。

　だが美しいのは見た目だけ。

　その美しさも、魂たましいが抜ぬけた、ガラクタのようになってしまった彼女にとっては、まったく意味のないものだった。

「…………」

　両手両足を杭くいで打たれ、彼女は床ゆかに繋つながれている。

　血はもう、流れていないのに、痛いたみはずっと、刺さされた瞬しゆん間かんと同じだけの苦痛を、彼女に与あたえ続ける。そういう呪のろいがその杭にはかけられているのだ。だから普ふ通つうなら、殺してくれと叫さけびたくなるほどの痛みが、手と、足と、全身を駆かけ回っている。

　それを『教会』の奴やつらは罰ばつだと言った。

　世界を混こん沌とんへと貶おとしめようとした、バールスクラの仲間である犯はん罪ざい者しやへの罰だと言った。

　それから九年間。

　この、九年間ずっと、彼女の体の中を、狂くるいそうになるほどの痛みが駆け巡めぐっている。

　悲鳴をあげて、あげて、あげて、それでも足りないほどの苦痛が駆け巡っている。

「…………」

　だがそれでも、彼女はなにも言わない。

　ただ、虚うつろな瞳ひとみで虚こ空くうを見つめるだけで。

　なにかをじっと待つように。

　なにかがくるのをじっと待つように、彼女はじっと、闇やみしかない世界を見つめるだけで。

　もちろん、最初は叫んだ。

　あまりの絶望に。

　あまりに深い孤こ独どくに、最初は叫んだ。

　助けて。

　誰だれか助けて。

　寂さびしいよ。

　こんな暗いところに一人きりじゃ、寂しいよ、と、彼女は叫んだ。

　しかしその、声は響ひびかない。

　ここには音がないから。

　ここには光がないから。

　ここには希望がないから、彼女の悲鳴は響かない。

　誰の耳にも届とどかない。

「…………」

　だから彼女はもう、声を出すのをやめた。そしてただ、闇を見つめ続けている。

　九年。

　三千二百八十五日。

　七万八千八百四十時間。

「…………」

　長い。

　ひどく、永ながい。

「…………」

　たまに。

　たまに本当に、狂くるうかもしれないと、彼女は思う。

　辛つらくて、苦しくて、このままもう、この闇の中に自分は溶とけていってしまうんじゃないかとさえ、思う。

　そんなときは、無む駄だだとわかっていても、彼女は口を開いてみる。自分に口があるということを確かく認にんするために。まだ、自分が狂ってなくて、生きていて、ここに、この闇の中にいるということを確認するために、彼女は口を開いて。

「…………」

　大兎、と、彼の名前を呼よんでみる。

　もちろん音は響かない。彼の名前を呟つぶやいてみても、彼の名前を聞くことはできない。

　でも、それでも。

「…………」

　その名前を口にしてみると、少しだけ、苦痛がやわらぐ。

　彼女は微ほほ笑えんで、もう一度言う。

　大兎。

　と、彼の名前を呼ぶ。

　そして、まだかな、と呟く。

　音は響かないけれど、まだかな～と、一人、独ひとり、独り、呟く。

「…………」

　まだ、迎むかえにきてくれないのかな。

　もう少し、かかるのかな。

　寂しいな。

　苦しいな。

　ほんとに、辛いよ、大兎。

　ここはほんとに、すごく暗いから。とても暗いから、独りじゃすごく寂しいよ。

　手も、足も痛いし。

　光も、景色もない。

　泣いても、もう、あのときみたいに大兎は涙なみだをぬぐってくれないし。

　だから毎日、あきらめそうになる。

　もうだめかもって、あきらめそうになる。

　でも、それでも。

「…………」

　あきらめようとするたびに、彼の顔が浮うかぶ。

　生まれたときからずっと孤独だった彼女に、声をかけてくれた彼の顔が頭に浮かぶ。

　あまりに大きな力を持ちすぎていたために、ずっと利用され続けて、利用され続けて、もう、なにもかもに絶望して、彼女は姿を消したはずなのに。

　誰の目にも映うつらない呪いを自分にかけていたはずなのに、どうやったのかその、彼女の姿を見つけて、仲間だねって、友達になろうよって、そう言ってくれた彼の言葉を思い出す。

　そして彼は言うのだ。想そう像ぞうの中の彼は言うのだ。いつものあの、優やさしい顔をして。

「ヒメアといると、楽しい」

　って、そう言ってくれて。

　まだ、なんの力も与えてないのに。まだ、私は彼に、なにも与えてないのに。彼は私の力を、なに一つ利用していないのに──彼は私になにも要求しないまま、優しく笑って、

「ヒメアといると、ほんとに楽しい」

　そんなことを、言ってくれて。

　それに、私は動けなくなってしまうほどの衝しよう撃げきを受けた。全身が震ふるえるほどの歓かん喜きを覚えた。

　だって、そんなのは、初めてだったから。

　生まれてからずっと、みんな、私の力だけを欲ほしがっていたから。私の中にある力だけを欲しがっていたから。私の力を利用することだけを考えていたから。

　なのに大兎は、彼は、本当になにも、私に要求しないまま、

「ヒメアといると、楽しいんだ」

　そう、言ってくれた。

　それを思いだすだけで、泣きそうになる。

　そして私も楽しいよって。大兎といると、すごく幸せなんだよって。あなたといるだけで身体が震ふるえるって。なにもかもどうでもよくなって、泣きそうになるって。

　それをもっと、彼に伝えたいって──彼女は、思う。

「…………」

　この、闇しかない場所で、彼女はそう思う。

　だから。

「…………」

　だから大兎の中に、彼女は自分のすべての力を隠かくしたのだ。もう、大兎以外の誰にも、自分の力を利用されないようにしようって。彼だけのために、すべての力を使おうって。私の力は、彼だけのものにしようって、決めたから。

「…………」

　だから契けい約やくした。

　大兎を《犠ぎ者しや》に選んで不死の力を与え、その上で、彼女自身の、すべての力を隠した。

　複ふく雑ざつな術じゆつ式しきで力を覆おおって、彼の中に隠した。

　その力が再ふたたび、彼女に戻もどってくる条じよう件けんは、こうだ。




　１、大兎が死に、不死の力が発動する。




　２、その大兎が私を覚えていて、いまでも覚えていて、彼女を助けにきたいと、彼女がどこにいようと、助けにきたいと、そう思ってくれる。




　その、二つの条件がそろったときにのみ、彼女の力は戻るように、彼女は設せつ定ていした。

　一度決めた条件はもう、彼女自身にも覆くつがえすことができない。それほど強力な術式で、力をぐるぐる巻まきにして、大兎の中に隠した。

　それはヒナタに彼女の力の在あり処かを見破られないため。

『教会』に力の在処を見破られないため。

　バールスクラに力の在処を見破られないため。

　他ほかの誰だれかに。

　彼女の力を利用しようとしている誰かに、力の在処を見破られないために、彼女は、厳きびしい条件をつけて、力を大兎に隠した。

「…………」

　でもたまに、思う。

　ふいに、胸むねの奥おくがはり裂さけそうになるような不安を感じる。

「…………」

　もしも大兎が、もう私を忘わすれていて、助けたいなんて、思ってくれなかったらどうしようって。

　もしくはもう、もう、大兎は他の誰かと幸せになっていて……私なんかにはもう、会いたくなくて、助けたいって、思ってくれなかったらどうしようとか、そんなことも考えるけど。

「…………」

　でも、それならそれで。

「…………」

　それで、いいかって、思う。

　大兎が幸せなら、いいかなって、思う。

　仕方ないもんね。

　あまりにもう、永い時間が、経たちすぎてしまったから。

　こんなに永い時間が経ったら、状じよう況きようは変わる。世界は変わる。人の心だって。

「…………」

　大兎の心だって、変わるかもしれない。

　それは仕方ない。

　仕方ないと、彼女は思う。

「…………」

　変わらないのは、彼女だけ。

　闇やみの中で、馬ば鹿かみたいに独ひとりで泣き叫さけんでいる彼女だけ。

　世界に取り残されて、馬鹿みたいに泣き叫んでいる彼女だけ。

　それに彼女は、あははと笑った。あまりの絶ぜつ望ぼうにあははと笑った。そして、仕方ないよね、と、もう一度だけ呟く。大兎が幸せなら、いま幸せなら、忘れられても、いいやって、そう呟く。

　でも。

　でもやっぱり。

　やっぱりちょっと。

「…………」

　やだな、って思う。

　やだ、やだ、このままここに、永えい遠えんに独りでいるのはやだって、彼女は思う。

　寂さびしい。苦しい。

　やっぱり忘れないで欲しいよ。

　私を忘れないで欲しい。

　私を忘れないで欲しい。

　ねえ、お願い大兎。

　私を。

　私を忘れないでよ。

　と、彼女は叫ぶ。必死な声で叫ぶ。

　しかしそれはやはり、誰にも届とどかない。世界を闇が支し配はいしているから。

　絶望が支配しているから。

　だから、ヒメアは泣きそうになる。彼女は泣きそうになる。いつものように永遠に続く闇と、無音と、絶望の中で──

　くだらない、意味のない、孤独で、不毛な時間を彼女が過すごしていた。




　そのとき。




「…………」

　突とつ然ぜん、妙みようなことが起こった。そして自分の中の、なにかが変わったのが、わかった。

　それに彼女は目を開く。大きく目を開く。しかし見えるのは闇だけ。当然だろう。ここには光がないのだ。だが、それでも、彼女はいま、ここにあるのが、いままでの闇ではないことを感じる。いままでの絶望ではないことを感じる。

　いや、彼女の力で。

「…………」

　彼女に突とつ如じよ、戻ってきた力で、切り裂さける程てい度どの闇しかそこには広がっていないことを、感じる。

　だから彼女は、切り裂いた。

　口を開き、

「消えろ」

　と言った。

　その声が響く。音がないはずの世界で、しかし、彼女の声が響く。

　途と端たん、闇が切り裂かれた。

　彼女を中心に、光が放たれる。

　世界に光が戻り、いま、彼女がいる場所が、どんなところなのかを初めて知る。

　そこは狭せまい、狭い、狭い、牢ろう獄ごくの中だった。

　天てん井じようも、床も、壁かべも、白一色の、なんの景色もない世界。

　でもその白を見て。

　闇ではなく、黒でもない、白い色を見て、彼女は泣きそうになる。泣いて叫びそうになる。でも、彼女は声を上げずに、手と、足に刺ささっていた杭くいを──程てい度どの低い、いまの彼女にしてみればたいしたことのない呪のろいがかけられた杭を、払はらいのける。

　そして、立ち上がった。それから、

「ああ……」

　と、呟く。その声が響くことにまた、泣きそうになる。声が響く。光が見える。そして、力が戻ってきている。

　それに。

「……大兎が……大兎が私を、助けにこようとしてくれてる……」

　彼女はそう呟いて、それにまた泣きそうになる。というか、泣く。涙なみだが溢あふれでてきて、しかし彼女はそれに、嬉うれしそうにうふふと笑う。それから、思いだす。

　約束を。あの約束を。そうだ。約束してたんだ。あそこで逢あうって。二人が離はなればなれになったら、あそこで逢おうねって、約束してたんだ。

　そのための準じゆん備びも、すでにしてある。

　あの場所へ繋つながる次元の裂け目を、あらかじめ、あの、九年前に、設せつ置ちしてある。

　大兎と約束した、あの場所に、

「いかなきゃ」

　と、彼女は言って、それから手を上げ、この世界の次元を切り裂こうとしたところで、

「…………」

　しかし、動きを止める。そして。

「……って私、いま、どんな姿すがたしてるんだろ？」

　と、呟つぶやく。

　手から鏡を生みだして、自分の姿を映うつして見る。服は、一いち応おう着ていた。病人みたいな、白い、ぼろぼろの服を着ている。しかし問題は、その服を着ている、自分の姿だった。

　まだ幼おさない、体。もう、九年も経っているというのに、まだ子こ供どものままの、幼い姿。

　それに彼女は少しだけ首をかしげ、

「……ええ～っと、確か大兎に最初に会ったときは、六歳さいくらいの姿だったんだよね？　で、あれから九年くらい経ってるからぁ……うん。とりあえずはそれにあわせなきゃ」

　言って、彼女は自分の体をぽんっとたたく。それからまた、いくつかの呪じゆ語ごを唱える。

　すると突然、彼女の身長が、ぐぐぐっと伸のびはじめる。

　この九年の時間を。呪われた杭に刺さされて止められていた九年の時間を、もとに戻していく。

　そしてすぐに彼女の姿は、十五歳くらいの、少女のものになった。細身の、スタイルのいい体に、長い足。身長は、大兎がどれくらいの背せの高さになってるかわからないから、とりあえずはあんまり高すぎないよう、でも低すぎないよう。

　背中まで伸ばした柔やわらかい薄ラベ桃ンダー色の髪かみに、長い睫まつ毛げ。昔よりも少しだけ大人っぽくなった、悪いた戯ずらっぽい真しん紅くの瞳ひとみ。

　その、真紅の瞳で、鏡に映った自分の姿を見つめて。

「……う～むむ。大兎、かわいいって言ってくれるかなぁ？　ってか、かわいいって言ってくれなかったら殺すけど」

　と、彼女は言って、笑った。

　それから指をぱちんっと鳴らす。服を生みだして、それを体に貼はりつける。白いワンピース。いま、世界でどんな服が流は行やってるのか、大兎がどんな好みなのかわからないから、とりあえず無ぶ難なんなものを選ぶ。

　そして再び、彼女は手を前に掲かかげた。細く、長い指をぴんっと伸ばした。今度こそ、この、クソ忌いま々いましい牢獄を切り裂くのだ。

　そして大兎に逢いにいく。

　大兎に逢いに……

「ううう、ちょっと緊きん張ちようするなぁ」

　呟きながら、彼女は、『教会』が造つくった異い次じ元げんの牢獄を、切り裂こうとした。

　瞬しゆん間かん。

　その、彼女の目の前の白い壁に、小さな、ほんの小さな黒い点があるのに、彼女は気づいた。

「ん？」

　と、彼女は呟く。

　そして真紅の瞳で、その小さな点を見つめると、それが蜘く蛛もだということが、わかる。

　もう、本当に小さな、小さな蜘蛛。

　息を吹ふき掛かければ飛んでしまうほどの小さな蜘蛛がそこにはいて。しかしそれに。

「…………」

　それに、彼女は緊張する。

　ここに、この牢獄に、彼女以外の生き物が存そん在ざいできるはずがないから。

　食しよく料りようもない、水もない、闇しかなかったはずのこの空間に、彼女以外の生き物が生きて、存在できるはずがないから。

　と、そこで、蜘蛛のほうから声が響いた。

「……ああ、やはり、どこかに力を隠かくしていたんですね」

　それは聞き覚えのある声。それは聞き覚えのある、最低な声。九年前、ヒメアと大兎を襲おそい、大兎を何度も、何度も、何度も殺したあげく、ヒメアを連れ去り、ひどい実験を繰くり返した、魔ま神じん信しん仰こう者しやの声。

「……ひ、ヒナタ……」

　彼女がそう呟くと、蜘蛛が言う。

「監かん視しの魔物を側そばに貼りつけていたのは、正せい解かいでしたね。九年。うん。それなりに長かった。でも、力が戻ったようだ。ならそれを貰もらいに、いまから《道み程ち》を開いてそちらにいきますから、少し待ってい……」

　が、最後まで聞かずに、彼女は手を振ふった。

「き、消えろ！」

　と叫んで、力を発動した。

　すると強きよう烈れつな衝しよう撃げき波はが彼女の手から生みだされる。それが蜘蛛へと当たる。

　しかし蜘蛛は、びくともしない。

「ははは、無駄なことはやめてください。あなたと僕ぼくの力の差はもう、以前の戦いでわかっているでしょう？　おまけにあれから九年。あなたはなにもしていない。僕との力の差は、開くばかりだ。さあ、もうあきらめて、待ってなさい。すぐに……」

　とそこで、目の前の白い壁にいる蜘蛛を中心として、次元が歪ゆがみ始める。

　そしてまた、声がする。

「すぐに。すぐにいきますから」

　それに、ヒメアは顔を恐きよう怖ふに歪め、がくがくと震ふるえそうになりながら踵きびすを返す。

「ど、どうしよ」

　と、呟く。

「せっかくやっと、大兎に逢あえると思ったのに……」

　と、呟く。

「だ、だいたい、大兎よりさきにあいつが迎むかえにくるってどういうことよ！」

　と怒ど鳴なってから、手を振る。

「切り裂け」

　力を振るい、ヒナタがやってこようとしている壁とは反対のほうに、風かざ穴あなを開ける。その穴を抜ける。するとよくわからない、全面が黒青の煉れん瓦がでできている∞むげん回かい廊ろうのような場所にでる。

　ヒメアは振り返り、手を、元いた牢獄のほうへと突っこんで、

「……《磁じ回かいに棲すむ魔ま物もの》、契けい約やくに応こたえ、我わが許もとへきたれ！」
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　彼女は簡かん易いの使い魔を呼よんだ。途端、彼女の手の先の空間から、ヘドロのような、ぐにゃぐにゃと実じつ体たいのない化け物が生みだされ、




《▼ヴァアアアァァーヴァーヴァーヴァアアアアアアア１アアアア１アアアア１２アアア▽》




　などと耳みみ障ざわりな咆ほう哮こうを上げる。それを確かく認にんしてから、彼女は手を、牢獄から抜く。

　そして穴を、閉とじようとする。

　それに。

《▼ヴア？▽》

　使い魔が驚おどろいたような声を上げるが、

「追われてるの。敵を食い止めてくれる？　グリール」

　ヒメアが言うと、ヘドロの化け物が、どこが顔かわらない場所をこくこく振って、

《▼ヴアヴァヴァヴァ▽》

　たぶん、うなずいたのだと思う。それに彼女はうなずき返し、次元の裂け目を閉とじる。

　続いて彼女はその、∞回廊を走り始める。

　しばらく進んだところでさらに次元に穴を開ける。その穴がどこに通じているのかはわからない。ここは《聖せい地ち》ではないので、自由に選んで次元の間を往いき来することはできないのだ。

　彼女が選んでいけるのは、あらかじめ時間をかけて位ア置ン楔カーを打ちこんでおいた、大兎との待ち合わせ場所だけなのだが、いま、この、ヒナタに追われている状じよう況きようで、あそこにいくわけにはいかない。

　もしもう一度ヒナタの前に大兎が立てば、今度こそ殺されてしまうかもしれないからだ。

　だから走る。次元と次元を移い動どうして、走る。

　もちろんやたらめったら次元に穴を開けて移動するのは、かなり危き険けんな行こう為いだった。

　もし、開けた先がとんでもない場所で、開けた瞬しゆん間かんに呪のろいが侵しん入にゆうしてきて即そく死し、なんて可か能のう性せいもあるのだが、でも、それでも、

「…………」

　躊ちゆう躇ちよしている暇ひまは、なかった。

　なんとかあいつを振りきらないと。どこか遠く、あいつがいない場所に移動しないと。

　だから彼女は、必死に走る。そして少しだけ振り向く。

　すると背はい後ご。さっき、彼女が使グいリー魔ルを放った場所の空間が、もう、歪み始めている。使グいリー魔ルはそれほど弱い使い魔ではないのに、ヒナタはあっさりそれを、突とつ破ぱしてきてしまっている。

　それに彼女は顔をしかめ、

「す、少しでも遠くに逃にげなきゃ……」

　言って、手を振る。もう一度次元に穴を開ける。すると穴の向こうは、今度は真っ赤な、血の色をした砂さ漠ばくが広がる世界だった。

　ただ、今度は広い。回廊や、牢獄ではなく、ちゃんとした世界が広がっていそうだった。

「ひ、広いほうが逃げやすいよね……」

　と言って、彼女は穴へと入ろうとする。

　しかしその、穴の向こう。

　血の色をした砂漠の向こうの景け色しきが突とつ如じよ、歪み始めたのが見えた。

　次元の裂さけ目が、生まれたのが見えた。

　そしてその、裂け目の向こう側に。

「…………」

　一人の、おっとりとしたたれ目の、ポニーテールの少女と、そしてあいつがいるのが、見えた。

　紅こう茶ちやを飲みながら本を読んでいる男。昔見た姿とは違ちがうが、それでも、すぐにわかった。

　漆しつ黒こくの髪かみに、鋭するどい瞳ひとみ。詰つめ襟えりの学生服姿。

「…………」

　ヒナタだ。

　もう、子こ供どもの姿ではないが、一目見ただけで、あいつだとわかった。

　そのヒナタが顔を上げ、こちらを見る。静かな光を秘ひめた、理知的な黒い瞳がこちらを見る。

　その瞳の中に、昔会ったときよりも少し、人間味というか、感情が残っているような気もしたが、しかしその顔は間違いなく、あいつのものだった。あの、魔神信仰者のものだった。そいつがこちらを見て、それから、横でヒナタのほうを見ているおっとりとしたかわいい少女のほうに、

「……よし。《道み程ち》は開いたな。じゃあいくか、美み雷らい」

　と、立ち上がったのと。

　ヒメアが手を掲かかげ、

「こ、こっちにも、《磁じ回かいに棲すむ魔ま物もの》、契けい約やくに応こたえ、我わが許へきたれ！」

　もう一匹ぴき、グリールを呼びだす。

《▼ヴァアアアァァーヴァーヴァーヴァアアアアアアア１アアアア１アアアア１２アアア▽》

　という咆ほう哮こうをあげ、血の色をした砂さ漠ばくの上にどかんっと現あらわれたヘドロ状の魔物は、また、こちらを振り向き、

《▼ヴアヴァ？▽》

　ヒメアの指し示じを仰あおぐ。それに彼女は次元の裂さけ目を指差して、

「あ、あいつらを倒たおして！」

《▼ヴァヴァヴァア２２１４アア▽》

　それにグリールが、飛ぶ。ヒナタが開いた次元の裂け目に向かって、飛んでいく。

　それにおっとりとしたポニーテールの少女が、

「わわわ、やばい、化け物がくる!?」

　と言って、慌あわてて次元の裂け目を閉じた。

　しかしグリールはその、裂け目のすき間に入り込む。そして無理矢理、裂け目を開こうとする。どん！　どん！　と、強く体を打ちつけて、向こう側へといこうとする。

　それに、

「が、がんばってねグリール！」

　確かく認にんしてからヒメアはその、血の色の砂漠へ続く裂け目を閉じた。

　そこでちょっと、ひと息つく。

　どうやらヒナタは、グリールを簡かん単たんに倒せるわけではないようだった。じゃなきゃあんなに慌あわてて、次元の裂け目を閉じるわけがないし。ということは、少しは時間が稼かせげ……

「…………」

　が、そこで。

　背はい後ごの、さっき飛びだしてきた、牢獄があるほうの次元の裂け目が、ガガガガという、耳みみ障ざわりな音とともに、開く音がした。

　それをヒメアは振り返る。

　そしてその、次元の裂け目から、巨きよ大だいな、あまりにも巨大な蜘蛛の足が、にょきっとこちら側へと入り込んでくるのが見えて。

　さらにその蜘蛛の上に。

「…………」

　あいつがいるのが、見えた。

　あの男が。

　さっき、血の砂漠のさらに向こうの次元で、紅茶を飲んでいた男に、そっくりな男がいた。

　漆黒の髪に、鋭い瞳。

　まったく同じ顔だ。さっきの、詰め襟の学生服の男と、まったく同じ顔。

　だが、その目の種類が違った。目の中に宿っているものの種類が違う。感情のない、まるで狂きよう気きが溢あふれだしてくるような、暗い色。あの、子供のころにヒメアと、大兎を襲った、あの少年の瞳の色。

　これに比くらべればさっきの、詰め襟の男の目は、優やさしいといってもいいくらいだった。

　その、凍こおりつくほどに冷たい目をした男が言ってくる。

　楽しげな口調。顔はまるで楽しそうじゃないのに、ひどく楽しそうな口調で、

「……だから逃にげられないって言ったろう？」

　と、ヒナタは言った。

　それに、彼女は応こたえない。無言のまま、いま、自分が閉じたばかりの、次元の裂け目を再ふたたび開く。

　するとヒナタが、

「だからどこに逃げても……」

　しかしその、すべてを聞かずに、彼女は逃げた。

　血の色をした、砂漠の世界に。

　そして逃げながら、思った。

　彼女は泣きそうな顔になりながら、思った。

　前も。前もこうだったと、そう思った。

　ヒナタからなんとか逃げて、大兎に会いにいこうとして、でも、体があまりに傷きず付つきすぎていて、妙みような奴やつらに捕つかまってしまったのだ。

　そしてまた、利用される日々に戻もどってしまった。

　利用され、実験されて、そして最後は捨すてられる。

　さらには『教会』に売りとばされ、そして監かん禁きんされてしまう。

　そして九年。九年もの間、大兎に逢あえなくて。彼に逢えなくて。ずっとずっと、彼に逢いたかったのに、全然逢えなくて。

　で、また、これだ。

　彼に逢いにいく前に。

　逢いにいく前に、

「……私、死ぬかも」

　そう呟つぶやいて、彼女は泣きそうになった。

　それでもヒメアは走る。

　血の砂漠の上を、必死に走る。

　その先にはたぶん、大兎はいない。

　だってそこは、彼との約束の場所じゃないんだから。

　大兎と約束した、彼と一いつ緒しよに遊んだ、あの公園じゃないんだから。

　でも。

「…………」

　それでも、彼女は。








　　第五章　夜よを照らす月




　場所は戻って。

　緑道。

　その緑道を抜け、住じゆう宅たく街がい。さらに住宅街も抜け、人気の少ない裏うら道みち。その裏道を──

「…………」

　鉄くろがね大たい兎とは、走っていた。

　もう、あたりは完全に真っ暗だった。

　時じ刻こくは八時を少し過すぎたくらい。いまから家に帰ったらもう、ご飯冷めちゃったよ！　今日早く帰ってくるって言ったじゃん！　と、妹が怒ど鳴なってくるかもしれないが、

「…………」

　しかし大兎はまだ、家に帰るつもりはなかった。

　約束があるのだ。彼女と。あの、夢ゆめの中にでてくる少女との、約束があるのだ。

　だから彼は走る。必死に走る。

「うぁああああ走んの超ちようダリぃいいいいいいいい」

　と叫びながら、彼は走る。

　そしていま、自分がどのあたりを走っているのかを、確かく認にんする。

　いま彼がいるのは、学校から地図で南側に少しいったところにある、裏道だった。

　自宅からは、目と鼻の先。

　あまりの転てん勤きんの多さにうんざりした父親が脱だつサラして、「よし大兎、これでもう俺おれたちは引っ越こししないぞ！　この宮みや阪さか町に永住だ！」とばかりに勢いきおいこんで一戸建てを学校の南区画に買ったのだが、その前に住んでいたアパートは、学校の北側だったのだ。

　そしてその、アパートのさらに北側にある公園がヒメアとの約束の場所のはずで、

「……って遠いって！　あそこまで何キロあると思ってんだ!?」

　たぶん、頭の中の地図を確認しただけでも、直線距きよ離りで八キロくらいあった。実じつ際さいの距離では十キロを超えるだろう。空手をやめて以来あんまり体を動かしていなかった大兎が、全力で走っていくにはちょっと、途と中ちゆうで七回くらいゲロでちゃいそうなほどの距離だ。

　それでも彼は、走る。限げん界かいに近い速さで走る。たまたま女子の体育の先生が休んでしまい、男女合同授じゆ業ぎようになり、女の子たちが見ている前で五十メートル走のタイムを計らなきゃいけないとき並なみの必死さで走る。すると全身がぎしぎしと悲鳴を上げる。汗あせが噴ふきだし、足の筋きん肉にくが重くなってくる。そしてやがて限界を超え、バンっという驚くほど大きな音が鳴って、アキレス腱けんが切れる音がする。

「痛いてぇえええええええええ」

　と大兎は叫ぶ。

　しかし。

　しかし彼は、走るのをやめない。アキレス腱はすぐに繋つながる。

　すると全身の筋肉の疲ひ労ろうがすべて快かい復ふくしている。

　それが、さっきから走りながら試ためしている実験の、結果だった。

　どうやら彼の体は──ヒメアが与あたえてくれたこの、七回死ななければ本当には死なないというこの能のう力りよくは──どこか一つのパーツが限界を超えると、それに併あわせて他ほかの、全身の傷きずや疲労が一瞬で修しゆう復ふくされてしまうようだった。

　だからあの、トラックにはねられ、一度死んで、再ふたたび復ふつ活かつしたときに、過か去この怪け我が──空手の練習中に怪我した腿ももの裏の怪我も、完全に修復されてしまったのだ。

　で、いまも。

　彼は全力でもう、一キロもの道のりを走り続けていた。ありえないほどの速さで、長距離を走り続けていた。ひどく、辛つらい。アキレス腱が切れて、肺はいが爆ばく発はつしそうになるまで走り続けるのは、ひどく辛い。

「ってか、息が、息のが苦しいって……ど、どっかの腱とか、筋肉が早く切れてくんないと、肺がもたな……」

　とそこでまた、バン！

　今度はふくらはぎのあたりに激げき痛つうが走り、

「がぁあああだから痛いって……ふは、息が戻った……」

　彼は、走る。

　自分が忘わすれていた、九年分の申し訳わけなさを埋うめるかのように、彼は全力で走る。ここで急いだところでなんの償つぐないにもならないけど。なんの意味もないけれど。でも、九年も女の子を待たせといて、もう九年も待ったんだから、あと十分や十五分遅おくれたっていいよね？　なんて言えるほど、彼は図太くなかった。そして大兎は、ヒメアが連れていかれたときの顔を思いだす。ヒナタとかいう化け物に、連れていかれたときの顔を思いだす。

　泣きそうな顔。

　あきらめきった顔。

　そしてこちらを見つめているときの、優やさしそうな顔。

「ああもう」

　と、彼は言った。

「ああもう、早くいかなきゃ」

　と、彼は言った。

　彼女がその、公園にいる保ほ証しようはない。彼女は、ヒナタに誘ゆう拐かいされたのだ。そしていまもまだ、彼女はヒナタの元に、監かん禁きんされているかもしれないのだ。

　いや、もしくはもう、死んでいるかも……

「…………」

　が、それに彼は、首を振った。

　そんなはずない。もしそうなら、夢の中に、彼女が現あらわれるはずがない。

　彼女は、待っているのだ。彼が助けにくるのを、待っているのだ。だから彼女は頭の中に現れて、必死に、思いだして、思いだしてって、言い続けて。

　そしていま、急がなければならない、気がするのだ。なぜか彼女に、大きな危き機きが迫せまっているような気がするのだ。

　それがなぜかはわからない。どうしてそんなふうに思うのかはわからない。

　でも、胸むねの奥おく。胸の、ずっとずっと奥の場所で、急げ、急げ、急げ、足がもげても、首がもげても、それでもいいから早く、速く、あの場所へ。あの、約束した場所へと、走れ。走れ。走れ。

　そう、命じるなにかがいるのだ。

　そしてそれに従したがって、大兎は走る。

「…………」

　裏うら道みちを抜ける。するとさっき、彼がトラックに轢ひかれた交こう叉さ点てんに差しかかる。その横、歩道の端はしっこに、彼の黒い鞄かばんが落ちているのが目に入る。

「俺の鞄!?」

　と、大兎は叫ぶが、しかし足を止めない。

「か、帰りに拾おう……」

　と呟つぶやいて、赤信号の交叉点を、無む視しして渡わたる。ブレーキが間に合わなかった黒いセダンが突つっこんでくるが、大兎はそれをジャンプしてかわす。

　でも、もちろんかわせるはずもなく、フロントガラスに腰こしがあたる。腰の骨ほねが砕くだける。ぎゃああ、と叫ぶ。そのまま吹っ飛ぶ。しかし吹っ飛んでいく途中で骨が快復するのを感じる。そしてそのまま、吹っ飛ばされた勢いのまま着地して、さらに走る。

「あああもう、この能力、痛みも消してくんねぇかな……」

　なんて愚ぐ痴ちりながら、彼は走る。

　その、途中。

　学校からこの交叉点までの帰り道を、二人の女の子が帰ってきているのが目に入った。

　一人は茶ちや髪ぱつのショートカット。日に焼けた真っ直すぐな足に、白い歯の、スポーツ少女ど真ん中な感じの少女。

　そしてもう一人は。

　もう一人は、

「……あれ、大兎？」

　その一人がこちらを見て、嬉うれしそうな顔をした。黒くろ髪かみのミディアムに、黒目がちな大きい瞳ひとみ。優しい微び笑しよう。

　遥はるかだった。肩かたにソフトケースに入ったテニスのラケットをかけている。

　それに大兎は足を止め、

「お？　ミーティング、こんな遅おそくまでやってたの？」

　と言うと、それに遥──ではなく、横のスポーツ少女が、ははぁんという顔をして、

「あらあらぁ？　彼氏さんがお迎むかえですか？　遥さん」

　と言った。

　それに遥は慌あわてて、

「そ、そんなんじゃないってミキ！」

　と言いつつも、なぜか彼女はすごく嬉しそうな顔でこちらを見て、

「で、でも、そうなの？　心配してきてくれたの？」

　と言った。なぜかちょっと、もじもじしたような様子でそう言って。

　それに大兎は、

「え？　あ？　え～とぉ……」

　口くち籠ごもる。

　それをミキと呼ばれたスポーツ少女が見て、にんまり笑った。

「二人とも照れちゃって、かわいいなぁ……私がお邪じや魔まちゃんなのかしらぁん？　いいよ？　私一人で帰るよ？」

　というその言葉に、

『いいよいいよ』

　と、遥と大兎が、今度は二人同時に言う。

　それにまた、ミキが笑う。

「ほんと二人とも仲がいいんだから。ね、知ってる？　遥ってば部活中も、あんたの話ばっ……」

　が、それを遮さえぎって、

「わぁあああああああ！　わぁあああああああああ！」

　遥が両手を上げて叫んだ。なぜか顔を真っ赤にしている。

「ぶ、ぶ、ぶっ飛ばすよミキ！」

「えっへっへ～」

　なんて会話。

　仲のいい、二人の会話。

　でもそれを、大兎はいまいち、きちんと聞けなかった。胸の奥でまた、走れ、走れ、という声がする。ヒメアの声じゃない。彼女の声はもう、思念とかなんとかいうのが自分の中から消えてしまってからは、一度も響ひびいていない。だからいま、胸の奥で走れと命じているのは、自分の声だ。

　走れ。早く走れ。主あるじが死ぬ。おまえの主が死ぬ。おまえの命の主が死ぬ。死にたくないのなら、主を救いにいけ。早く、早く、早く。彼女に、危機が……

　とそこで、

「と、とりあえず、三人で帰ろうよ？　ね？　それでいいよね？　大兎」

　と、遥が言った。

　だがそれに。

「…………」

　大兎は答えない。

「？」

「…………」

「ねえ大兎、どうしたの？」

「…………」

「え、あの、ふ、二人で帰れなかったから、もしかして怒おこっ……」

　が、そこで。

「遥！」

「え？　あ、はい」

　彼女はこちらを見る。少し緊きん張ちようしたような顔でこちらを見る。

　その、彼女の顔を見て、大兎は言った。

「……ごめん、ちょっと先帰ってて。俺、用事があるんだ」

「用事？」

「うん」

「こんな時間から？」

「うん」

「なに？」

　その、遥の問いかけに答える前に、大兎は胸の奥の声に急せきたてられるように走り始めていた。そして言う。

「人助け」

　それに遥が、

「え？　ちょっと大兎……」

　が、声が聞こえたのは、そこまでだった。

　大兎はそのまま走る。通りの角を曲がる。するとその先に、大兎と、遥が通っている宮阪高校がある。校門はもう閉しまっている。だから学校の中を抜けることはできない。こっそり忍しのびこんで中を抜けて、学校の北側へショートカットすることはできない。

　どういうわけかこの学校は、校門が閉まったあとには何人もの警けい備び員いんが立ち、絶ぜつ対たいに中に入れないようになっているのだ。なんでも以前、不ふ審しん者しやが入り込んできて盗とう撮さつ用のカメラを仕し掛かけたとか仕掛けないとかの騒さわぎがあったみたいで、ちょっとやりすぎなぐらいの警けい戒かいをこの学校はしている。

　そして今日もやはり、校庭には何人もの警備員が──

　しかし、そこで。

「……なんだぁ？」

　と、大兎は思わず呟いた。

　なぜなら今日、校庭にいたのは、警備員じゃなかったから。

　校庭にいたのは、黒い、軍服のような服を着込んだ、銃じゆうを持った男たちだった。だがそいつらが何者なのかは、まるでわからない。軍服は自じ衛えい隊たいのものではないし、映えい画がで見るような、米軍のものとかでもない。

　じゃあなんだ？　あいつらなにやってる？　と、一瞬大兎は、不審げな表情でそちらを見たが、しかしいまは余計なことに関かかわっている暇ひまはなかった。だから再び彼は走る。校門の前で右折し、学校の壁かべぎわにそって走る。そして走っていくほどに、胸の奥のもやもやが強くなっていく。

　なにかに近付いているのを感じて。

　大切ななにかに近付いているのを感じて。

　しかしその、大切ななにかに、ひどくまずいことが、危き険けんなことが近付いているのを感じて。

「……くそ。速く……もっと速く、走れ」

　彼は、呟つぶやいた。

　するとどういうわけか、さらにその、速さが増ます。彼の足の筋きん肉にくがぐぐと動いて、その構こう成せいを変えていくのを感じる。前とは違ちがう感覚。無む駄だな動きが減へり、この、筋肉の限げん界かいを何度も超こえてしまっている、異い常じようなまでに速い動きに、徐じよ々じよに身体が慣なれていくのを感じる。

　でも、まだ足りない。

　まだまだ足りない。

　もっと、もっと、もっと、もっと、速く、彼女の元へ。

　彼女の元へ！

　そしてしばらく後。

「……ついたぁあああああああ！」

　彼は、足を止めた。しかし勢いきおいがつきすぎた彼の体は止まらなくて、バランスを崩くずす。

「って、まず……おわわわわ!?」

　そのまま彼はごろごろ転がって、公園の前を、通りすぎる。そして地面に倒たおれたまま、

「……ダサ」

　うめくように言った。

　それから起きあがる。立ちあがる。呼こ吸きゆうがなかなかおさまらなくて、ぜーはーと肩かたで息をする。二、三歩戻って、公園の前にくる。そして。

「…………」

　大兎は、公園を見つめた。

　街灯に照らされた、夜の小さな公園。

　もう、かなり長い間きていなかったあの公園だ。

　ヒメアといつも二人で、二人だけで遊んでいたあの公園。

　そこを、見る。

　そして。

「……九年前と、まるで変わってねぇなぁ」

　と、彼は呟いた。

　ジャングルジムに、ブランコ、砂すな場ば、鉄てつ棒ぼう。

　それだけしかない、公園。

　なぜかここにはベンチがないので、カップルがいちゃいちゃしてたりもしない。さらにここは住じゆう宅たく街がいの奥まった場所にあるので、酒飲んで暴あばれるおっちゃんや若わかい兄ちゃんとかもいない。町内会がわりかし頑がん張ばっているので、プロのキホャーンムパレースたちもいない。おまけにここからすぐの場所に、もう少し大きな、設せつ備びのしっかりした公園があるので、子こ供どもすらいない。いや子供がいないってのはどうよとも思うが、まあ、そんなこんなでいつも、ここにはあまり人がいない。

　いるのはいつも、ヒメアと、大兎だけで。二人だけが無駄にわーわー言って、遊んでいて。

　と、大兎がそんな、昔の記き憶おくを頭に巡めぐらせていると、その、二人が遊んでいた公園の、端はし。公こう衆しゆうトイレの横で。

「…………」

　誰かが、なにかを言っているような声が、聞こえた。

　なにを言ってるかはわからない。誰がいるのかもわからない。もしかしたら珍めずらしくカップルが人目を避さけてここにきて、なにやらエロエロしいことをしているのかもしれない。

　でも。

「…………」

　大兎はそれに再び、走り始めた。

　また、胸の奥で、声が響いたから。早くしろ。早く、早く、助けにいけ。もう目の前だ。彼女は目の前だ。おまえの主あるじを。

　主を、助けろ！

「…………」

　その声に従したがって、彼は走る。

　ジャングルジムの横を通りすぎ、砂場に作られていた山のようなものを踏ふみ付けて、公衆トイレの、横に、飛びだしたところで。

「…………」

　彼の目に、二人の人間の姿が飛び込んできた。

　一人は漆しつ黒こくの髪かみに、鋭するどい瞳ひとみを持った、男だった。詰つめ襟えりの制せい服ふくを着た、見たことがある男。

　今日、放課後の教室で会った、あの男だ。

　学校の人気者。たった十六歳さいで生徒会長をやっている、スポーツ万ばん能のう、成せい績せき優ゆう秀しゆうのスーパースター君──紅月光が、どういう仕組みなのかトイレの壁かべに開いた、空間の歪ゆがみのようなものから出てきて、そして手に持ったフェンシングの剣のようなもので、もう一人の人間の背せ中なかを刺さし貫つらぬいている。

　そしてその、もう一人のほうを、大兎は見た。

　剣に貫かれ、地面に縫ぬい付けられている、もう一人のほうを見た。

　そして目を、大きく見開く。

　そいつのほうを見て、目を、大きく見開く。

「…………」

　そこにいたのは、女の子だった。

　ひどく。

　ひどく美しい、女の子。

　その、女の子の顔を、大兎は見る。

　柔やわらかそうな薄ラベ桃ンダー色の髪に、白い肌はだ。吊つり気味の、悪いた戯ずらっぽい真しん紅くの瞳に、人とは思えないほど整った顔だち。

　いや、やはり人ではないのだ。彼女は人間ではないのだ。

　だって、あまりに美しすぎる。

　だって、あまりに妖あやしすぎる。

　おまけにその美しさは、昔よりもさらに、増している。

　背は大兎の耳ぐらい。百六十センチくらいだろうか？　身長と比くらべて、あきらかに長い、細い足が、ワンピースから出ている。そしてその、細い、華きや奢しやな、白い足が、土で汚よごれてしまっている。無理矢理地面に押し倒たおされて、土で汚れてしまっている。

　それを大兎は見る。それから再び、彼女の顔を見る。すると向こうもこちらに気づいたようだった。

　大兎の顔を見て、すると強気そうな、必死そうな、彼女の真紅の瞳が急にうるみ始める。

「た、大兎!?」

　彼女は叫んだ。

　震ふるえる声で、彼女は叫んだ。

　それに大兎も呼ぶ。

　彼女の名前を。

　ずっと忘れてしまっていた彼女の名前を……

「ヒメア」

　そう、彼が呼んだ途と端たん、彼女の瞳から、涙なみだが溢あふれた。顔をくしゃくしゃにして、なにかを必死にこらえるような顔になって、

「お、遅おそい！　くるのが遅いぞ、大兎！」

　そう言った。

　それに大兎は、

「……ごめん」

　と言った。というか、それしか言いようがなかった。忘わすれていたのだ。ずっと忘れていたのだ。絶ぜつ対たいに忘れないって、あれだけ大声で言ったのに、彼女を忘れて、彼女の存そん在ざいを忘れて、毎日、だらだら、ぼやぼや、ぼけーっと平へい凡ぼんな毎日を過すごしていたのだ。

　そしてその間、彼女がどんな思いをしていたのかを、想そう像ぞうする。

　彼女の顔から。

　もう、涙でくしゃくしゃになってしまっている彼女の、それでもあまりに美しい顔から想像する。

　すると彼女が言った。強気だったはずの、ちょっとだけ大兎をいじめては、楽しそうに笑っていたはずの彼女が、泣きながら、

「あ、逢あいたかった……きゅ、九年も、九年も、待った。わ、わ、私は、九年も……」

　しかしその、彼女の言葉の途中で、彼女を剣で刺していた月光が言った。

「……うるさい。少し黙だまれ」

　そして剣をさらに押しこもうとして、しかし。

　大兎が地面に落ちていた石を拾う。それを思いっきり投げる。

　するとそれに、月光はすぐに反はん応のうして、

「ん」

　ひょいと顔をずらして、石をよける。こちらを見る。冷たい、鋭い瞳で、こちらを見る。

　それに大兎は言った。月光を真まっ直すぐにらみつけて、言った。

「……てめぇ、いったいなにやってんだよ？」

　すると月光はこちらを見み据すえ、

「……ふむ。鉄大兎か。邪じや魔まをするな。いま、少し忙いそがしい」

「はぁ？」

「消えろと言っている。おまえでは俺の相手にならない。見み逃のがしてやるから、さっさと消えろ。さもなければ、殺すぞ？」

　と、そう言った。

　あの、不良の酒巻を脅おどしつけたときと同じ、静かだが、威い圧あつ感かんのある声で、そう言った。

　だが、大兎はそのまま、月光を見つめ、

「消えるのは、てめぇだろうが。ヒメアから剣を抜け。さもなきゃ……殺す」

「はっ」

「俺は本気だ」

　大兎が言うと、月光はそれに、笑えみを浮かべた。

「ほう。雑ざ魚この分ぶん際ざいで、随ずい分ぶんと強気だな。いいだろう。少しだけ相手をしてやる」

　言って、彼は剣をヒメアから引き抜く。

　とそこで、ヒメアがこちらを見て、

「だ、だめ。逃にげて大兎。こいつ……こいつ、九年前に私たちの前に現あらわれたヒナタとかいう名の化け物だよ！」

　という、その言葉に、大兎は目を細める。そのまま真っ直ぐもう一度、月光の顔を見てみる。

　すると確たしかに少し、似にているような気がした。あの少年に。あの、突とつ然ぜんジャングルジムの上に現れた、とんでもなく強い少年に、似ているような気が──

　しかしそれに、急に月光の表情が変わった。さっきまでずっと冷静な、冷たい表情だったのに、急に険けわしい顔になって、

「ああ？　日ひ向なただと？　俺おれをあのくだらないクズと一いつ緒しよにするな。俺の名前は紅くれない月げつ光こうだ」

　と、彼は言う。

　それにヒメアが、

「え？」

　なんて、ちょっと間ま抜ぬけな声を上げて、彼を見上げる。

　その、二人の会話の隙すきを突つくように、大兎は走った。そして拳こぶしを振ふりあげる。

　速く。強く。正確に、月光の顔へとそれを突きだして。

　それに月光がこちらを見る。そして少しだけ驚おどろいたような顔で、

「意外と速い。だが、俺の敵てきではない……」

　と、剣を振った。大兎の拳を切り裂さくように、剣を振った。

　だがそれを、大兎はよけない。拳が切り裂かれて飛ぶ。その拳を大兎は左手でつかむ。そしてつかんだ拳ごと、月光の顔面にたたきこんで。

「がぁ」

　月光は、うめき声を上げた。そのまま二、三歩下がる。

　だがそんなのはどうでもいい。大兎は切り離はなされた拳を右手にくっつける。するとすぐに再生する。

　それを見た月光が、

「……なっ……ああ、そうか……それが《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》に取り憑つかれた、憐あわれな《犠ぎ者しや》の力か……」

　なんてことを言ってくるが、それにも答えない。

　大兎はすぐにヒメアを助け起こそうとする。

「起きられるか？　ヒメア」

　大兎が言うと、彼女はうなずく。それから彼女は、大兎の腕うでをつかむ。そしてそれを、ぎゅっとにぎる。そして。

「ず、ずっと、待ってた」

　そう言った。

　それに大兎はうなずく。

「ああ」

　と、うなずく。

　するとヒメアが、

「あ、あと五分、五分大兎が遅かったら、もう、怒おこって、絶ぜつ対たい殺すって思ってたんだから！」

　と言った。

　もう、九年も待っていたのに、あと五分遅れたら殺すと、そう思っていたらしい。

　それに大兎は、顔をしかめる。

　きっと彼女は、九年間ずっと、あと五分待ってみよう、あと五分、あと五分だけ、と繰くり返してきたのだろうと想像して、顔をしかめる。その、彼女の絶望を想像して、顔をしかめる。想像しただけで心が折れてしまいそうなほどの絶望を想像して。

　狂くるわないように。もう、誰だれも自分を助けてくれないんじゃないかと思って、狂わないように。あと五分。あと五分だけ、と、そう自分に言いきかせて耐たえてきた彼女の苦く痛つうを想像して、大兎は、顔を歪ゆがめる。彼女が見てきた絶ぜつ望ぼうを想像して、少しだけ泣きそうになって、それをこらえるために、顔を歪める。

「……うん。だよね。ごめん」

　と言った。

　するとヒメアはこちらを見上げて、微ほほ笑えむ。涙なみだだらけの顔で、満足気に微笑む。そして、

「よくきた」

　と、そう言って、彼女はこんな切せつ迫ぱくした状じよう況きようなのに、大兎の体に抱だき付いてくる。ぎゅっと抱き付いてくる。彼女の──女の子の、想像していたのと全然違う、びっくりするほど柔やわらかくて温かい体がぐっと押し付けられて、大兎はそれに。

　それに。

「……え、ええと……」

　とか、思わずそんなことを言った。

　それからうろたえた表情で、思う。

　いや、その、あの、やっぱそれはちょっと、まずくない？　というか、いまこの状況でそういうのは、まずくない？　いまはとにかくここから早く逃にげないとやばいと俺は思うんだけど、ちょっと、ええと、と、とにかく一度離はなれよ？　ね？　な？

　と、そんなことを言おうと思う。

　しかし。

「…………」

　彼はそれを、できなかった。

　なぜなら彼女の肩かたが。

「…………」

　肩が、ひどく震ふるえていたから。

　まるで子こ供どもが、怖こわい夢ゆめを見て、お化ばけかなにかに怯おびえるように震えていたから。

　だから大兎は、

「…………」

　彼女の肩を、抱いた。彼女の華きや奢しやな、力を込こめて抱いたら壊こわれてしまいそうなほど細い肩を抱いた。

　そして。

「……ほんと、ごめん」

　と、大兎は言った。

　するとヒメアは顔を大兎の胸にうずめたまま、

「……いまさら謝あやまっても、許ゆるさない……」

　なんて言って。

　それに大兎は、ますます困こまったような顔になる。震える彼女の肩を抱いて、困ったような顔になる。

「じゃあ、どうしたらいいかな？」

　すると彼女は言った。やはり震えるような声こわ音ねで。でも、少しだけ、いつもの強気さが戻もどってきている声で。

「どうもしなくていい。離れないなら。もう二度と、私から離れないなら……今回だけは、許してあげる」

　そう、ヒメアが言って。

　それに。

　その、彼女の言葉に。

「きゃあああああああああああ[image: はーと]」

　という悲鳴が、突然、大兎の背はい後ごから上がった。

　それに大兎は、

「へ？」

　と振り向く。

　すると公こう衆しゆうトイレの壁かべに開いた、よくわからない、空間の歪ゆがみのようなものから、髪かみの毛がまるで雷かみなりかなにかのようにビリビリに広がった奇き妙みような女の子が顔を出していて。

　その顔を、大兎は知っていた。いや、大兎が知っているその女の子はこんな髪の毛じゃなかったが、しかし、その顔を、大兎は知っていた。それに彼は、

「お、おまえ、安あん藤どう？　え、でもなんで？　なにその髪？」

　聞くと、その少女はしかし、こちらの問いかけに答えずに、

「……きゃあああ[image: はーと]　きゃあああきゃああ[image: はーと]　ゲッコー、見た見た？　ラブシーン！　ラブシーンだよ！」

　なんて声を上げる。

　するとそれに月光が、くだらないとばかりの口調で、

「馬ば鹿かめ。そいつらは敵てきだ、美み雷らい。さっさと殺せ」

　そう言った。

　美雷。

　安藤美雷。

　やっぱり彼女はあの、隣となりのクラスの男子たちが、「安藤美雷ってかわいいよなぁ～ちょっと抜ぬけてるけど」と言っている、安藤美雷のようだった。それがどういうわけでトイレから顔を出して、髪の毛を雷状にしているのかはわからないが──

　その、美雷が言う。月光に向かって言う。

「えええ～？　でもでもこの状じよう況きようってさ、なんかあたしたちのほうがワルモンみたいな感じになってるよ？　まあゲッコーはいつだってワルモンだけど」

「違ちがう。俺は天才だ」

「……は？」

「いいからおまえは俺の言うことを聞いていればいい。俺は間違えない」

「で、でも」

「黙って俺の言うことに従えと言っている。おまえは俺のモノだろうが！」

　という、その言葉に。

　なぜか急に、美雷は静かになる。そしてちょっとだけ顔を赤らめて、

「わ、わ、わかった」

　と答える。

「死んだらごめんね」

　と、大兎のほうへ言ってくる。

　そして彼女はひょいっと空間の歪みみたいなものから飛びだしてきて、それから手を掲かかげる。こちらへ向けて真っ直すぐ手を掲げる。

　そして。

「いけ、稲ビリ妻ビリ！」

　と、叫ぶ。

　刹せつ那な。

　信じられないことに、彼女の手に、本当に稲いな妻ずまのようなものが集まって、

「な、なんだこいつ!?　ってやべぇ!?」

　大兎は言った。それから自分の体にしがみついていたヒメアを、押おし退のけた。

　瞬間。

　稲妻が放たれた。

　その稲妻が、大兎の胸むねを貫つらぬく。貫いて、そのまま後ろへと抜ける。そして胸に、穴あなが開く。ちょうど心しん臓ぞうのあたり。

　やはり普ふ通つうなら、即そく死しだろう。

　普通の人間なら、即死だろう。

　だが大兎は死なない。

　普通ではないから死なない。

　どういうわけか、いつの間にやら平凡な生活は終わり、普通の生活は終わり、よくわからないことになってしまっていたから、死なない。

　でも、まあ、それもいいと、大兎は思った。

　ずっと退たい屈くつしてたのだ。

　なにも変わらない、夢ゆめも、やりたいこともない毎日に、ずっと退屈していたのだ。

　でもいまは違う。やることがある。

　それはとても。

「…………」

　とても、気持ちがよかった。

　胸の穴が、みるみるうちに塞ふさがっていく。

　それを驚おどろいた顔で、ぽかんと見つめる美雷が、

「あ、あ、そうだった！　こいつ、首が飛んでも生きてる不ふ思し議ぎ君だったんだ！　さっすがゲッコー！　そこまでわかってたん……」

　が、最後まで言わせない。

　大兎は美雷の稲妻を放ってきた腕をつかむ。

「え？」

　さらにもう片かた方ほうの腕もつかんで、拘こう束そくしようとする。

　それに、

「や、やめろぉ」

　言って、彼女の稲妻状に広がった髪が動く。そしてまるで剣のようになって腕を刺してくるが、当然、大兎にはきかない。

　続いてヒメアがこちらに駆かけ寄よってきて、美雷の顔に手を当てる。そして、

「制アル止ト」

　と言った。

　それで美雷の動きが、止まる。

　美雷は驚いたような顔になって、

「お、お、お～!?　なにこれ、すっごい！　やばいゲッコー。あたし動けない」

　するとそれに月光が顔をしかめて、

「この使えない雑ざ魚こが」

「ざ、雑魚じゃな……」

　が、その口を大兎は押さえる。さらに美雷の首を押さえる。そして。

「形勢ぎゃくて～ん。さてさて紅君。どうする？　今度は人ひと質じちをこっちが取ってるわけだけど……とりあえず、剣を捨すててみようか？」
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　と、大兎が言う。

　もちろんこいつが、剣を捨てるはずないが。

　いつも冷静で、冷れい酷こくで、前の生徒会長を半殺しにしていまの権けん力りよくを手に入れたという噂うわさのこいつが、人質を取られたぐらいで剣を捨てるはずがないが。

　いや、それどころかこいつがあのヒナタなら。

　大兎を何度も、何度も、何度も殺し、そしてヒメアを連れ去ったあの少年の成長した姿なら、こんな人質の一人や二人や三人や百人、平然と見捨てて……

「…………」

　が、そこで。

　カランっと、音が鳴った。

　すると目の前。

　相変わらず冷たい顔をした月光が、地面に、あっさり剣を捨てていて。

　そして、こちらをにらむようにして、

「剣けんはやる。だから美雷を放はなせ」

　なんてことを言ってきて。

　それに。

　それに一番驚おどろいたのが、

「ええええええええええええええええええええええええええええええええええ!?」

　人質の、美雷だった。

「うそ？　うそうそ？　え？　ゲッコー、あたしのために、剣、捨ててくれるの？」

　すると月光はうんざりしたような顔で美雷を見て、

「くそ。黙だまれ雑魚。足手まとい。おまえのために捨てたんじゃない。こいつらごときに凶スペル・剣エラーは必要ないと判はん断だんしただけだ。おまえはそのまま死ね」

　なんてことを言うが、それに美雷は、

「え」

　と言った。

「えええええええええへへへへへへへへへ～[image: はーと]」

　と、気持ち悪い笑い声を上げてから、にやにやし始めて、

「なんか、なんかあたしいま、すごおおおおい機き嫌げんがいいから、ちょっとだけ本気だしちゃおうかな～」

　そう言って、彼女は手を上げた。そして彼女の首を押おさえていた、大兎の腕うでをつかむ。

　それに驚いたのは、今度はヒメアだった。

「うそ？　あっさり術じゆつ、解とかれちゃった……何者なの、この子……」

　という言葉に、美雷が言う。嬉うれしそうな顔で、

「化け物だぞ～、がおー！」

　と言って、大兎の腕を、彼の体ごと振ふり回す。

「うおわ」

　と言ったときにはもう、彼の体は宙ちゆうを舞まっていた。それも尋じん常じようじゃない高さまで放り上げられて、

「どんな怪かい力りきだよ！」

　と、大兎は思わず突つっこんだ。

　するとそれに月光が笑えみを浮うかべ、

「よくやった」

　剣を拾う。そのままヒメアのほうに突とつ進しんしていく。

　それに大兎は、

「ヒメア！」

　と叫さけんだ。

　すると彼女はこちらを見上げ、

「えい」

　声を上げる。そのまま飛ぶ。そして大兎が吹ふっ飛ばされていたかなり高い場所まで、あっさり彼女も跳とびあがってきて、

「きちゃった～」

　それに大兎は、

「すげぇジャンプ力だな」

　というその、彼の言葉に、なぜか彼女は怒おこったように頬ほおを膨ふくらませた。

「んもぉ、もっと他ほかに、褒ほめるとこあるでしょう？　久ひさし振ぶりに女の子に再さい会かいしてそれじゃ、モテないよ？」

「実じつ際さいモテねーもん」

「あはは。モテないんだ～。ま、仕方ないけどね。私そういう呪のろいかけたし……」

「え!?」

「なんてうそうそほんと」

「ってどっちだよ!?」

　するとそれにまた、ヒメアはあははと笑った。それから大兎の首に触ふれて、それが嬉しくてたまらないという顔になる。

「でも私にはモテるから、いいでしょう？　好きよ、大兎」

　と言う。

　もう、人とは思えない──いや、ほんとに人ではないんだけど──その、異常なまでに綺き麗れいな女の子が、そんなことを言ってくる。

　それに大兎は、しかし、

「…………」

　なぜか、昔のようにはあっさり答えられなかった。

　ヒメアのことが好き、という昔の気持ちは、たぶん、ちゃんと残っている。一いつ緒しよにいる仲間という気持ちは、強く残っている。

　でも一いつ瞬しゆんだけ。

「…………」

　一瞬だけ、頭の中にもう一人の顔もよぎる。

　それに自分でも驚く。別にどちらがどうとかいうんじゃないのだけど。でも、まだそんなことをまるで考えたことがなかったから。自分を好きな女の子がいて、それを自分も好きになって、それでどうするかとか、どうなるかとか、そんなことを真しん剣けんに考えたりするほど大人じゃなかった自分に、驚おどろく。

　するとそれを。

　その、彼の表ひよう情じようを、彼女が見つめた。ヒメアが、真しん紅くの瞳ひとみでじっと見つめた。そしてその瞳が、こちらの心の中のすべてを見み透すかしているような気がして、大兎は少しあせる。

　だが、それに彼女は言った。少しだけ微ほほ笑えんで、突然、

「……いいものあげる」

　と言う。

「いいもの？」

　大兎が返すと、彼女はうなずいた。

「そ。いいもの」

　それから彼女は、大兎の胸むねをぽんっとたたく。

　刹せつ那な。

「熱っ」

　強きよう烈れつな痛いたみが右みぎ腕うでに走る。

　それに、大兎は自分の手を見る。するとその手が──彼の指先から、肘ひじぐらいまでが、いつの間にやら真っ白い炎ほのおのようなものに包まれているのが、見える。

「な、なにこれ？　ちょっ、すげぇ熱いんだけど？」

　するとそれに、彼女はまた笑った。

「そりゃ熱いよ。貂てん界かいの火だもん。貂てん魔ま以外の生き物が触れたらみんな一発で蒸じよう発はつしちゃう劫ごう火か」

　なんて言葉に、

「へ？　テンカイ？　テンマ？　って、なに？」

　と、大兎は聞き返すが、しかしどうもそんな質問は重要じゃないらしく、彼女は無視して続ける。

「私たち《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》ですら使えない、禁きん呪じゆよ。三百年前に、最初に貂魔と契けい約やくした《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》は、この火を使った瞬間上半身が吹っ飛んで消えちゃった。でも、あなたなら……」

　しかしそこまでで、とりあえずこの腕の白い火が、どういうものなのかが、わかった。

　だから。

「ああ、そういうことね」

「そういうことよ。さあ、その火であいつをやっつけなさい。あのすかした黒くろ髪かみ君をやっつけて……私を守りなさい」

　と、彼女はそう言った。

　それに、大兎は下を見る。

　剣を持ち、こちらを見上げている月光の姿すがたを見る。

　そして、

「だってさ。これ、すげぇ力らしいよ？　降こう参さんするなら、許ゆるしてやるけど？」

　しかしそれに、月光が言う。

「吐ぬかせ」

「言うと思った」

「殺してやる」

「そりゃこっちのセリフだ」

　とそこで、大兎は地面に着地する。と同時に左手を前に出し、白い炎が宿っている右手を後ろに引く。そしてそのまま、その、手に宿った貂魔の火を放つように拳こぶしを打ちだす。

「死ね月光」

　するとそれに併あわせて、月光の足が地面を、たたんっと二回、強く蹴ける。

　その動きを大兎は知っていた。確たしかフェンシングの、バレストラとかなんとか、そんな名前の技わざだ。一歩前に出て勢いきおいよく間合いを縮ちぢめ、さらに突フアきント。

　その一連の動きを、月光は驚くほど滑なめらかに、素す速ばやく行う。

　だが、それに大兎は動じない。それでもこちらの炎を宿した突きのほうが、速いはずだった。月光の持つ剣の先を見る。その剣先がこちらに届とどく距きよ離りを見る。月光の体が伸のびて、剣がさらにその倍の距離を縮めてきても、たぶんぎりぎり、あの剣がこちらに届く前に、こちらの攻こう撃げきが奴やつに当たる。

　だから大兎は拳を突き出しながら言った。

「遅おせぇよ間抜け」

　するとそれに月光も言った。

「間抜けはおまえだ」

　月光は剣を突きだす。真っ直ぐ、大兎へ向けて。でもそれは届かないはずだった。だから気にせず大兎は拳を打ちだした。

　すると拳の先から炎が──目が眩くらむほど白く光る炎が放たれようとして。

　しかし、そこで突然、月光の剣けん筋すじが変わる。地面を這はうように延のびてきていた剣が、急に跳ねあがる。そして大兎の、白い炎が宿った拳を貫つらぬいて、

「禁スペ呪ルを、消エ去ラーしろ、凶スペル・剣エラー！」

　そんなことを言う。するとそれに、拳に宿っていた炎が突然、消えてしまう。まるで月光が持っていた黒い剣けんに吸すいこまれるように消えてしまって。

「俺の、勝ちだ」

　月光が笑った。

　だが大兎はそれに、剣で貫かれたままの拳を、開く。そしてそのまま剣の刀身を、月光から奪うばいとるかのように、にぎる。そして、

「はっ。剣のない剣士が、誰だれに勝つって？　うぬぼれるのも、たいがいにしろよ」

　さらに左拳を握る。その握った拳を、月光の顔面へとたたきつけようとする。

　しかしそれを月光は、剣を持っている肘ひじをあげて、受ける。まるで大兎の拳を潰つぶそうとしているかのように、肘をたたき付けてくる。

　だが、大兎は気にしない。拳が潰れたところで、すぐに快かい復ふくするのだ。そのまま、月光の肘を拳で押していく。どうやら腕わん力りよくは、こちらのほうがほんの少しだけ、強いようだった。このまま押しきって、そして首をつかんで、気き絶ぜつさせてやる。

　と、大兎はそう思った。

　しかしなかなか、月光も屈くつ伏ぷくしない。大兎が腕を少し進めると、向こうも肘を押し返してくる。

　それに大兎は、全力で拳を押しこみながら、

「も、もう、いい加か減げんに降参しろよ、月光。お、おまえの負け、だろ」

　すると月光も、いつものすかした顔ではない、必死の形ぎよう相そうで、言う。

「馬ば鹿かな。ま、負けるのは、おまえだ、鉄大兎。雑ざ魚こがいい気に……なるな」

　そしてそのまま、数秒時間が過すぎた。

　それに二人の背はい後ごから、ヒメアと美雷が、

「手伝……」

　刹せつ那な。




『いらない！』




　気持ちの悪いことに、仲良くまったく同じ言葉を大兎と月光は怒ど鳴なった。

　それに月光が顔をしかめ、こちらをにらんでくる。もう、心底むかつく相手を見るような目で、こちらをにらんでくる。

　それに大兎も、にらみ返す。てめぇにそんな目で見られる筋合いはさらさらねーんだよ！　とばかりににらみ返す。

　するとそこで、言った。

　ヒメアと、美雷と、月光と、大兎ではない、もう一人の誰だれかが突然──

　突然、声を上げた。




「ならいっそ、全員死ぬというのはどうかな？」




　そんな声が、夜の公園に響ひびいた。

　それに。

『[image: ][image: ]？　誰だ!?』

　また、大兎と月光は同時に言う。それからにらみあう。にらみあった鋭するどい瞳ひとみで、声がしたほうを、見る。

　するとその声がしたのは、ブランコがあるほうだった。

　だがいまは、ブランコがない。いや、ブランコがあったあたりの空間が、ぐにゃりと大きく歪ゆがんでしまって、そしてその歪みから、一本の、気持ち悪い足がでてきている。

　もちろんそれは人の足じゃない。巨きよ大だいな、その足だけで普ふ通つうの人間の体の三倍はありそうな、蜘く蛛もの足。

　その足がさらに、にょきにょきと空間の狭はざ間まから二本、三本と入ってきて、やがて巨大な蜘蛛の姿が、現あらわれる。

　だがそれに、大兎は驚おどろかなかった。

　というよりも、その、蜘蛛の背中に乗っている男の姿のほうに驚いてしまって、この、異い常じような光景にいまいち驚けなかった。

　蜘蛛の背中の上に乗っている、男。

　そいつがいま、大兎とガチンコで殴なぐりあいをしているすかした天才君──紅月光と、まったく同じ顔をしていたからだ。

　それに大兎は、

「……月光？　え？　え？　なんでおまえ、二人いるの？」

　と言った。

　だがそれにヒメアが、

「……ち、違ちがう大兎。あ、あいつ、月そい光つじゃない」

　とか、ちょっとわけのわからないことを言う。だがその、彼女の声に、いまの状じよう況きようがあまりよくないことが、大兎にもわかった。

　彼女の声が、また、震ふるえているのだ。恐きよう怖ふに震えているのだ。それに彼は、振り返る。ヒメアのほうを見る。すると彼女はいまにも泣きそうな、弱りきった顔をしていて。

　そのヒメアに、大兎は聞いた。

「じゃあ誰だれ？」

　すると彼女は、蜘蛛の上の男を見上げながら、言う。震える声こわ音ねで、言う。

「ひ、ヒナタだよ……大兎を殺して……私を拉ら致ちしたあの男……私を……私を追ってきたの」

　そう、彼女は言う。

　その言葉に、大兎は振り返った。そして蜘蛛の上の、月光にそっくりの男を見る。

　月光にそっくりの──しかし、瞳の奥に宿る暗さの種類がまるで違う、その男を見る。

　冷たい、死人のように感情のない、絶望も、喜びも、生きているという実感も感じさせない、ただ、ただ、闇やみ色をした瞳。

　月光のものとは違う、人間味のない瞳。
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　こいつが、ヒナタか、と、大兎は思った。

　こいつが。

「…………」

　こいつが、ヒメアを拉致して、そして九年もの間、ひどい目にあわせた男か、と、大兎は思った。

　そして。

「…………」

　殺してやる。

　こいつがヒメアに味わわせた屈くつ辱じよくと同じだけの痛いたみを与あたえてから、殺してやる。

「…………」

　と、心の底から思った瞬間、右手の、拳こぶしの炎ほのおがまた、復活した。月光の呪いの剣の力を押しきって、拳の炎がまた、復活した。

　それを月光が、横目で見る。それから、

「ほう」

　と言う。彼は大兎のほうを見て、

「すごい憎にくしみの力だ」

　と言った。そのまま彼は、剣を引く。さらに肘ひじも下ろし、大兎の胸むねを軽く、ぽんっと押す。

　そして、ヒナタのほうを見上げると、

「……だが、おまえは手を出すな。あいつは俺おれが殺す」

　と、月光は言った。

　それに大兎は顔をしかめて、

「ああ？　ふざけんな。あいつは……」

　が、それを遮さえぎって月光が言う。

「黙だまれクズが。あの、紅日向は……俺と双ふた子ごのくせに糞くそのように出来の悪いあの弟は、俺の獲え物ものだ……」

　低い、声だった。

　震えて聞こえるほどに、低い声。いや、実じつ際さいに震えていたのかもしれない。

　それは強い怒いかりで。

　深い憎しみで。

「弟？」

　と、大兎は聞いた。

「…………」

　しかしもう、月光は答えない。二人の間にいったいなにがあったのかはわからないが、なにかひどいことなのは、間違いなかった。背中ごしにも、月光の憎しみがこちらに伝わってくる。

　するとそれに、ヒナタ──紅月光の双子の弟、紅日向が、こちらを馬鹿にするような薄うすら笑えみを浮うかべて、言う。

「……出来が悪いのは、どっちかな？　まあ、その証しよう明めいにすら僕は興きよう味みがないけれど……兄さんはその程てい度どの場所に、まだ這はいまわっているんですね」

　それに月光は、

「…………」

　しかし、やはり答えなかった。

　ただ、日向を見上げるだけで。にらみつけるように、見上げるだけで。

　それに美雷が言う。心配するような顔で彼女が言う。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ？　ゲッコー」

　その言葉に、また、日向は笑った。

「ああ、そうか、僕のおミ古ライを手て駒ごまに加えたんでしたね。で、その中古品を手に入れれば、僕に勝てると？」

　という、その言葉に、ミライが怒ど鳴なった。

「お、お古って!?　あたしまだ、ヒナタとは契けい約やくしてな……」

　が、そこで月光が言った。

「黙れ美雷。いまおまえが受けた屈辱も、俺がすぐに返してやる。だから少し、黙れ」

　そう言ってから、月光は剣けんを構かまえる。身を低くする。憎しみのすべてを、その剣に込こめるように。全身の力とバネを、体にためていく。

　そして言った。

「美雷……あの蜘く蛛もをなんとかできるか？」

　すると美雷は、童顔な顔には似に合あわない、鋭するどい笑みを浮かべて言った。

「あたしを誰だと思ってんの？」

　それに月光は笑う。楽しげに笑う。そして、

「……俺の……心強い相あい棒ぼうだ」

「え？」

「じゃあやるぞ。俺は日向を殺す。おまえは蜘蛛を殺やれ」

「え、えと、わわわ、わかった」

　美雷がこくこくうなずく。

「いくぞ！」

「うん！」

　そして、二人は飛びだしていった。

　その、二人の後ろで、ヒメアが言ってきた。

　大兎の背せ中なかの服をつかんで、

「……に、逃にげよ、大兎。いまのうちに。あ、あいつには勝てないよ。強すぎる」

　と、彼女は震える声で言う。

　その声に。

　いつも強気で、たぶん、本当に強い、《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》とか呼ばれてる、人間じゃない美少女で。

　大兎に、不死の力やら、炎の力を渡わたせるような、すごい能のう力りよくを持っているヒメアが、こんなにも弱気で、あいつの、声を聞いただけで泣きそうな顔になってしまうのを見て、大兎は、暗い気持ちになる。

　いったいヒメアが、あいつになにをされたのかを想そう像ぞうして。でも、想像もできないほどたぶん、それはひどいことだというのがわかって、暗い気持ちになる。

　そしてその、自分の中に生まれた暗い気持ちを覗のぞいてみて、急に、いろいろなことがわかってしまった。

　いままでの自分の人生とか。いままでの自分が考えていたこととか。

　別に弱じやつ冠かん十六歳さいにして悟さとりを開いてしまったぁ～なんてそんな大たい層そうなことではないけれど、でも突とつ然ぜん、いろいろなことがわかってしまって、それで胸がいっぱいになる。

　だから、言った。

　大兎は、ヒメアのほうを振り返らないまま、言った。

「なぁヒメア。俺さ……」

「うん？」

「俺、ヒメアのことあっさり忘わすれてからさ、わりと今日まで普ふ通つうに生きてきちゃったんだ。ヒメアがずっと、どんな思いをしてるかとか、全然思いださないでさ、わりと楽しく、ぼけーっと、でれーっと、だらだら～っとさ」

　するとそれにヒメアが、

「そ、それは仕方な……」

　が、それを遮さえぎって、大兎は言う。

「仕方なくないよ。俺は忘れないって言ったんだ。ヒメアのことを忘れない。絶対に助けにいくって言ったんだ。でも、あっさり忘れた。で、毎日平へい凡ぼんにさ、馬ば鹿かみたいに笑ってさ、ろくに勉強とかも頑がん張ばらないで、ゲームしたり、漫まん画が読んだり、んでもって将しよう来らいの夢ゆめもなくてつまんねぇなぁとか、馬鹿なこと言ってさ。でも、でもさ、ちょっとだけ、頑張ったこともあったんだ。少しだけ、頑張ったこともあったんだよ。それがそのぉ、まあ、子こ供どもっぽいって言われるかもしれないけど、空手でさ。あ、空手ってわかる？　格かく闘とう技ぎなんだけど。わりと俺、いい線いってたんだ。怪け我がするまでは、先生に見こみあるって言われて。有う頂ちよう天てんになって。よしインターハイ優ゆう勝しようするぞ、なんてね。いま思うと、万まん年ねん三みつ日か坊ぼう主ずの俺にしちゃすげぇ頑張っちゃってたんだけど……」

　そこで、大兎は振り向く。恐怖に震えているヒメアのほうを振り向く。そして言った。

　彼女を見つめて、彼は言った。

「でもあれ、きっとヒメアのためにやってたんだ。それがさっき、急にわかっちゃったよ。もう、ヒメアのことなにもかも忘れて馬鹿みたいに俺、笑ってたけどさ。でもそれでも心のどっかではたぶん、覚えてて、で、今度もう一度おまえに会ったら……もう一度会えたら、今度は絶対に守るって。二度と手出しはさせないって。今度おまえを傷きず付つける奴やつがきたら、俺が強くなって、ちゃんとぶん殴ってやるって、そう思って。いや、馬鹿みたいとは俺も思うけどさ。こんな弱っちい、ただの人間の俺が、こんな偉えらそうなこと言うのは馬鹿みたいだとは思うけど……」

　が、それにヒメアが、

「ううん」

　と言った。

「ううん、そんなことない」

　と、言った。そして彼女はこちらを見つめる。もう彼女は震えていない。ただ、こちらを見つめて。泣きそうな顔で見つめて。でもそれは、悲しそうな顔じゃなかった。むしろちょっとだけ、嬉うれしそうな顔で。

「ずっと……わかってたよ？　大兎が私を忘れないって、私、ずっとわかってた。大兎が強くなって、助けにきてくれるって、ずっとわかってた。だから私は、狂くるわないでずっと待てた」

　狂わないで。

　いま、彼女はそう言った。

　狂わないで。

　その言葉は、ほんの少し、大おお袈げ裟さに聞こえる。ちょっと前まで、もう、ほんの数時間前までただの平凡な高校生だった大兎には、少しだけ大袈裟に聞こえる。

　でも彼女は本当に、狂う、一歩手前まで、追い詰つめられていたのだと思う。

　きっと大兎なら、自分なら、簡かん単たんに狂ってしまっていたような状じよう況きように、九年も、おかれていたのだと思う。

　それを許ゆるせるのかと聞かれたら、ちょっと、無理だ。彼女をそんなふうにした奴やつを放って、逃にげられるかと聞かれたら、そりゃ、ちょっと無理だよ。

　だからこそ、あと少し。

　あと少しだけ。

「……九年間、いっぱい待ったついで、あと、五分だけ待ってくんないかな？　そしたら俺、あいつ殴なぐって、戻もどってくるから」

　ひどいわがままだと思う。彼女が見た絶ぜつ望ぼうを考えれば、ひどいわがままだと思う。

　それに、しかし、彼女はこちらを見つめる。泣きそうな、嬉しそうな顔で、こちらを見つめる。そして、

「うん」

　と、うなずいた。

「いいよ。私も一緒に戦う」

「無理しなくていいよ」

　が、それに、彼女は大兎の頭をぽんっとたたく。

「うぬぼれないの。大兎一人じゃ、きっと勝てない」

「そうかな？」

「そう。でも二人なら……二人ならいけるかもしれない。大兎はこの九年で、すごく強く……かっこよくなったし……」

　そう言って、彼女はまた、大兎の首に触ふれる。大兎の首くび筋すじに、優やさしく触れる。

　どうもそれは、彼女のクセのようだった。彼女はなにかあると、大兎の首に触れる。

　彼の首──彼女が牙きばを突つきたて《毒まじゆつ》を注ぎ込こんだ、首の傷きず痕あとに触れる。

　それにちょっとだけどぎまぎして、でも、そこでだらだらしてるわけにもいかないので、すぐに全身を緊きん張ちようさせて、振り返った。

　そして二人は、日向のほうを見る。

　するとそこでは、背の低い、かわいらしい美雷が、蜘く蛛もの化け物に襲おそわれていた。

　蜘蛛が巨大な足を振り上げ、美雷を踏みつぶそうとする。

「危あぶなっ」

　と、大兎が叫さけびかけたが、もう遅おそかった。蜘蛛の足が、美雷を踏ふみ付ける。

　しかしそれを彼女は、あっさり片かた手てで受けとめて、

「うわわ、これ、重おっも……」

　が、そこで、その美雷が受けとめている蜘蛛の足に月光が跳とび乗る。当然蜘蛛の足は月光の体重分、さらに重くなって、

「ってちょっと！　あ、あたし、重いって言ってるじゃん！」

　と美雷が怒ど鳴なる。

　しかし月光は振り返らない。彼は一直線に日向のほうへと向かう。剣けんを構かまえ、それを突きだす。

　その月光を、蜘蛛がもう一本の足で襲おうとするが、

「ゲッコーの邪じや魔まするなぁ！」

　美雷が左手を掲かかげて稲いな妻ずまを放つ。それで足が一本吹ふっ飛ぶ。

　しかしその、すべてを無む視しして、月光は駆かける。

　すると日向が言った。

「ははは。ずいぶんと必死だなぁ。でも兄さんは僕に、近付くことすらできないよ」

　そしてふわっと右手を振るった。

　瞬しゆん間かん。

　あれが起きた。

　昔、大兎の上半身を消し飛ばしたあの、光の衝しよう撃げき波はが日向の手から生まれ、それが月光を襲おうとした。

　が。

「……祓はらえ凶スペル・剣エラー」

　月光が呟つぶやく。そして剣を振ふるう。するとその衝撃波が切り裂さかれ、その隙すき間まに月光が飛び込む。

　それに日向の表ひよう情じようが、少しだけ変わった。ひょいっと片かた眉まゆを上げ、

「へぇ。ちょっとは成長したみたいだね」

　すると月光は笑えみを浮うかべた。

「まぁ、ちょっとだけな。ちょっと頑がん張ばったら知らないうちに、おまえよりも二万歩ほど先まで進んでしまった」

　そう言って、剣を突きだす。

　すると剣が日向の胸に突き刺ささる。月光はそれを確かく認にんしてから、

「終わりだ日向。剣の呪のろいで地じ獄ごくに縫ぬい付けてやる……エル、エルエルト……」

　と、なにかを呟く。すると彼の持つ凶スペル・剣エラーの刀身の色が、変わり始める。

　漆しつ黒こくの刀身が血の色に染そまり──

　しかしそこで突然。

「……はは。二万歩？　それは僕より後ろに二万歩ってことでしょう？」

　そう言って、日向の姿が、霧む散さんした。

　そしていつの間にか、日向は月光の背はい後ごにいる。

「この程てい度どの力で、はしゃぐなよみっともない」

　手を差し出す。月光の顔に向けて、手を差し出す。

　それに月光は振り返る。そして顔をしかめる。とても、よけられる距きよ離りじゃない。いくらあの、すかした、運動も勉強もできる、天才スーパーマンでも、とてもよけられる距離じゃない。

　それに美雷が叫さけんだ。

「げ、ゲッコー!?」

　それに日向が笑った。

「はは、おまえも主あるじを間ま違ちがえたな」

　そして日向は、手を振るった。

　すると光の衝撃波が生まれる。月光の顔面に向かって、衝撃波が生まれる。

　それを。

「……よけろ馬ば鹿か」

　大兎は横から、月光を蹴けり飛ばすようにして割わりこんだ。

　刹せつ那な。

　衝撃波が放たれる。

　悲鳴もあげられないうちに、大兎の上半身がそれで、あっさり消し飛ぶ。そのまま蜘く蛛もの背中を、転げ落ちる。転げ落ちながら徐じよ々じよに、上半身が再さい生せいするのを感じる。

　そして地面に、頭から落ちて首の骨ほねを折りそうになったところを、両手をあげて防ふせぐ。

「うお、やべ。あやうく二度死ぬとこだった」

　それに。

　大兎に蹴りとばされて、やはり蜘蛛から転げおちた月光が、言う。

「……だ、誰だれが助けろと言った？」

「助けてねーよ。邪魔だったから蹴った」

「雑ざ魚こがでしゃばるな」

「へーへー。そりゃご機き嫌げんを損そこねてすみませんね。俺だっておまえがあっさりあいつ殺やれんなら、助けてねぇよ。でも殺されかけてたろうが」

　そう、大兎が言うと、月光の顔が、益ます々ます歪ゆがむ。

　怒りと、憎ぞう悪おと、そして絶ぜつ望ぼうに。

　するとそれにまた、日向が笑った。

「二万歩進んでるのに四人がかり、ね。さすがは兄さん」

　という挑ちよう発はつに、美雷が叫さけぶ。

「おまえだって蜘蛛使ってるじゃないかぁ！　このイヤミバカが！　スケベカバが！」

　なんて叫ぶ。

　しかし、月光はなにも言わない。ただ、日向を見つめ、それから小さく、

「おい、鉄大兎」

　大兎の名前を、呼んだ。

　それに大兎は、

「んぁ？」

　と答える。

　すると月光が言う。

「少し、手を貸かせ」

「あ？　やっとちょっと素す直なおになった？」

　その問いに、月光はさらに顔をしかめて、

「……ああ。クソ忌いま々いましい話だが……まだ、俺の力はあいつに及およばない……だがここであいつを始し末まつする。俺は馬ば鹿かにされたまま引き下がるような腑ふ抜ぬけじゃないからな」

「俺もそうだよ」

「じゃあ手を貸せ」

「貸してんじゃん。で、なんか案あるの？」

　すると月光は目だけで背後にいる、ヒメアのほうを見る。そして、

「さっきあの女から貰もらった力……あの火の力は、もう一度出せるのか？」

　そう問われて、それに大兎は、

「あ～どうだろ。できんのかな……」

　と、ちょっとだけ右手に意い識しきを集中してみた。するとすぐに、手の中に変化が現れた。手が、ものすごく痛いたいのだ。まるでなにかに焼かれているかのように、手の中が、ものすごく痛くて、

「やれそう」

　と、大兎は言った。

　すると月光は笑えみを浮かべる。

「じゃ、おまえがあいつを殺やってくれ。そうしたら……」

　と、その言葉の続きを、背後のヒメアが言ってきた。

「そしたらあなたが、蒸じよう発はつして、霧きりになって逃にげようとしたヒナタの命の核かくをその剣けんで突つく？　それ、いい案ね。それに人間のくせに、いい目をしてる。さっきのあの瞬間に、あの化ヒけナ物タがやったことが、見えたのね」

　するとそれに、月光は表情を変えないまま、

「当然だ。あの弟ばかのやることは、いつだってお見通しだ」

　と、いう、彼のその言葉に、大兎とヒメアは、

『ふ～ん』

　と、同時にうなずいてしまう。それから慌あわてて、

「あ、いや、いまのはあれだぞ？　馬鹿にしたとかじゃないぞ？」

　続いてヒメアが、

「そ、そうよ？　ああ、そうなんだぁって思っただけで……」

　すると月光が、別に気にするなと言わんばかりの口調で、言った。

「ああ、いいよ、気にしてない。あとでおまえらを殺すがな」

『って気にしてるじゃん！』

　なんて馬鹿な会話は、すぐに終わった。

　日向がこちらを見おろして。

「さあもう手て詰づまりだろ？　なら、終わりにしよう。サイトヒメアを残して、全員殺す。もしくは三人の命を助けるかわりに、サイトヒメアをこちらに差し出すっていう取り引きでもいいよ？　もう、弱い者いじめも少し疲つかれた」

　そんなことを言う。

　だがそれに、大兎も、ヒメアも、月光も答えなかった。

　ヒメアが言う。

「大兎……ヒナタに近付ける？」

　それに彼はうなずいた。

「大だい丈じよう夫ぶだと思う。あと三回、再さい生せいできるし……」

　ちなみにこの公園で、すでに彼は三回死んでしまっていた。

　最初の月光との戦せん闘とうで、手首の動脈を拳こぶしごと斬きり離はなされて一回。

　美雷の稲いな妻ずまで胸を貫つらぬかれて一回。

　さっき月光を助けたときに、日向に上半身を吹っ飛ばされて一回。

　だからあと三回しか、再生はできない。

　四回目に死ねば、それは本当の死を意味する。

　それにヒメアが表情を曇くもらせた。

「三回……ってことは、貂てん魔まの火を使うのに一回命を使うから、あと二回しか、ヒナタの攻こう撃げきを受けられない……あ、やっぱやめよ。これだめ。危き険けんす……」

　が、大兎は言った。

「大だい丈じよう夫ぶ。ちゃんとやるから。今度は昔みたいにはならない。俺はちゃんと、君を守るよ」

「でも」

「大丈夫だって」

「…………うん」

　と、彼女が心配そうに、大兎の肩かたにおでこを押おし付けてきたのを見て、月光が、

「はっ。メロドラマの見み過すぎだ」

　うんざりしたような声こわ音ねで言った。

「さあもういくぞ。俺と美雷で、日向の気を散らす。その間に、いけ」

　続いてヒメアが、

「私もなるべく大兎を守るから……だから大兎、死なないでね」

　そう言う。

　それに大兎はうなずいて、

「わかってる。死なない。安心しろって。今度こそ俺はあいつから、君を守るよ」

　そう言って、彼は走り始める。

　それに蜘く蛛もが反はん応のうする。大兎を殺そうと、足を伸のばしてくる。

　それに月光が、

「美雷。そいつを蜘蛛の上に乗せる」

「ほいほい」

　応こたえて、美雷は稲いな妻ずまを放つ。

　それで蜘蛛の足がまた、吹ふっ飛ぶ。しかし蜘蛛はさらに、ケツのほうから大量の蜘蛛の糸を放ってきて、それが大兎の体を拘こう束そくしようとする。

　しかしそれに、

「制アル止ト！」

　ヒメアが叫さけぶ。それで糸がすべて、止まる。その糸を月光が剣で切り裂さく。

　そのすき間を、二人は抜ける。

　そしてその光景を、やはり日向は、余よ裕ゆうの表情で見ている。

「……無む駄だなあがきなんだけどなぁ。君たちの動きを見ているだけでも、とても僕ぼくの相手になるようなレベルだとは思えない」

　しかしそれに月光は、

「言ってろ。跳とべ、鉄くろがね！」

　それに大兎はうなずく。そして跳んで、蜘蛛の体に乗る。

　月光も同時に、蜘蛛の上にあがる。

　日向はそれにまた、手を振ふろうとする。衝しよう撃げき波はを放とうとする。

　それから守るように月光が一歩前にでる。剣けんを振るう。衝撃波を切り裂く。

　その間にもう、大兎は日向を、殺せる場所まで近付いている。

　一度も殺されずに、日向を殺せる場所まで近付いている。

　もう、完かん璧ぺきなまでに順調だった。

　これで日向を殺やれる。

　この化け物を殺れる。

　大兎は右みぎ拳こぶしを握にぎった。するとその手に、白い炎ほのおが宿る。貂魔とかいう、よく知らない正体不明の生き物の炎が宿る。

　その炎に日向も気づくが、もう遅おそい。

「ん？　なんだ、それは？」

　大兎はそれに笑って、

「さて、なんでしょう？」

　言いながら、拳を引く。溜ためる。そして大兎はそれを、思いっきり突つきだした。

　刹せつ那な。

　ドゴンという音がして、大兎の右肩から、左の腰にかけてが、消しよう滅めつしてしまった。強きよう烈れつな炎に焼かれて、消し飛んでしまった。

「がは」

　と、彼はうめく。

　激げき烈れつな痛みに、顔を歪ゆがめる。

　だが、その痛みに耐たえながら、大兎は見ていた。自分が放った白い炎が、日向へと飛びだしていくのを。

　絶対によけられないタイミングで、炎が飛びだしていくのを。

　炎が当たれば、どんな生き物も焼き尽つくされて、蒸じよう発はつしてしまうらしい。ヒメアはそう言っていた。貂魔以外の生き物は、この炎を扱あつかうことができないらしい。

　その炎が、日向を襲う。

　そして日向の体を──

「…………」

　この、化け物の体を焼く前に、

「怨ク嗟ラ蜘イ蛛デ」

　日向は小さく、そう言った。

　すると蜘蛛の残った足すべてが、日向を守るように炎の前に立ち塞ふさがる。

　炎が蜘蛛の足に当たる。

　刹那。

　蜘蛛の全身に炎が回って、あっさり蒸発して消えてしまう。

「…………」

　しかし、日向は無む傷きずだった。

　炎に、触ふれもしなかった。

　蜘蛛が消え、地面に着地した日向が、こちらを見る。少しだけ警けい戒かいした顔でこちらを見て、それからヒメアのほうに目を向けると、

「……へえ、その力はちょっと、まずいなぁ。少しだけ驚くに値あたいする力だ。《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》に貰もらったのかい？　ずるいよ。あれだけ長い時間拷ごう問もんしたのに、君は僕にはくれなかった」

　しかし、そんな言葉を聞いている暇ひまはなかった。

　いまの一発をよけられて、そしてこちらの手の内がバレてしまったのは、非ひ常じようにまずかった。

　大兎が体を再さい生せいできるのは、あと二回。

　貂魔の炎ほのおを使えるのは、あと二……

「…………」

　が、そこで。

「とりあえず、いまは君が一番危き険けんなようだ」

　そう言って、日向が指を二本、こちらに向けた。瞬間、見えない、空気の塊かたまりのような何かが、自分の胸むねを通りすぎたような気がした。

　それに、大兎は自分の胸を見る。すると心しん臓ぞうの部分にいつの間まにか、ペットボトルのフタぐらいの大きさの穴あなが開いているのが、わかる。

「げふ」

　と彼は咳せきこんで、血を吐はく。

　もちろんその傷はすぐに塞がっていくのだが、これでまた、一回、命を減へらした。

　残る命はあと一回。

　貂魔の炎を使えるのは、あと一回。

　月光がそれに、言った。

「早く撃うて、馬ば鹿か」

　続いてヒメアが叫んだ。

「逃にげて、大兎!!　もう、もう命が足りない！」

　そしてその、二人の言葉を聞いてから。

「…………」

　大兎は拳こぶしを握にぎった。そして拳に、白い炎ほのおをもう一度宿らせた。

　が、そこで、

「させないよ」

　日向の姿が、消える。そして再ふたたび、大兎の目の前に現あらわれる。彼は手を、大兎の腹はらにあて、

「消し飛べ」

　と言う。

　するとその通りになった。

　大兎の腹から下、下半身がすべて消し飛んでしまい、彼は、最後の一回を失う。

　最後の命を失う。

　もう、貂魔の炎は撃てない。

　次に死んだら。

　次に死んだらそれは、

「…………」

　それは本当の死だ。

　それに、日向は笑った。もう、なにもできなくなってしまった大兎を見て、笑った。

「確か君は、十五分以内に七回死んだら、消えるんだったよね。さて、いま何回目なのかな？　僕は数えてなかったけど……でも、いまからここで、一秒間に二千回くらい殺せば、十分だよね？」

　そう言って、日向は大兎の身体を拾いあげた。まだ、消し飛んでしまった下半身が復ふつ活かつしていないままの上半身を拾いあげた。

　それにヒメアが叫ぶ。

　また、彼女が叫ぶ。

「ま、待って！　待ってヒナタ！　もう、もう六回大兎は死んでるの！　次はないの！　だから、だから待って！」

　彼女は、思いっきり叫んだ。

　それに日向はまた笑う。本当にくだらないものを見るような顔でまた笑う。

「う～ん？　九年前もまったく同じ会話をしたような気がするけれど？　まったく、君らは本当に、進歩がないなぁ。でも、いいよ。サイトヒメア。君が望むなら、もう一度だけ彼を生かしてやってもいいよ。でも今度こそ約束してよ。今度はちゃんと、僕の言うことを聞くって。なんでも僕の言いなりの、奴ど隷れいになるって、そう約束してよ」

　なんてことを、日向は言った。

　それはあのときと、まったく同じだった。

　大兎にはヒメアを守る力がなくて。

　だからヒメアは、泣きそうな、あきらめきった震ふるえる声で、日向の言うことを聞かなきゃいけなくて。

「……わ、わかったから。奴隷にでもなんにでもなるから……だから大兎を……大兎を助けてください」

　いや、もう彼女は泣いていた。

　大兎のほうを見て。

　九年間、ずっと待ちつづけていた大兎のほうを見て。

　ずっと待って、待って、待って、そして今日、やっと会えたばかりの大兎のほうを見て。

　さっきまで、あんなに笑っていたのに。大兎に会えたと言って。すごく嬉うれしいと言って。泣くほど嬉しいと言って。あんなにはしゃいで、泣いて、抱だき付いて、もう離はなさないでって、彼女はそう言っていたのに。

　また、同じになってしまった。

　九年前と、また同じになってしまった。

　でも、こんなふざけた話があるだろうか？

　こんなふざけた話が、あっていいんだろうか？

　彼女は絶ぜつ望ぼうの中で、九年も待ったんだぞ？

　九年もの月日を、待ち続けてたんだぞ？

「…………」

　それはもう、まだ、十六年しか生きていない平和ぼけした馬鹿でも、気が狂くるうほどとんでもなく長い時間だと、わかる。

　気が狂って、泣き叫んで、でも、その涙なみだすら乾かわいてしまうほどに長い時間だと、わかる。

　そしていまからまた、彼女は同じ思いをするのだ。

　力のない彼を救うために、同じ思いをするのだ。

　それに。

「…………」

　そんな馬鹿なことあるかよ、と、大兎は思った。

　そんな馬鹿なことがあっていいはずがないだろう？　と、大兎は思った。

　ふざけるな。

　ふざけるんじゃないと、叫び声をあげたくなった。

　だから彼は言った。

「だめだ」

　と、言った。

「だめだよ、ヒメア。奴隷になるなんて、そんなに簡かん単たんに、言うな」

　と言った。

　それにヒメアが、こちらを見る。涙が溢あふれ続けている顔で、こちらを見る。

「で、でも」

「奴隷になんてならなくていい。俺のことは気にせず、逃げろ。大だい丈じよう夫ぶ。ここは俺がなんとか……」

　しかしそこで、日向が大兎の、少しだけ復活した腹を、思いっきり殴なぐってくる。

「黙だまれよ、無力なムシケラが。力のない下っ端ぱが、話す局面ではないだろう？」

　それで、大兎の言葉は止まる。

　ヒメアの悲鳴が、また上がる。

「ま、ま、待って！　あ、あなたは私が欲ほしいんでしょ？　私、ちゃんと言うことを聞くから、だから大兎を……」

　しかしそれに大兎は、

「もう黙れって、ヒメア！　こんな奴やつに、そんなふうに言う必要ない！　このクソは俺がなんとかするから、おまえはもう逃げてくれって！」

　と、叫んだ。

　それに日向が言う。大兎を見つめて日向が言う。

「なんとかする？　君が？　なんの力もない君が？　なんでこう、力のない者ほどよく吠ほえるかなぁ。状じよう況きようが見えないのか？　なぜ彼女があんなにも卑ひ屈くつな態たい度どをとらなければならないのか、それもわからない馬鹿なのか？　もうほんと、黙れよ。君に彼女は……」

　が、そこまででもう、大兎は、日向の言葉を聞くのをやめた。

　そして、泣いているヒメアを見る。いまから起こる絶望に。またあの暗くら闇やみに戻もどらなければいけない恐きよう怖ふに、彼女は震ふるえている。

　でもその顔を見て、大兎は微ほほ笑えむ。

　そして。

「……泣くなって。大丈夫だから。今度こそ俺が、守るから」

　大兎はそう言った。

「…………」

　その、大兎の顔を見て、彼女も気づいたようだった。大兎がなにを言っているのか。彼がなにをしようとしているのか。

　それに。

「だ、だめ」

　と、彼女は言った。

「やめて」

　と、彼女は言った。

　だが大兎はそれに、微笑んだ。

　そしてもう、彼女の顔を見るのをやめる。彼女を見ていると少しだけ、未練が残ってしまうから。

　もう少し生きたいと、思ってしまうから。

　でも、もう本当は十分生きたのだ。

　だって九年前に一度、すでに日向に殺されているのだから。

　もしくはさっき、トラックに轢ひかれて、死んでいるのだから。

　だからこれは、いま、ここにある命は、ヒメアに貰もらった命だ。

　彼女が自分を犠ぎ牲せいにして、彼に与あたえてくれた命だ。

　なら、返してもいい、と、彼は思った。

　彼女を救うためなら、返してもいい、と、彼は思った。

　彼女が失った九年を、これから少しでも取り戻して、笑うことができるなら。

　暗闇の中で絶望し続けた九年を、少しでも埋うめることができるのなら、この命はもう、返してもいい。

「…………」

　そしてそのためには、こいつを消しておく必要がある。

　ヒメアに笑って生きてもらうには、こいつを、この化け物を、殺しておく必要がある。

　だから大兎は、右みぎ拳こぶしを握にぎった。

　そして言う。

「おい、化け物」

「うん？」

「これ、なんだと思う？」

　言って、大兎は再び、白い炎ほのおを放ち始めた拳を見せる。

　それに日向の顔色が、少しだけ変わる。それから、

「馬鹿な。おまえにはできな……」

　しかしそこで、大兎は言った。

「できるよば～か。俺はもう、二度とヒメアを……」

　拳で。

　炎の宿った拳で、日向の顔をつかむ。

　そして。

「ヒメアを忘わすれないって、決めたんだからっ！」

　そして大兎は、炎を放った。

　するとまた、ドカンという、なにかが弾はじけるような音がした。

　同時に、体の右半身が吹っ飛んだのがわかった。

　痛いたみはない。

　まるで痛みはない。

　感じるのはただ、死が、すごい勢いきおいで迫せまってくる音だけ。

「大兎っ!?」

　と、ヒメアが叫さけんだのがわかった。

「嫌いや、嫌、嫌ぁああああああああああああああああああああああああああ!?」

　と彼女が叫んだのがわかった。
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　だが、彼女のほうは見ない。

　それよりもいま大事なのは、

「…………」

　と、背はい後ごにひかえていた月光を見る。

　するとあの、むかつく、すかした、天才君が剣けんを、振ふるった。

　そして炎に焼かれて蒸じよう発はつした日向の、体から飛びだした小さな丸い玉を、月光は剣で切り裂さく。

　それを見て。

　その、日向の最さい期ごの姿を見て、大兎は笑えみを浮うかべた。

「……やった」

　すると月光が、言う。

　こちらを、少しだけ憐あわれむような目で見おろして、

「……雑ざ魚このわりには、よくやった」

「ははっ。吐ぬか……」

　が、そこで、大兎はもう、なにも言えなくなった。視し界かいが真っ暗になっていくのを感じる。なにもかもが真っ暗になっていくのを感じる。

　そして、ああ、死ぬんだ、と思った。

　今度こそ、死ぬんだ、と、そう思った。

　でも、それほど悲しかったり、苦しかったりはしなかった。

　だって、今度こそ約束を守れたのだ。

　ヒメアを助けて、死ぬ。

　彼女を守って、死ぬ。

　わりとこれって。これって、すごいことなんじゃないかって、そう思う。

　ただ、少しだけ心残りがあるとすれば、もう一度だけ。

　もう一度だけあいつの、ヒメアの顔を見……




　しかしそんな考えも、すぐに消えてしまった。

　なにもかもが真っ黒に塗ぬりつぶされていき。

　そして。

「…………」













　そして鉄大兎は、死んだ。




　　　　　◆

　　　　　◆

　　　　　◆

　　　　　◆




　ヒメアはその、大兎に駆かけ寄よって、彼の体を抱いた。

　右半身が消し飛び、散り散りになってしまった大兎の体を抱いた。

　しかしもう再さい生せいは、しない。

　再生はしない!?

　それに、

「い、嫌、嘘うそだ……そんな……嫌ぁ……や、やっと会えたのに……そんなこと、頼たのんでないのに……どうして、どうしてこんなふうになるの？　どうしてこんなふうに……こんなふうにばっかり……」

　が、もうそれ以上、なにも言えなくなってしまった。ただ、嗚お咽えつが漏もれるだけで。言葉が、嗚咽にかき消されてしまって。

　その、姿すがたを。

「…………」

　月光は見下ろす。

　狂くるったように泣いて、血まみれの大兎の体を抱き締しめるサイトヒメアの姿を見おろす。

「…………」

　それをしばらく見おろしてから、月光は地面に落ちていた剣の鞘さやを拾い、剣を収おさめた。

　その彼の下に、美雷が駆かけてくる。

「ど、どうなったの？　これ」

　それに月光は、言った。いま戦っていた、公園の景け色しきを眺ながめて。

「……ふむ。結局は俺が勝った」

「ってそうじゃなくてさ～！　あの、あの、不死身君は？」

「死んだ」

「ええええええええ。嘘？　だってあいつ、不死身じゃないの？」

「違ちがったみたいだな。まったく、雑魚はこれだから困こまる」

「いやいやだからそういうことじゃなくて！　ええと、でも、それでどうするの？」

　その、美雷の問いかけに。

　月光は考える。少しの間だけ、考える。

　そして言った。

「おい、サイトヒメア」

《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》と呼よばれる、化け物の名前を呼んだ。

　しかし彼女は振り返らない。

　あまりの絶ぜつ望ぼうに。

　あまりの深い絶望に沈しずんでしまって、こちらの声が聞こえないようだった。

　だが、月光は気にしない。

　彼女に向かって、

「おまえは犯はん罪ざい者しやだ。世界中の組そ織しきから狙ねらわれている。さっさと逃にげねば殺されるぞ？」

「…………」

　だが、やはり彼女は振り返らない。大兎を抱き締めて、もう、その場から、二度と動かなそうな、そんな雰ふん囲い気きさえ感じられる。

　しかしそれも、月光にはどうでもよかった。

　サイトヒメアを見つめて、続ける。

「だがもしも、もしもおまえが俺の奴ど隷れいとして飼かわれるというのなら、守ってやってもいい。おまえが俺の言うことをなんでも聞いて、はいはいなんでもやらせていただきますとそう言うのなら、美雷同様のペットとして、飼ってやっても……」

「あたしはペットじゃなぁあああああああああああああああああああああい！」

　と美雷が叫ぶ。

　しかし月光はそれも無む視しする。

　するとそこで、サイトヒメアが振り返った。涙でぐちゃぐちゃの顔で。真しん紅くの、鋭するどい瞳ひとみでこちらを見て、

「……は、はは、なによ、それ？」

　と、言った。

「なんなのよそれ。結局、あの弟にして、この兄ってわけ？　ならもう、好きにすればいいじゃない。私から全部奪うばって、大切なものを全部奪って、それでもまだ足りないっていうなら、好きにすればいいじゃない。どうしたい？　頭切って、脳のうの中身でも調べる？　それともはらわた切り裂いて、中身をつかみだす？　それとも馬鹿みたいな男の欲よく望ぼうを満たしたい？　好きにしてよ。もう私は……私は生きる意味を持ってな……」

　が、その、うざい彼女の言葉も、月光は無視して続けた。

「よし、決まりだな。おまえは俺の奴隷だ。おまえと、美雷と、そしてそこで馬鹿みたいに寝ねている鉄大兎、三人とも、俺の部下だ。なら、クソめんどくさいが守ってやろう。軍からも。『教会』からも。さて、そうと決まったのなら、生徒会室に帰るぞ。次元の扉とびらを開いて、その馬鹿を起こしにいく」

　なんて、彼の言葉に。

「え!?」

　と、サイトヒメアが言う。

　だがやはり、月光はそれも無視する。

「首だけで十分だ。首だけあれば、復ふく元げんできる奴やつがいる。まあ、かなりひどい代だい償しようがいるが……どうせおまえは払はらうだろう？」

　言って、歩き始める。

　それに。

　それにサイトヒメアが、

「え？　え？　ちょっと待ってよ。ええええ？　それって、その、た、大兎を生き返らせられるってこと？」

　そんなことを聞いてくる。

　だが月光はそれに、

「…………」

　答えない。

　どんどん、どんどん、歩き去ってしまって。

「ちょ、ちょっと聞いてるの!?」

「聞いてない。俺が命じたらさくさく動け、クズが。ああ、一つ言っておくが、死体が腐くさったらもう生き返らないぞ」

　という言葉に、

「え？　あ、ちょっと待っ……って首がもげ……ごめん大兎おおおおおおおおお!?」

　なんて声を後ろに。

　さらに横からは、

「……な～んか。な～んかだんだんあたしさ～、ゲッコーのこと、ちょっとだけわかってきちゃった～」

　とかなんとか、うるさいペットが言ってきて。

　月光はそれに。

「…………」

　それに、やはり答えなかった。

　ただ少しだけ足を止め、そしてほんの少しの間だけ、日向が──弟が消えたほうを見る。

　続いて美雷と、サイトヒメアと、そして生首な馬ば鹿かのほうを見る。

　そして最後に、彼は空を見上げる。夜空を見上げる。それからうんざりしたような声こわ音ねで、

「……まったく、どうしてこう、めんどうな馬鹿ばかり増ふえる？　やはりこれは、クソ筋すじ書がきだな」

　と、呟つぶやく。

　ため息をつく。

　彼が見上げた空には月が出ている。三日月。その月の光が、煌こう々こうと彼らに降ふり注いでいる。その月の輝きをしばらく見つめ、ふと、

「……五月ももう、終わりか」

　と、紅月光は思った。







　　エピローグ　いまだ天てん魔まは歌うたわれない──




「…………」

　彼が目を開くと、目の前に天てん井じようがあった。よく知っている天井。丸いフタのついた蛍けい光こう灯とうに、白い壁かべ紙がみ。その白い壁紙の端はしには、薄うすい汚よごれのような、黄ばんだシミがある。そのシミを恐こわがって、一人じゃ寝ねれないと子こ供どものころに騒さわいだ記き憶おくがある。

　そのシミを見て。

「…………」

　それからもう一度、真上にある蛍光灯を見て。

「…………なんだ、全部夢ゆめかよ」

　と、鉄くろがね大たい兎とは、うめくように呟つぶやいた。

　それから上半身を起こす。すると頭がガンガンして、

「あ痛いたっ」

　と、うめく。頭を押おさえ、

「やば、風か邪ぜひいたかな？」

　そう言ってから、彼は自分がいまいる場所を確かく認にんする。といってもやはりそこは、自分の部屋なのだが。

　ベッドと、小学校のときに買ってもらったきりの子供っぽい勉強机づくえ。その上に携けい帯たいの充じゆう電でん器きがおいてあって、しかし、携帯は充電されていない。

「あれ、携帯は……」

　とそこで、自分の腰こしのあたりに、妙みように硬かたいものがあたるのを感じて、そこに彼は手で触さわった。するとポケットの中に携帯が入っている。というか彼は、制せい服ふくを着たまま、寝てしまっていた。布ふ団とんをはいでみると、ズボンがしわしわになってしまっている。

　そのしわを見て、

「……あれ、俺おれ昨日、いつ寝たんだっけ？」

　と、記き憶おくの糸をたぐってみるが、しかし、思いだせなかった。なぜかちょっと、さっき見ていた夢と、いろいろ混こん同どうしてしまって。

　さっき見ていた、いつになく恥はずかしい、いまどきハリウッドでもやらないようなファンタジカルな夢と混こん同どうしてしまって。

　本当に、異常に恥はずかしい夢だった。

　昔約束した美人な女の子が好きとか言ってきて、隣となりのクラスのかわい子ちゃんが髪かみの毛をビリビリさせていて、そして学校の人気者、文武両道性せい格かく最悪なスーパーヒーロー君と力を合わせて化け物を倒たおす、だなんて。

　ちょっと。ちょっとなんか、恥ずかしすぎる夢だった。

「…………」

　でもそれとは別に少しだけ、楽しい夢だったような気もする。

　最後はちょっとだけ気持ちよくなって、自分は死んでしまったのだけど、ずっとやることを見つけられてなかった大兎は、わりと満足して死んで。

　と──そんないま、自分が見た、馬鹿な夢を思いだして、

「……俺、空手できなくなって結けつ構こう、欲よつ求きゆう不ふ満まんたまってんのかなぁ」

　と呟いた瞬間、

「痛てて」

　また頭が痛くなって、彼はうめいた。

「あ～、やば。本格的に風邪かなぁ」

　呟きながら、彼はそれでもベッドから出る。立ち上がる。かけ時計のほうを見上げて、時じ刻こくを見る。

　現げん在ざい朝八時十分。

　朝のホームルームが八時二十分からなので、学校まで走れば十分でつく大兎の家からなら、まだ間に合うはずだった。

　まあ、走ればだが。

「……ふぁ～なんか、すげぇ眠ねみぃなぁ。おまけに制服着たまま寝たせいか、体中痛いし……」

　言いながら、彼はぐっと伸のびをする。それから自分の服の匂においをかいで、汗あせで臭くさくなってたりしてないか、確かく認にんする。臭かったらワイシャツは着がえようかなとも思ったが、

「まぁ、大丈夫か」

　そのまま、部屋を出た。階段を下りて、居い間まにいく。

「母さん朝飯～」

　と言ってみたが、返事はない。

「あれ、いねぇの？」

　居間にいくと、袋ふくろに入ったままの食パンがテーブルの上においてあって、その横に書き置きがあった。それを読む。

『高校生になって早々、朝帰りを始めた不良の大兎君へ。寝たのが遅おそかったようなので起こしませんでした。ユイカちゃんを学校に送っていきます。ママが帰ったらなにか作るけど、待てなかったらパン焼いて自分で食べなさい。帰ったら昨日、どこで遊んでたか聞くからそのつもりで。パパにも言うからね？


ママより』



　とか、書かれている。

　ちなみに妹のユイカは頭がよくて、隣となり町まちの有名私し立りつ進学校に通っているので、たまに母親が車で送るのだ。だからそれは珍めずらしいことではない。

　だが、大兎はその、母親の書き置きを見て、

「……はぁ？　朝帰り？　俺、朝帰りなんかしたっけ？」

　と、自分の、昨日の行動を思いだそうとする。確たしか一日中、ひどく眠くて、で、遥はるかが一いつ緒しよに帰ろうと言ったけど断ことわって、一人で帰ったらトラックにはねられそうになってる隣のクラスの安あん藤どう美み雷らいがってこれは夢のほうか。

「あれ、じゃあ俺、昨日どうし……」

　とそこで、車の音がした。母親が帰ってきて、車庫入れを始めた音が聞こえる。

　それに大兎は、

「まずっ」

　と、慌あわててパンを取った。それをくわえて一度部屋に戻る。学校鞄かばんを捜さがす。だがない。

「ってなんでないの？」

　という間にも、車のエンジンの音が止まって、

「あーあーいま母さんにあったら、すげぇめんどくせぇことになりそう。と、とりあえず、父さん帰ってくるまでは、家出てよ」

　慌てて彼は、部屋を飛びだす。階段を駆けおりる。玄げん関かんの扉とびらを開け、外に飛びだそうとすると母親がコンビニの袋ふくろを持ってこちらにこようとしてるところで、

「あ、大……」

「ごめん。遅刻するから、いくね。いってきま～」

　と、大兎は母親の横を走りぬけた。

「ちょっと大兎！」

　なんて声が背中に聞こえるが、大兎は気にしない。そのまま走っていく。それから少し足を緩ゆるめて、だらだら歩き始める。

　そして彼は結局、学校に向かった。途と中ちゆう、いま何時か携けい帯たいで確かく認にんしようとしたが、充じゆう電でんが切れていていまの時刻はわからない。

　でもどっちにしろ、たぶん、遅刻は確定だった。







　教室を後ろの扉の小こ窓まどからのぞくと、もう、ホームルームは始まっていた。

　担たん任にんの狩かり野や先生は生徒たちに向かってなにか喋しやべっていて、こっそり教室をのぞいている大兎の顔を見ると、いいから入れとばかりに指で合図してきた。

　それに大兎はうなずいて、音が立たないように扉を開ける。それでも当然、生徒たちは一いつ斉せいにこちらを見るが。

　何人かはにやにやしてる。昨日、ゲームをやろうと約束した、気のいいメガネの二人組、斉さい籐とうと田た中なかも、遅刻かよ～とにやにや笑って、こちらに手を振ってくる。

　それに大兎は、軽く指を二本立てて、合図する。

　どうやらあの二人と友達になった記憶は、夢じゃないらしい。ってことはいったい、どこからが夢で、どこからが現実だったんだ？　なんて首を傾かしげながら、大兎は窓ぎわの、自分の机つくえにいく。座すわる。すると横から、遥がこちらの顔をのぞきこんできて、

「もぉ、遅刻なんていけないんだ～。私が朝、迎むかえにいけばよかったね」

　なんて言ってくる。

　それに大兎は彼女の、いつもの優やさしそうな顔を見て、それから、

「いや、昨日、なんかいろいろ大変でさぁ」

　と言った。いまいち、なにが大変だったのかは覚えてないけれど。

　すると遥が少し、心配そうな顔で聞いてくる。

「昨日、帰ったの遅かったの？」

　その問いに、大兎はやはり、よくわからないような顔になって、

「あ～、たぶん。そうらしい」

「そうらしい？　って、なにかあったの？」

「うん？　あ～どうなんだろなぁ。ちょっと俺にもよく……」

　が、遥がさらに言う。本当に、心底心配するような顔で、

「ま、まさか大兎、喧けん嘩かとかしてないよね？　き、昨日、人助けにいくとか言ってたけど、誰かと喧嘩……」

　しかしそこで、

「お～い、鉄、時し雨ぐれ……おまえらカップルが仲いいのは結けつ構こうだが、ちゃんと俺おれの話聞いてくれてるか～？」

　なんて先生が言って。

　それに周りの生徒たちが一斉に笑う。ひゅーひゅーとか、古典的すぎるだろと突っこみたくなるような声を上げる。

　それに遥は顔を赤らめて、でも、なぜかちょっと嬉うれしそうで。

　しかし、そのすべてが、大兎にはどうでもよかった。それよりも問題は、いま、遥が言った言葉だ。

　──人助けにいく。

　という、大兎の、あのファンタジカルな夢ゆめの中でしか言っていないはずの言葉だった。

　え？　じゃあまさか、あの夢、現げん実じつなの？

「んなあほな」

　と、大兎が言うと、今度こそ担たん任にんの狩野が、銀ぎん縁ぶちメガネでこちらをにらんで、言う。

「あほじゃないぞ？　これは本当だ。彼女は本当に、先日クーデターが起きて失なくなってしまったヨーロッパの小国、ピレーネ皇おう国こくという国の王族の血を引いているらしい。父親は日本人だから日本語は喋れるらしいが、向こうで育ったために、まだこちらの常じよう識しきがまるでわからないそうだ。そのために、いま、みんなにこうして話している。彼女はきっとこの、見知らぬ土地でひどく戸と惑まどっていることだろう。だから仲良くしてやってくれ」

　なんて、よくわからない話を担任はしていて。

　それに大兎は、

「へ？　ってこれ、なんの話してんの？」

　と言うとまた、生徒たちが笑った。それから担任が困こまったような顔で、

「だから話を聞いてくれって言ってるのに。また俺に初めから話させる気か？」

　と言った。

　そして遥が横から小さな声で、

「転校生がくるんだって。ほら、このクラス一人少ないでしょ？　だから一人増ふえるんだって。で、その転校生が、なんとハーフの美人らしいの」

　という言葉に、大兎は遥を見る。そして言う。

「ハーフの美人？」

　すると遥がちょっと、怒おこったような顔になって、

「え～、反はん応のうするのそこ～？」

「んぁ？　あ～、いや、違ちがうけど……なんか、なんかちょっと、妙みような胸むな騒さわぎがする」

　そう言って、彼は自分の胸を押さえた。本当に、胸騒ぎがするのだ。

　胸の奥おく、底のほうから、なぜか、歓かん喜きが呼よび起こされるような、そんな感情がわきあがってきて。

　そして、ズキズキと頭ず痛つうの治らない頭の中でまた、声が響ひびくのだ。

　くる。くる。くるくるくる、おまえの主あるじがくる。

「……だからなんなんだよ、これは!?」

　大兎が怒ど鳴なると、周りの生徒たちが一斉にこちらを見た。そして、担任が、

「いや、なんなんだよはこっちのセリフだぞ？」

　怪け訝げんな顔で聞いてくる。

　だが、もう、それに答える余よ裕ゆうもなかった。

　だって、黒板に、信じられない言葉が書いてあったのを見つけてしまったから。

　大兎がよく知っている、あの言葉が書いてあったのを見つけてしまったから。

　黒板には、こうある。転校生の名前──と、書かれていて、その横に、こうある。




　沙さ糸いとヒメア。




　そう、書いてある。

　それを大兎は読んだ。その名前を読んだ。

　沙糸ヒメア。

　さいとひめあ。

　サイトヒメア。

「…………」

　その、瞬しゆん間かんに、胸の奥がズキリと痛んだ。そしてまた、声が響く。

　くる、くる、くる、くるくるくるくるくる主がくる。歓喜しろ。狂きよう喜きしろ。おまえの主がもう、すぐそばまで。

　と、そこで。

　バンっという音ともに突とつ然ぜん、勢いきおい良く扉とびらが開いた。

　そして教室に、一人の女の子が入ってくる。

　赤のプリーツスカートにセーラー服、という、そこそこの見た目の女の子でもかわいく見えてしまうような、近所の学生たちにも評ひよう判ばんのいい宮みや阪さか高校の制せい服ふくが、あまり似に合あっていない少女。

　いや、制服のほうがあきらかに見み劣おとりしてしまっているほどに、美しい少女が、そこにはいた。

　日本人ではありえない、というよりも、普ふ通つうの人間にはありえない、薄ラベ桃ンダー色の長い髪かみ。毛け穴あな一つない真っ白な肌はだ。つんと高い鼻に、艶つやのある、綺き麗れいなピンク色の唇くちびる。スタイルのいい、細身の身体。

　そしてそれよりもなによりも目を引くのは、その、彼女の瞳ひとみだった。

　真しん紅くの瞳。悪いた戯ずらっぽく輝かがやく、真紅の瞳。
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　その瞳が、教室を不ふ思し議ぎそうにぐるぐる見回す。

　生徒たちが彼女の姿を見て、

「う、うわぁ～、なんだあれ」

「び、美人」

「人間か？」

　なんて、口々に言う。

　そして担任が、

「ああ、やっときたね。彼女が今日からみんなの仲間になる、沙糸……」

　が、そこで、ヒメアの目が、大兎をとらえる。あの夢と同じ顔で。

　いや、記憶の中にある顔と同じ顔で、彼女はこちらを見て、微ほほ笑えむ。溢あふれるほどの笑顔になってこちらを見て、

「大兎っ!?」

　と、彼女は叫んだ。

　そのまま彼女は突然、飛んだ。一番前の席を踏ふみ台にして、ぽんっと飛ぶ。次に真ん中の席の、斉籐の机つくえを蹴けって、さらに飛ぶ。

　それを誰だれもが、あっけに取られて見ている。

　だが、彼女は気にしない。

　いつも気にしない。

　ただ、真まっ直すぐにこちらを見つめて。

　そして。

「逢あいたかった!!」

　そう、叫さけんだ。それから大兎の体に抱だき付いてきて、大兎は椅い子すごと引っくり返る。

　だが、彼女はやはり気にしない。

　強く、強く、強く、大兎の胸に抱き付いて。

「逢いたかった。逢いたかった」

　と呟つぶやく。

　それに大兎は、

「って、え～と、あ～、そーなんだ……昨日の、ゆ、夢じゃなかったんだ……ってことは全部現実で、昨日俺がやったことは……」

　が、そこで。

　大兎の視し界かいに、遥の顔が映うつる。彼女が衝しよう撃げきを受けたような顔でこちらを見ていて、それに大兎は慌あわてて、

「あ、えーと、ち、違うんだ遥……これは、ええと、ちょっと待った!!　ひ、ヒメア!?　ちょちょ、ちょっと離はなれ……」

「もう離れない！　二度と離れないって言った！」

　という、その状じよう況きように、大兎は途と方ほうに暮くれた。

　それにだんだん、ほかの生徒たちも騒ぎ始める。というか、なんかちょっと、険けん悪あくな雰ふん囲い気きになり始めているのを感じた。

　男たちはまあ、わかる。だが女子のほうも、

「あいつ、遥がいるのになんたらかんたら」

「ちょっと最低。なんなのあいつはうんたらかんたら」

　最後に遥が、

「ど、どういうこと？　大兎。知りあい？」

　と、なぜか彼女は、涙目で聞いてきて。

　うわーと思った。

　うわなんかいますげーやべぇ～とか思った。

　だがそこで。

「大兎いるかー!?」

　という、聞き覚えのある声が、また、教室の入口で響ひびく。

　それに全員の視線がそちらを向く。

　大兎もそちらを見ると、そこにはあの子がいる。

　隣となりのクラスで一番かわいいといわれている、あの子。

　安藤美雷がこちらを見るなり、

「うおーすごい！　ほんとに生き返ってる!?　やったな！」

　と言った。

　それに女子たちが、

「ねぇあの子もよ」

「ま、まさか三さん股また？」

　そして遥がまた、

「た、たたた、大兎？」

　ってだから違ちがうんだ。

　いろいろ違……

　とそこで、ヒメアが言った。大兎の首をまた、嬉うれしそうに触さわって、

「好きよ、大兎」

　という、その言葉に。

「…………」

　大兎は遥のほうを見て。

　しかし彼女は慌てて、

「ちょ、ちょ、ちょっとトイレ」

　とか言って走り去るときはもう涙が流れてて。

「ってえええええええ!?」

　と大兎は叫ぶが、もう遅い。数人の女子たちが、

「大だい丈じよう夫ぶ？　遥！」

　と追いかけて、その、教室を出る直前に、

「鉄君、最っ低！」

　とか言う。

　さらに他の女子たちもこちらをにらんでくる。さらに美雷のファンを公言している男たちがこちらをにらんだところで、美雷が近付いてくる。それから気き安やすく大兎の体をぽんぽん触り、頭を触り、

「うおすごいなぁ、ほんとに生き返ってる」

　とか言って。

　いや、こ、これはほんとにおまえらの勘かん違ちがいだぞと、

「…………」

　説明できる雰囲気では、もう、なかった。

　担任が言う。こちらをにらんで、

「よし、鉄。おまえ、一時間目はもう出なくていい。職しよく員いん室しつで少し、事じ情じようを説明してもらおうか？」

　という言葉に大兎は担任を見て、

「……あ～、んぁ～、ええと……はい……」

　ため息を、ついた。

　だがそこで。さらにその後ろに、もっとめんどくさい奴やつが現あらわれたのが見えた。

　いま、美雷が入ってきた教室の扉の向こう。漆しつ黒こくの髪に、詰つめ襟えりの制服を着た、冷たい瞳の男が立っているのが、見えた。

　そしてその男が言う。

「いや先生。そいつは俺がもらっていく。今日から生徒会で奴ど隷れいのように働いてもらうことにしたからな、そいつにはもう、校こう則そくは適てき用ようされない」

　なんて言って。

　それに担たん任にんは驚いた顔で、教室の入口を見る。そしてそこに立っている男──すかした学校のスーパーヒーロー紅くれない月げつ光こうが立っているのを見て。

「あ、紅君の仲間なのかい？」

「違う。奴隷だ」

「じゃあ安心だ」

「ってなんでだよ！」

　と、大兎は突つっこんでみるが、しかし悔くやしいことに、本当にこいつの登場だけでもう、すべての状況が変わってしまっていた。

　さっきまで最低女たらし野や郎ろう死ね！　みたいな顔でこちらを見ていた女子たちが、

「く、鉄君、月光様の仲間だったのね。すごいなぁ」

「そういえばよく見ると、かっこいいよね、鉄君って」

「遥も見る目あるよねぇ」

　とかおまえらあほか？　あほなのか？　と、大兎は突っこもうと思ったが、それにかぶせて月光が言ってくる。

「さあヒメア、美雷、大兎、ぐずぐずするな。仕事が待ってるぞ」

「ってなんでもう俺の名前呼よび捨すてなんだよ！」

　という、大兎の言葉に、月光はこちらを見下すように見て、

「黙だまれ奴隷」

「誰が奴隷だ！」

「おまえだ。どこからどう見ても卑ひ屈くつな奴隷だろう？　それともなんだ？　体に教えてやらなければ、状況が呑のみこめないか？」

　と、軽く拳こぶしを掲かかげる月光に、大兎は起きあがる。

「ああ、上等じゃねぇか、昨日の晩の結着をつけ……つけ……って、あの、ヒメア。かっこつかないから、そろそろ離れてくれる？」

「やだ」

「いやあの……ああ、まあ、とにかくてめぇに従したがうつもりは……」

　しかしそれもまた、遮さえぎられる。

　ドゴンという音がして、校こう舎しやが揺ゆれる。

　それに担任がなんだ！　と叫び、生徒たちもきゃーきゃーと騒さわぎ出す。

　ただ、月光だけがやはり、冷静な、冷たい瞳で校舎の、上のほう。

　五階にある生徒会室のほうを見上げ、

「……ふむ。その結着は、向こうでだ。いまは俺の手伝いをしろ」

　という言葉に、大兎は言った。

「やだね」

「嫌いやか？」

「嫌だ」

「ふむ。まあいいが……この仕事に失敗すると、世界が滅ほろぶぞ？」

「へ？」

「まあ、手伝いたくなったらこい。美雷、いくぞ」

「うん！」

「いやいや、ちょっと待て。世界ってなに？　なにそのでかい話？　あの、月光？　紅君？」

　が、月光はこちらを一度も振り返らずに、進んでいってしまう。

　それを大兎は呆ぼう然ぜんと見送って、

「…………」

　しばらく、なにも言わないまま見送って、

「…………………………………………あああああああもう、あああああああああもう、なんなんだよあいつは！　すげぇ、すげぇ気になるじゃねぇか！」

　言いながら、彼も歩きだした。もう、なにも言わなくなった生徒たちの間、先生の前を通って教室を出て。

　そしてそれに引きずられるようにして、ヒメアもついてくる。

「ってだから、ヒメア、そろそろ離れてよ」

「はっはっは～」

「いやはっはっはじゃなくてさぁ」

「さあいこ、大兎。世界の滅めつ亡ぼうを私たちで止めるのだぁ」

「ってなにキャラそれ」

「さぁ？　でも、すごく楽しい。大兎といるとやっぱり楽しいなぁ。人と話すのは楽しいなぁ」

　と、彼女がはしゃいで笑うのを、大兎は見た。

　そして思う。

　たぶん、この九年、一度も笑ったことがないんじゃないか、というほど辛つらい思いをした彼女が笑うのなら、細かいことはまあ、あとでいいか、と思った。

　なんかいろいろ納なつ得とくいかないことが立て続けに起きまくってるけど、でもそれも、ああ、まあいいかと思った。

　いやもちろん、あの、遥のことはちょっと、よくないけれど、でもまあ。

「…………俺らも、とりあえず生徒会室にいくか」

　そう言って彼は、再ふたたび廊ろう下かを歩き始めた。




　そしてこれが、始まり。

　僕の物語の始まり。

　僕らの、世界と世界を繋つなぐ、クソめんどくさい物語の始まり。




　第十二代『紅月光・生徒会室』が本当の意味で結成されたこの日が──







　すべての、物語の始まりだった。




　　　　　◆

　　　　　◆

　　　　　◆

　　　　　◆




　そして場所は移うつる。

　少しだけ移る。

　少しだけ、といっても、次元の歪ひずみを二つほどまたにかけたその先で。

「それで？　彼女はもう目覚めた？」

「はい」

「すべては予定通り？」

「はい」

「ふぅん。それで彼女はもう、僕から盗ぬすんだ《天マー魔ラのハー六ピー欲ヤス》は使ったのかな？」

「いえ、それはまだ……彼女が使ったのは貂テン魔マです」

「貂テン魔マ？　って、出で来き損そこないの貂イタチの火か？」

「はい」

「はは。なるほどね。まだ少しは……少しは彼女にも理り性せいが残ってるのかな？　あの淫いん売ばい、気き狂ぐるい、災さい悪あく、すべてを台なしにしようとする《最ラミ古エルの・魔リ女リス》サイトヒメアにも……だが、あの魔女が秘ひ術じゆつを──《幸福》を完成させるのだけは防ふせがないとね」

「はい」

「そのためだけに、君は生まれた。それは……」

「わかってます」

「そうか。うん。君は本当に素す直なおないい子だ。じゃあいいよ、もう下がって。君は引き続き監かん視しを続けなさい」

「はい」

「君に《幸福》を」

「あなたに《幸福》を──」

　と、言ってから、彼女は踵きびすを返した。

　主あるじから顔をそむけて、無表情をとりつくろっていた顔を、少しだけ、歪ゆがめる。

　悲しそうに。泣きだしそうに。

　そして小さく、彼女は呟つぶやく。

「…………」

　小さく。小さく。それは誰にも聞こえないように。誰にも、主にも、自分自身にも、聞こえないように、

「…………苦しいよ、大兎」

　と、そう。




　時雨遥は呟いた。








　　あとがき







　宣せん伝でんまわりの煽あおりによると、この作品は学園リバース・ファンタジーだそうです。

　つまり学園ものですね。あまりジャンルとか意識せずに書いたのですが、今回はこんな感じになりました。

　あ、そういやこれ、新作だから自己紹介がいるのか！

　ええと、はじめまして。鏡かがみ貴たか也やです。はじめましてと本気で書くのはもの凄すごく久し振りなのですが、なんと純じゆん粋すいな新作という意味では七年ぶりということで、はじめまして、鏡貴也です。

　新作『いつか天魔の黒ウサギ１』、いかがでしたでしょうか？

　僕はがくがくしてます。

　なぜがくがくしているのかというと、富ふ士じ見み書しよ房ぼうさまがこの新作を売りだすときに、『あの鏡貴也の七年ぶりの新作！』だの、『鏡貴也大爆ばく発はつ！』だの宣伝しまくってくれて、たぶんけっこう広こう告こく費ひをかけてもらってスタートしているので、もし失しつ敗ぱいしたりした日にゃあ、僕は首をくくらされるからです。最さい悪あく干ほされる可能性もあるね。まじであるね。ある日続刊が出なくなったら、ああ、鏡貴也は不ふ死じ身み書房の怒いかりの制せい裁さいを受けたのだな、と思ってください。ちなみにあの、『鏡貴也大爆発』という広告は、売れなかったときはてめぇ、体にＣ４爆弾巻きつけて爆破するからな──ＢＹ富士見書房、みたいな宣伝に違ちがいないと思います間違いないですとかいう馬ば鹿かな冗じよう談だんはさておいて。

　作品の話。

　本当に楽しく書けました。

　この、楽しく書けた～という気持ちが、みんなにそのまま伝わってくれると、嬉うれしいなぁ。そしてこの作品が、いまも僕が続けている『伝でん説せつの勇ゆう者しやの伝説』シリーズ（以下・伝勇伝）同様、みなさんの支し持じを受けられるといいな、と、思っております。

　なんにせよこの作品もかなり大きなコンセプトを内ない包ほうしているので、それをきちんと描えがけるところまで売れてくれるといいな～。

　もちろん編集部的には、『伝勇伝』みたいに売れろ！　と思ってると思うのですが、あれはなんかもう、作者すらびっくりするくらいのお化けタイトルになってしまったので横においておくとして、地道にきちんと『いつ天』を育てていきたいと思います。

　いや、僕もそりゃ、売れて～！　とは思ってるけどね（笑）

　でも大たい兎とやヒメア、月げつ光こうや美み雷らい、遥はるかちゃんたちが創つくりだすこの物語が、『伝勇伝』と同じようにみんなから愛されるものになるといいなと願っております。

　みなさん、応おう援えんよろしくお願いします！　あと、この本を手にとってくれてここまで読んでくれているあなた、ありがとうございます！




　と、いうわけで～。

　挨あい拶さつはこのへんにして、近きん況きよう。

　といっても現在僕は、『いつか天魔の黒ウサギ』『伝説の勇者の伝説』六か月連れん続ぞく刊かん行こう！　とかいうあほみたいに忙しいスケジュールで動いていて、死にそうなので近況とかありません。やべぇ、〆切やべぇえええええええというのが、ええと、この本が発売されるころまで続いてしまっていると、六か月連続刊行できないかもしれんとか言ったらまた富士見書房が、富士見書房がぁあああああ!?

　と、いうほど、ほんとは厳きびしくないんだけどね（笑）

　富士見の編集さんは実は、みんな、すげぇ優やさしいです。どれくらい富士見書房が優しいかというのを、僕の担当の美少女編集Ｋ屋やさんとの会話で少し覗のぞいてみましょう。

「鏡さん」

「はい」

「い、いよいよ発売です、新作」

「だねぇ」

「どどど、どうしましょう。売れなかったとき私絶対責任とらされる、絶対取らされるよう～!?　と、Ｋ屋のノミの心しん臓ぞうはもう、爆発寸前です」

「え!?　Ｋ屋さんも心臓にＣ４爆弾を巻きつけられたの!?」

「そうなんです！　不死身書房の社長には編集の心臓にＣ４設置できるスタ○ド能力があるらし……あ、心臓が!?」

「Ｋ屋さぁああああああん!?　くそ、社長め！　社長めぇえええええええええ!?」

　なんて会話は、別に交わされておりません。Ｋ屋さんと僕のノミの心臓がばくばくしてるのは本当ですが、編集部全体でがくがくしているのでスタン○能力のせいではありません。ってかス○ンド能力なんて言葉書いていいのか？　大丈夫なのか？　ま、まあいいか。

　ええと、そんなこんなで～。

　六か月連続刊行やります！　この十一月を皮切りに、十二月・堕おちた黒い勇者の伝説３。一月・いつか天魔の黒ウサギ２。二月・大伝説の勇者の伝説５。三月・いつか天魔の黒ウサギ３。四月・堕ちた黒い勇者の伝説４。

　こ～んな感じだそうです。はっはっは。うん。なんというか、軽かるく死ねるね！

　でもみんなが喜よろこんでくれるのなら、がんばれます！

　でもってたぶん、この六か月連続刊行にあたって、なんかいろんなフェアとか組くまれてると思うので、そのへんについてはこの本と同時発売のドラゴンマガジンを見てみてください。

　なんと、新作にもかかわらず、ドラマガの表紙は『いつ天』です！

　伝勇伝の特集＆ドラマＣＤ＆短編も載のっていて、『いつ天』と『伝勇伝』の短編あわせると１５０枚くらい原稿が載ってます。もう今後絶対にこんなことはないであろうほどの鏡貴也Ｃ４大爆発祭りになっているので、ぜひぜひ、読んでみてもらえると嬉しいでーす。

　と、いうところで、今回はここまで～。

　次に会うのは来月のあとがきですね！　『いつ天』の２巻に関しては再来月！

　ではではすぐですが、また次回～。


鏡貴也



鏡貴也公式ＨＰ：http://www.kagamitakaya.com/











いつか天てん魔まの黒くろウサギ１




９００秒の放課後








鏡かがみ　貴たか也や
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